
本庄市埋蔵文化財調査報告書 第8集

東五十子北町中遺跡

タツムテクノロジー株式会社工場建設に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告書

2 0 0 8 

本庄市教育委員会



序

本庄市の東五十子地区には、 かつて 「五十子陣」と呼ばれる中世の軍事的拠点が

存在していたことはよく知られています。 この 「五十子陣」は15世紀後半に勃発

した関東管領上杉氏と古河公方足利氏との抗争に際し、 上杉方が構築した陣で、 現

在でも 「城跡」 「 赤坂」などの小字名にその名残をとどめています。 また、 最近の

考古学的調査によっても、 各所で関連の遺構が検出されるようになり、 これまで必

ずしも実態の明らかでなかった 「五十子陣」の姿が、 次第に明らかになりつつあり

ます。

本書に報告する東五十子北町中遺跡の調査によっても、 関連する遺構や遺物が検

出され、 「五十子陣」の構造究明に向けて、 またひとつ貴重な成果をあげることが

できました。 さらに、 古墳時代の粘土採掘坑がまとまって確認されたことも、 本庄

市では初めての発見で、 特筆されることでしょう。 今後は本書が学術研究をはじめ

学校教育、 生涯学習の場に広く活用されるとともに、 これからの埋蔵文化財保護に

役立てられることを希望する次第です。

最後になりましたが、 当市の文化財保護行政に格別のご理解をいただき、 また現

地発掘調査から出土資料の整理調査、 さらには本書の刊行にいたるまで、 多大なご

協力を賜ったタツムテクノロジ ー株式会社には、 ここにあらためて深甚の謝意を表

する次第です。 また、 調査に際してご指導、 ご協力を頂きました方々、 直接作業の

労にあたられた皆様に衷心よりの感謝を申し上げます。

平成20年3月

本庄市教育委員会

教育長 茂 木 孝 彦



例 戸

l. 本書は埼玉県本庄市東五十子字北町中 744番地に所在する東五十子北町中遣跡の発掘調査報告書

である。

2. 調査はタツムテクノロジ ー株式会社が計画する工場棟及び管理棟建設にともない、 事前の記録保

存を目的として本庄市教育委員会が実施したものである。
3 . 発掘調査および整理・報告に要した経費は、 タツムテクノロジ ー株式会社の本庄市への委託金で

あり、 平成18 年 度および平成19 年 度東五十子北町中遺跡発掘調査受託事業として実施した。
4. 発掘調査は、 本庄市東五十子北町中遺跡のうち、 652. 6 団を対象として実施した。

5. 発掘調査期間は以下のとおりである。
自 平成18 年 10月 3日

至 平成18 年 12月 15日
6. 発掘調査担当者は、 本庄市教育委員会文化財保護課 太田博之•松本 完・的野善行があたり、

発掘調査には有限会社毛野考古学研究所宮田忠洋が調査員として専従した。
7. 発掘調査に関する発掘基準点測量、 遺構等の測量は有限会社協同測地開発に委託して実施した。

8. 整理調査期間は以下のとおりである。
自 平成18 年 12月 1日

至 平成19 年 11月 15日

9. 整理および報告書刊行にかかる業務は、 有限会社毛野考古学研究所に委託し、 整理および報告書

刊行にかかる業務は宮田忠洋が担当した。

10. 本書の執筆は、 Iを本庄市教育委員会文化財保護課が、 II~Vのうち遺物観察表を有限会社毛野

考古学研究所裔橋清文が担当し、 その他を宮田忠洋が担当した。 また、 石器及び石製品の実測を

有限会社毛野考古学研究所士井道昭が担当し、 Vを宮崎重男氏 に執筆をお願いした。
11. 本書の編集は、 本庄市教育委員会文化財保護課の指導に基づき、 宮田忠洋が担当した。

12. 本書に掲載した出土遺物、 遣構および遣物の実測図ならびに写真、 その他本報告に関連する資料

は本庄市教育委員会において保管している。

13. 発掘調査から整理調査、 報告書の刊行に至るまで、 以下の方々から貴重な御助言、 御摺導、 御協

力を賜りました。 ご芳名を記し感謝申し上げます。 （ 順不同·敬称略）

小川卓也 田村 誠 金子彰男 小林朋恵 櫻井和哉 田中 信 長滝歳康 福田貫之
中沢良 一 外尾常人 丸山 修 瀧瀬芳之 黒澤一男 宮崎重男 増田 修 山口逸弘

小）1[希 鳥羽政之



14. 東五十子北町中遺跡の発掘調査、 整理調査及び報告書刊行にかかる本庄市教育委員会の組織は以

下のとおりである。
• 平成18年度 発掘調査、 整理調査

教 育 長 茂木孝彦
く本庄市教育委員会事務局＞

事 務 局 長 丸山 茂

文化財保護課

課 長 前川由雄

課 長補佐 増田一裕

同 鈴木徳雄
埋蔵文化財係

係 長 鈴木徳雄
太田博之

恋河内昭彦

松沢浩一

松本 完

的野善行

• 平成19年度 整理調査、 報告書刊行

教 育 長 茂木孝彦

く本庄市教育委員会事務局＞

事 務 局 長 丸山 茂

文化財保護課

課 長 儘田英夫

課 長補佐 鈴木徳雄
埋蔵文化財係

係 長 太田博之

恋河内昭彦

大 熊季広

松沢浩一

松本 完

的野善行



凡 例

1. 本書所収の遺跡全測図におけるX·Y座標値は国土標準座標第IX系に基づく。 各遺構図における

方位針は座標北をさす。

2. 本調査における遺構名称は下記の記号で示し、 本書掲載の本文、 挿図、 写真中の遺構名称も同一

の記号を用いた。
SF …方形竪穴状遣構 SD … 溝 SW•••井戸 SK … 土坑 P ・ ・ ・ ピット
SC•••粘土採掘坑

3 . 本書に掲載の遺構図ならびに遺物実測図の縮尺は以下を原則とし、 各挿図中にはスケ ールを付し
てある。

【遺構図】
遺構全測図 ・ ・ ・ 1/500、 1/3 00 SF··· l/60 SD … 1 /200 SW ・ ・ ・ 1/60 SK ・ ・ ・ 1/60
粘土採掘坑配置図 ・ ・・1/500 粘土採掘坑 … 1/40、 80

【遺物実測図】

かわらけ・中世陶磁器・板碑 … 1/ 4、 鉄・銅製品… 1/ 2 

土師器・縄紋土器・石器… 1/ 3 、 士製品… 1/ 2 

4. 遣構断面図の水準数値は海抜を示す。 単位はmである。

5. 遺構図・遺物実測図中のト ー ンを示す内容は以下のとおりである。

a. 遺構断面図中の斜線は基本層序IlI~v層を、 ト ー ンはVI~VIlI層を示す。

b. かわらけ実測図の黒ベタは黒色を呈するター］レ 状煤の付 着範囲を示す。

C . 遺構平面図中のト ー ンは硬化面を示す。
6. 本書中に使用したAs - Aとは、 1783 （ 天明3) 年に降下した浅間山噴出A軽石である。
7. 本調査における遺構の土層断面図及び遣物観察表に示した色調は『新版標準土色帖』 （ 農林水産

省農林水産技術会議事務局） を使用して観察した。

8. 遺構の規模は上端での計測値を原則としている。

9. 溝の軸方位については、 上端の中心線を軸線として計測した。

10. 遺物観察中の単位は、 法量はcm 、 重さはgである。 ［ ］内の数値は推定値を示す。

11. 本書掲載の地形 図は、 国土交通省国土地理院発行1/25, 000「本庄」、 位置図は本庄市都市計画図

1 /2, 500 「19 」 に加筆したものを用いた。
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I 調査に至る経過

平成 18 年 2月 23日 、 タツムテクノロジ ー株式会社取締役社長杉原範之氏 から、 本庄市東五十子字

北町中7 22番地 2 ほか 14, 23 6可の土地に、 工場建物等の建設に伴う開発の計画があり、 この土地に

かかる『埋蔵文化財の取扱いについて』 の協議書が本庄市教育委員会あてに提出された。 本庄市教育

委員会において、 埼玉県教育委員会発行の『本庄市遺跡分布地図』 をもとに、 同地の埋蔵文化財の有

無を調査したところ、 当該計回予定地には、 周知の埋蔵文化財包蔵地の東五十子北町中遺跡 (53- 03 6)、

五十子陣跡 (53- 151) が所在することが判 明した。 とくに、 五十子陣は 15 世紀後半に関東管領山内

上杉房顕が古河公方足利 成氏 との抗争に際し構築した陣として知られ、 文献上の年代が明らかである

とともに、 近年調査が実施された東五十子城跡遺跡、 東五十子赤坂遺跡など 周辺の遺跡においても、

五十子陣関連の遺構·遺物が多 数検出されていることから、 東五十子北町中遺跡においても五十子陣

に関係する遺構の所在は十分に予想されるところであった。

本庄市教育委員会では以上の状況を踏まえ、 事業予定地について平成18 年 3月 23日 から平成 18

年 3月29日 までの間および平成18 年 4月 25日 から平成 18 年5月 2日 までの間に埋蔵文化財の範囲

確認調査を実施した。 その結果、 調査の範囲において、 群集墳を構成すると思われる小型円墳、 井戸・

土墳を中心とする中世の遺構群、 粘土採掘坑の可能性が考えられる不整形 の土坑、 時期不明の溝など

の遺構を確認した。 遺物は形 象埴輪を含的埴輪片のほか、 かわらけ．揺鉢・銅銭など 中世の遺物を多
数検出した。 円墳は調査地点の南方に展開する東五十子古墳群と同一の時期にあたり、 群の北限をな

す古墳と考えられた。 また、 中世の遺物は多 くが 15 世紀後半に編年される資料で、 文献による五十
子陣の年代と符合することから、 調査地点においても五十子陣関連の遺構の所在が確実視された。 さ

らに、 粘土採掘坑跡と思われる不整形の土坑は、 所属年代の詳細は不詳ながら、 遺構に堆積する覆士

の色調から古代以前に遡ると推測され、 かつて付近に存在したとされる赤坂埴輪窯跡との関連が注目

された。

本庄市教育委員会ではこの結果を受け、 平成18 年 4月 5日 付け本教文保発第 5号及び平成18 年5

月 12日 付け本教文保発第 37号で、 タツムテクノロジ ー株式会社取締役社長杉原範之氏 あて『埋蔵文

化財の所在及び取扱いについて』 の回答を送付し、 1． 協議のあった土地については東万十子北町中

遺跡 (53- 03 6)ほかの埋蔵文化財包蔵地が所在することから現状保存が望ましいこと、 2. やむを得ず

現状変更を実施する場合は、 文化財保護法第 93条の規定に基づき、 埼玉県教育委員会あて埋蔵文化

財発掘の届出を提出するとともに、 埼玉県教育委員会の指示に従い、 埋蔵文化財の保存に万全を期す

こと、 3. 埋蔵文化財発掘の届出にあたっては、 当教育委員会と別途協議を行うことの旨を伝達した。

しかし、 その後の協議の結果、 他に適地が得られないことから、 やむをえず工場建物等の基礎部分に

ついて記録保存のため の発掘調査を実施し、 他は盛土保存等で対応することとなった。

現地における記録保存のため の発掘調査は本庄市教育委員会が調査主体となり平成18 年 10月 3日

から平成 18 年12月 15日 までの期間に実施した。
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II 遺跡の環境

1 地理的環境

本庄市が位置する本庄台地は東は利根川に沿う妻沼低地、 北は神流川、 西は児玉丘陵、 南は志戸川

及び山崎山を隔てて櫛引台地に接している。 台地上には西の児玉丘陵に続く残丘状の丘陵である生野

山と大 久保山が並んでいる。 児玉郡上里町から本庄市の北側に面する妻沼低地とは利根川と本庄台地

の崖線で限られ、 自 然堤防が発達している。 台地上では大 小数条の埋没河川による 自 然堤防が微高地

として残ることが遺跡調査の結果から確認され、 台地上においてもわずかにその起伏が見られる。 本

庄台地は洪積世末期の立川期に神流川・ 小山川によって形成された扇状地性台地である。 児王郡神川

町大 字寄島地区を扇頂部として、 扇端部は児玉郡上里町大 字金久保から本庄市鵜森にかけて広がり、

台地上を女堀川・ 小山川の沖積堆積物によって被覆されている。 台地の主体は砂礫層であるが、 粘土
層や粘質ローム層等が複雑に堆積している。 標高は児玉町付 近で 100m、 本庄市街地で 50mを測る。
崖下には泉が多 く、 市街地北端の若泉の泉は市民の憩いの場となっている。

東五十子北町中遺跡は本庄台地の東北端、 小山川と志戸川が合流し両河川の開析する沖積平野に位

置する。 北側は女堀川の浸食による段丘崖を境界として妻沼低地が広がる。 段丘崖の高さは 3~ 7m、
崖線は 8km 前後にわたって東西に連なり、 標高は 48~49 mを測る。 台地上には緩やかな起伏が存在

する畑地帯が続いている。

2 歴史的環境

東五十子北町中遺跡において検 出された遺構は、 古墳時代の粘土採掘坑群と中世の遺構群に大 別さ

れる。 以下では、 本遺跡周辺における同時期の集落遺跡・古墳、 中世遺構について概観する。

本庄市では古墳時代を通して 自 然堤防上や微高地、 台地縁辺部と占地を選びながら集落が営まれて

いる。 中でも、 西富田二本松遣跡は関東地方における初期カマド導入期の住居を検 出したことで知ら

れている。 本遺跡周辺でも薬師堂遺跡 （ 2)、 諏訪新田遺跡 （ 4)、 東五十子赤坂遺跡 （ 9)、 東五十

子城跡遺跡 （11)、 東五十子・ 川原町遺跡 （12) 等において古墳時代の集落跡が確認されている。 三
次にわたる東五十子城跡遺跡の調査では中期を中心とした集落が確認され、 10号住居跡からは多量

の鉄製品とともに砥石、 紡錘車、 王類が出士している (19 61)。 南方の東五十子・ 川原町遺跡におい

ても断続的にではあるが、 5 世紀から 10 世紀の集落跡が営まれている。

本遺跡周辺では中期後葉から古墳群を形成し始め る。 塚合古墳群 （ 6)、 西五十子古墳群 (14)、 東

五十子・ 川原町遺跡はこの時期に形成された古墳群である。 西五十子古墳群では帆立貝形古墳である

2号墳 （ 全長 20 m) や周溝覆土にHr- FA （榛名山ニッ岳渋川テフラ） を含む 13 号墳 （径20m、 円墳）

が見られる。 塚合古墳群ではB種ヨコハケ調整の円筒埴輪を伴う古墳が築造されている。 後期になる

と、 これらの古墳群とともに御堂坂古墳群 （ 5)、 鵜森古墳群 （ 8) といった群集墳が形成される。

本遺跡で大 規模な粘土採掘坑が検 出されたように、 良質な粘土が採掘できるため か、 この地域では

赤坂埴輪窯跡 （10)、 宥勝寺裏埴輪窯跡 (19) といった埴輪窯跡が確認されている。 ただ 、 赤坂埴輪

窯は窯 自 体が未調査であり、 工場建設時に馬形 埴輪や家形 埴輪及び焼土を検 出したのみで詳細は不明

である。 反対に、 宥勝寺裏埴輪窯跡では 5基以上の埴輪窯が良好な状態で確認されたほか、 滑石製臼
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玉が検出されている。

中世、特に 15 世紀後半になると 「五十子陣」 に関係する遺跡が数多 く確認されている。 「五十子陣」

は関東管頷上杉氏の古河公方に対する防禦上の要衝として、 『鎌倉大草紙』 や『松陰私語』のなかで

頻繁に登場する。 康正二年 (1457) から長禄二年 (1458)頃に造営したとされ、足利 成氏 が古河に拠っ

た享徳四年 （1455) から文明十年 (1478) の和睦に至るまで上杉氏の軍事拠点として機能し、 上杉・
古河両軍が激突した最大の戦である 「五十子の戦」 (14 66~1473) や家宰争いによる長尾景 春 の反乱
(14 77) の舞台となった場所である。

五十子陣に関連する遺跡は、 陣の中心である東五十子城跡遺跡や女堀川右岸 の東五十子赤坂遺跡、

西五十子大 塚遺跡 （ 7)、 小山川左岸 の東五十子・ 川原町遺跡、 西五十子台遺跡 (13)、 西五十子古墳

群 （14)、 東本庄遺跡 (15) などのように女堀川と小山川に挟まれた高さ 4mの台地上に、 幅 1. 2 km 、
奥行き3 kmの範囲にわたって存在している。 これらの遺跡に共通しているのは各々大量にかわらけを

検出していることであり、 盛んに饗宴が行われたことを裏付けている。 東本庄遺跡ではかわらけが多

量に破棄された土坑が検出され、 西五十子古墳群では台地直下に堆積する黒色土中から多量の大型か

わらけが出土している。 さらに、 宝筐印塔 の塔身・笠、 五輪塔 や青石塔婆 の破片を使用したカマドを

検出した東五十子城跡遺跡 （195 6、19 61)、方形竪穴状遺構や溝•井戸 を検出した東五十子・川原町遣跡、

板碑や宝筐印塔 の一部を利用して囲いをした円形の遺構を検出した西五十子台遺跡のように、 日 常生

活を連想させる遣構も多 数確認されている。 このことは、 五十子陣が有事において一時的に拠るだけ

のものではなく、 陣内において恒常的な生活空間が営まれていたことを物語る。 また、 小山川と志戸
川が合流して形成された自然堤防上に位置する岡部町六反田遣跡 （21) では箱薬研形の堀や井戸、 土

坑とともに 15 世紀代の古瀬戸 の皿が検出されている。 これは、 五十子陣が上が1、 I 方面へ通ずる鎌倉街

道を守るための要衝として小山川の両岸 を含め た範囲に形成されていることを窺い知る要素となって

□ EIJ DD
山地 凹地 丘陵 台地 低地 河Ill ・ 淵沼

図1 埼玉県の地形
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1. 本町遣跡 2. 薬師堂遺跡 3. 御堂坂遺跡 4. 諏訪新田遺跡 5. 御堂坂古墳群 6. 塚合古墳群

7. 西五十子大塚遺跡 8. 鵜森古墳群 9. 東五十子赤坂遁跡 10. 赤坂埴輪窯跡 11. 東五十子城跡遺跡

12. 東五十子・川原町遣跡 13. 西五十子台遣跡 14. 西五十子古墳群 15. 東本庄遺跡

16. 笠ヶ谷戸遺跡 17. 久下塚違跡 18. 東宮田遺跡 19. 宥勝寺裏埴輪窯跡 20. 前山1 • 2号墳

21. 六反田遺跡 22. 稲荷前遠跡 23. 西浦北遺跡 24. 宮西遺跡 25. 大寄A遺跡 26. 大寄B遣跡

27. 古川端遣跡 28. 川原山遺跡

図2 東五十子北町中遺跡の位置と周辺の遺跡
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m 調査の方法と経過

1 調査の方法

試掘調査の成果等を参考に、 遺構確認面をローム層上面とした。 その直上までは重機を用いて掘削

を行った。 その後の遺構確認と調査は人力によって行った。 調査区周囲は自動車の往来が激しいため 、

安全対策を行った。 現地実測の基準として方眼基準杭と基準点、 水準点を設置し、 各遺構平面図・士

層断面図は手実測により、 縮尺を1/10 ないし1/20 で作成した。 遺構の写真撮影は、 35mmモノクロ、
カラー ネガ、 リバ ー サルの各フィルムとデジタルカメラを使用した。 出士遺物の注記はイ ンクジェッ

ト を使用し、 遺跡の略号は5 3- 03 6 とした。 接合にはセメダイ ンC、 復元にはエポキシ樹脂を使用した。

遺物の写真撮影には 35mmモノクロ、 6 X 7判モノクロの各フィルムを使用した。

2 調査の経過

発掘調査は平成18年 1 0月 3日 から平成18年 12月 15日 にかけて実施した。 東側調査区より作業

を開始し、 11月中旬より西側調査区に移行した。 遺構鯛査終了後、 埋め戻し作業を行い事業者側へ

引き渡しを行った。

整理作業は平成18年 12月 1日 から平成19年 11月15日 にかけて実施し、 平成 20年 3月 31日 付

けで報告書を刊行した。

図3 調査地点(S = 1 : 2, 500)
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IV 調査の成果

1 遺跡の概要

本遺跡は本庄台地北東側の縁辺部に位置 しており、 標高は 48. Om を測る。 本遺跡の北側では女掘川

が、 東側では志戸 川が東流 しており河岸 段丘崖を形 成 している。

検出された遺構は粘土採掘坑 21 韮、 方形竪穴状遣構 2基、 溝 5条、 井戸 1基、 土坑 48 基、 ピット

145 基である。 万十子陣に関連すると思われる遺構が大 部分を占め ている。 本遺跡は ロ ーム層下に窯

業に適 した灰 白 色粘土が幾層も堆積 しており、 これを採掘するための採掘坑が多 数検出されている。

出土遺物はかわらけが中心で青 白 磁、 板碑、 銅・ 鉄製品など が見られる。 粘土採掘坑からは古墳時

代中期の土師器が出土 しており、 所属時期を考えるうえで良好な資料が検出された。 この粘士採掘坑

は本遺跡北西側に位置する赤坂埴輪窯跡との関連性がオ旨摘される。 このほか、 遺構内外 から縄紋土器

や石器、 石室を構成する角 閃石安山岩や埴輪片が検出されている。

2 基本層 序

今回の調査では、 3 地点で土層観察を行った。 図 4は本遺跡における層位柱状図である。 1 層 （ 表土）

は浅間山A軽石 (As-A) を含む褐灰色土層である。 Il a· Il b層は焼土粒を含む暗褐色士層で、 中世

以降の遺構は本層を掘り込んでいる。 m~v層は ロ ーム層で、 上部 ロ ームに対比される。 この層を遺

構確認面と した。 VI~Vlll層は水成粘土と考えられる灰 白 色粘士層で、 粘土採掘坑はこの層の粘士を目

的と している。 また、 SW - 01 壁面でVlll層以下に厚く堆積する砂礫を含む粘土層が観察されている。

東五十子城跡遺跡 （ 図 4右） や本遺跡より南西に位置する西五十子田端屋敷遺跡、 諏訪廻遺跡にお

いても同様に、 ロ ーム層下に水成粘土層の堆積が確認されている。 このことから五十子周辺や小山川

と女堀川に挟まれた地域では ロ ー ム層下に良質な灰 白 色粘士が厚く堆積 しているようである。 本庄台

地 （ 神流川扇状地） では表土下に lm前後の厚さで ロ ーム層が堆積 し、 その下部を本庄台地形成の産

物である砂礫層が厚く被覆するのが基本層序である事を考慮すると、 やや特異であることが窺える。

48.0 

砕石

47.5 

47.0 

46.5 

基本層序 A 地点 基本層序 B 地点 基本層 序 C 地点

］ 褐灰色土
Il a 暗褐色土

Il b 暗褐色土
m 黄橙色粘質土
w 浅黄橙色粘質土

浅 間 山 A軽石 (A s - A) を含む。
浅間 A 山軽石 ( A s - A) を微量に含む。 焼土粒 を 少 量
含む。
焼土粒を少蘊含む。 砂利含む。
ロ ー ム層。 褐鉄鉱 を少量含む。
褐鉄鉱 を少量含む。

図 4

v 浅橙色粘質土
W 灰褐色粘土
vrr 灰褐色粘土
珊 灰 白 色粘土

基本層序

- 6 -

盛土

東五十子城跡遺跡
調査区南端

盛O

匹

47.0 

46.5 

（東五十子城跡遺跡2004を も と に加筆 ・ 修正）

褐鉄鉱 を少量含む。 やや砂質。
し ま り ・ 粘性強い。 褐鉄鉱 を微量に含む。
し ま り ・ 粘性 と も に非常に強い。 褐鉄鉱 を少量含む。
し ま り ・ 粘性 と も に非常に強い。 褐鉄鉱 を大量に含む。
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3 検 出 さ れ た 遺構 と 遺物

( 1 ) 粘 土 採掘坑

今 回の調査における最大の規模の遺構が粘土採掘坑である。 1 • 2区を合わせて 21 基確認された。

検出された各粘土採掘坑には個別に遣構番号が付けられているが、 実際には同一の採掘坑として捉え

ら れるものもある。 そのため 1基の粘土採掘坑として厳密に捉えることは困難であっ た。 個別の採掘

坑については後述し、 ここではその概要を記述する。

採掘坑は基本層序で示したVI~VlII層の灰 白 色粘土の採取を目的として掘削 されている。 特に良質で

\
A- o:i I 

ヽ、
ヽ
ヽ
ヽ

A 47.6 A' 

SC - 01 土層説明
I 褐灰色土
11 暗褐色土
1 暗褐色土 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 ~ lOO llllll) 、 ロ ー ム粒を 多量に含む。

褐鉄鉱 を少量含訂。
ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 100 llllll) を 多量に含む。 灰 白 色粘土
粒 （径 1 mm) 少量含む。
ロ ー ム粒、 黒色粒子 （径 1 ~ 3 mm) を 多 く 含的。 にぶい
黄橙色粘土ブ ロ ッ ク （径 50 mm) を含む。
ロ ー ム粒を多量に含む。 灰 白 色粘土粒を 多 く 含む。 黒色
粒 （径 1 ~ 3 mm) を少量含む。

5 褐色土 ロ ー ム粒、 赤色粒子 （径 0. 2 ~ 0. 3 mm) を多 く 含む。
6 灰 白 色粘土 灰 白 色粘土 と 黄橙色粘土の 混合層。
7 黒褐色土 ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土粒 を 多 く 含む。 灰 白 色粘土ブ ロ ッ

ク （径 10 mm) を少呈含む。 赤色粒子 （径 2 ~ 3 mm) を 17 黒褐色土
微贔に含む。

8 黒色土 ロ ー ム粒、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 mm) を少量含む。
9 にぶい黄褐色土 ロ ー ム粒 を微量含む。 黒色土ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を 少

量含む。
ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 ]0 IIllll) を 少 量含む。 赤 20 黒褐色土
色粒子 （径 2 ~ 3 皿） を微量に含む。

1 1 黄橙色粘土 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 rnm) を微輩に含む
12 暗褐色 土 ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 50 mm) を少星含む。
13 灰 白 色粘土 にぶい黄橙色粘土プ ロ ッ ク （径 10 mm) を多量に含む。
14 にぶい黄褐色土 ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 10 ~ 100 mm) を 多

最に含む。
灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 100 llllll入 黄橙色粘土プ ロ ッ ク （径 24 灰 白 色粘土

25 明 黄褐色土

図 9 SC - 0 1  

2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 暗褐色土

10 黒色土

15 暗褐色土
50 mm) を多量に含む。

B 46.6 B' 

1 8  
20 

1 m  
:::! 1  : 40 

灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 mm) と 黒褐色土が混 じ る 。 ロ ー

ム粒を微量に含む。
ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 mm) 、 灰 白 色粘 土 プ ロ ッ ク （径
100 mm) を少呈含む。

18 灰 白 色粘土 灰 白 色粘土 と 黄橙色粘土の混合層。
19 にぶい黄褐色土 ロ ー ム 粒、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 50 ~ lOO llllil) を 多

16 暗褐色土

量に含む。
ロ ー ム粒、 黒色土 を多鼠に含む。 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径
10 mm) を少最含む。
ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 100 mm) を 多量に含む。 ロ ー ム 粒、
灰 白 色粘土拉 （径 l IIllil) 少呈含む。

22 にぶい黄褐色土 ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 lO IIllil) を 多量に含む。
23 暗褐色土 ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 100 mm) を 多蘊に含む。

褐鉄鉱 を少量含む。
にぶい黄橙色粘土、 黒色土を少量含む。
灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 100 麟） を多量に含む。

21 暗褐色土

- 1 1  -



あるVI • VII層の灰 白 色粘土を採掘しており、 壁際では扶り取るように掘削を行っている。 この扶り取

る作業の連続による弧状の掘削跡の様子は、 SC - 03 やSC - 06の壁際でよく確認できる。 この弧状の
掘削跡は人間一人が掘削する範囲を示している。

本遺跡の粘士採掘坑は竪坑を基本とし、 壁面の灰 白 色粘土の挟り取りを繰り返すことによって拡 張

している。 そのため 、 ほとんどの採掘坑が不整形である。 採掘坑内では徐々に掘り下げて拡張してい
くものも見られ、 SC - 01 やSC - 06 のような帯状の掘削跡がそれを示している。 覆土はSC - 02 では

自 然堆積が認め られるものの、 ほとんど が人為的な埋士であり、 掘削が終了した部分は埋め戻される。

採掘坑の分布をみると、 1 区中央から 2 区にかけて集中している。 1 区中央から東側では全く確認
できない事から 、 東限は1区中央であり西方に向かって広がってい る といえる。 また、 各採掘坑の位

置に規則性はないが、 西方に行くに従い密になる傾 向にある。 これは、 基本層序から 読み取れるよう

に 2区に向かって良質の灰 白 色粘土の堆積が厚くなるためであろう。

遺物はSC - 20 底面付 近で検出された土師器甕の 口 縁部片と丸底底部のみである。 粘土採掘坑の所

属時期はこの出士遣物と重複関係にある中世遣構から判 断して、 古墳時代の所産とした。

SC - 01 （ 図 9 、 表 12 ／写真 図 版 6 )

位置 ： 1 区北側に位置する。 SC - 02 とSC - 03 の間に掘削される。
形状 ： 平面形 は不明。 開 口 部の最大 幅 5. 05 m、 底面部の最大 幅 4. 9 0 m 、 残存深 度 1. 00 mを測る。

構造 ： 西壁と東壁はオーバ ーハ ン グして立ち上がる。 底面には細かい起伏が見られ、 中央部には南

北方向の灰 白 色粘土層の稜が見られる。 本採掘坑は最低 2 回の掘削作業が行われていたものと考えら

れる。 まず、 最初に南側において灰 白 色粘土を採掘した後、 今 度は北側をさらに深く掘削作業を行っ

たと考えられる。 土層断面においても南側の覆土上層に北側で掘り込まれた土砂が堆積している。 こ

のことから本採掘坑が南側より掘り込まれていると推測できる。

遺物 ： かわらけ片と士師器甕胴部片が数点出土している。

所属時期 ： 古墳時代と考えられる。

SC - 02 （ 図 10、 表 12 )

位 置 ： 1 区北側に位置する。 SC - 01 の東側で掘削 される。 本調査 区における最東端で確認された

粘土採掘坑である。

形状 ： 平面形 は不明。 北壁と南壁は収飲する様相を見せていることから 楕円形 を呈する可能性があ
る。 開 口 部の最大 幅 2. 20 m、 底面部の最大 幅 2. 45 m、 残存深 度 1. 14 mを測る。

構造 ： 西壁、 東壁ともにオーバ ーハ ングして立ち上がる。 底面には細かい起伏が見られる。 上層は

黒褐色土の 自 然堆積で、 下層は人為的な埋め戻しの痕跡が見られる。

遺物 ： 覆土上層で縄紋土器と高坪脚部、 中世の遺物が検出されたが、 これは重複する遺構からの流

れ込みと思われる。

所属 時期 ： 古墳時代と考えられる。
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SC - 02 土層説明
I 褐灰色土
1 灰褐色土

2 灰 白 色粘 土

3 灰褐色土

4 灰褐色土
5 暗褐色土

6 暗褐色土

7 灰褐色土

8 暗褐色 土

9 暗褐色 土

10 赤褐色土

1 1 灰掲色土

12 暗褐色 土

13 明褐色土

灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 20 ~ 30 JI11J1） を含む。 小礫 （径
50 ~ 100mm) を多量に含む。
灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 JIIID) を大量に含む口 灰褐
色土が混 じ る 。 小礫 （径 10 mm) を少呈含む。
ロ ー ム粒、 黒色粒子、 赤色粒子 （径 2 ~ 3 mm) 、 炭化
物 （径 10 mm) を少量含む。 砂質味あ り 。
ロ ー ム粒、 白 色パ ミ ス を微量に含む。
ロ ー ム粒 を 多量に含む。 赤色粒子 （径 2 ~ 3 mm) を
微量に含む。
ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 20 mm) を 多量に含む。 黒色粒子
（径 l ~ 3 mm) 、 赤色粒子 （径 2 ~ 3 JIIIJ1) を微量に含む。
白 色パ ミ ス を少量含む。 赤色粒子 （径 2 ~ 3 mm) を
微量に含む。 砂質味あ り 。
ロ ー ム粒、 赤色拉子 （径 2 ~ 3 mm) 、 小礫 （径 20 mm) 
を微量に含む。 灰 白 色粘土粒 （径 8 mm） を少輩含む。
ロ ー ム 粒 を 多量に含む。 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 50 JIIID)
を含む。 黒色粒子 （径 1 ~ 3 mm) を微量に含む。
ロ ー ム 粒 を 少 量含む。 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 mm) 、
炭化物 （10 mm) を微量に含む。
ロ ー ム 粒 を 多量に含む。 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 50 mm) 
を含む。 白 色パ ミ ス を微量に含む□ 黒色粒子 （径 1
~ 3 mm) 、 炭化物 （径 10 mm) を少量含む。
ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 50 mm) を 多量に含む。
灰 白 色粘土粒 （径 5 mm） 、 黒色粒子 （径 1 ~ 3 mm) を
少醤含む。
ロ ー ム粒、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 lillil) を 多量に含む。

14 暗褐色土

15 暗褐色土

16 黒褐色土
17 黄橙色粘質土
18 黒褐色土

19 暗褐色土

灰 白 色粘土粒 （径 5 mm) を微量に含む。
ロ ー ム 粒 を 多 量 に 含 む。 灰 白 色粘 土 プ ロ ッ ク （径
50mm) を微量に含む。
ロ ー ム粒を多量に含む。 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 30 mm) 、
赤色粒子 （径 1 rum) を含む。
ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を多鼠に含む。
ロ ー ム粒を多量に含む。
ロ ー ム絃 を 多量に含む。 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 50
~ 100mm) を少量含む。
ロ ー ム粒を多量に含む。 灰 白 色粘土粒 （径 5 mm) 、 黒
色粒子 （径 1 ~ 3 皿l) 、 赤色粒子 （径 2 ~ 3 皿） を微
量に含む。

20 にぶい黄褐色土 ロ ー ム粒 を 多量に含む。 灰 白 色粘土粒 （径 8 Illlll） を
微量に含む。

21 にぶい黄褐色粘質土 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 10 rnn1) を少最含む。
22 褐色粘質土 灰 白 色粘土混 じ り の黒色土プ ロ ッ ク （径 100mm) を

多量に含む。
23 褐色土 と 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク

図 1 0 SC - 02 
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SC - 03 （ 図 11、 表 12 ／写真 図 版 6 )

位置 ： 1区北側に位置する。 SC - 01 の西側で掘削 される。 SK - 06 と重複 し、 本遺構が 旧 い。

形状 ： 平面形 は不明。 開 口 部の最大 幅 11. 40 m、 底面部の最大 幅 11. 40 m、 残存深 度 0. 88 mを測る。

構造 ： 検出できた壁而はオ ーバ ーハ ン グ して立ち上がる。 底面には細かい起伏が見ら れ、 部分的に

灰 白 色粘土層の稜が見ら れる。 北壁では灰 白 色粘土を掘削 した弧状の掘り込み跡が見ら れた。 またそ

の痕跡から、 南側から北東方向へ掘り進 めたものと推測される。

遺物 ： 士師器甕片が数点出土 している。

所 属 時 期 ： 古墳時代と考えら れる。

SC - 04 （ 図 13、 表 12)

位置 ： 1区西側に位置する。 SC - 08 の北側で掘削 される。

形状 ： 平面形 は不明。 開 口 部の最大 幅 2. 15 m、 底面部の最大 幅 2. 00 m、 残存深 度 0. 92 mを測る。
構造 ： 南壁は傾斜をもって立 ち あがるが、 北壁及び西壁はオーバ ーハ ン グ しながら 立ち上がる。 底

面部には細かい起伏が見られ、 北壁の底面では掘り込みのた めか周囲より若干低くなる。

遺物 ： 検出されなかった。

所属時期 ： 古墳時代と考えら れる。

SC - 05 （ 図 12、 表 12 ／写真 図 版 7 )

位置 ： 1区南側に位置する。 SC - 06 の西側で掘削 される。

形状 ： 平面形は不明。 開 口 部の最大 幅 7. 21 m、 底面郎の最大 幅 9. 00 m、 残存深 度 0. 9 6  mを測る。

構造 ： 東壁及び西壁はオ ーバ ーハ ン グ しながら立ち上がる。 底面部に細かい起伏が見ら れ、 径0. 7 

m程の土坑状の掘り込みや、 灰 白 色粘土層の稜が見ら れる。 壁際の掘削部分では弧状の掘削跡が連続

して確認され、 底面は周囲より若干深く掘り込まれている。

遺物 ： 検出されなかった。

所属 時 期 ： 古墳時代と考えら れる。

SC - 06 （ 図 12、 表 12 ／写真 図 版 7 )

位置 ： 1区南側に位置する。 SC - 05 の東側で掘削 される。

形状 ： 平面形は不明。 開 口 部の最大 幅 4. 68 m、 底面部の最大 幅 5. 40 m、 残存深 度 0. 9 6  mを測る。
構造 ： 東壁及び西壁、 南壁では弧状の掘削跡が連続 し、 オーバ ーハ ン グ しながら立ち上がる。 底面

部には細かい起伏が見ら れる。 また、 西側では南方向に向かって帯状の掘削跡が若干の高低差をもっ

て段状に連続 し、 壁際の孤状の掘削跡に至る。 北側の方が南側より深く掘り込まれている。 これらの

事から、 本採掘坑は北から南の方向に掘削を行っていたと考えら れる。 この帯状の掘削跡は、 弧状の

掘削が進んだ 状態であると推測される。

遺物 ： 検出されなかった。

所属 時期 ： 古墳時代と考えら れる。

- 1 4  -
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SC - 08 （ 図 13、 表 12 )

位置 ： 1区西側に位置する。 SC - 04 の南側、 SC - 07 の北側で掘削 される。 SD - 01 と重複し、 本遺

構が 旧 い。
形状 ： 平面形 は不明。 開口部の最大 幅 7. 80 m、 底面部の最大 幅 7. 88 m、 残存深 度 0. 77 mを測る。

構造 ： 北壁及び南壁では弧状の採掘跡が連続し、 オ ーバ ーハ ン グして立ち上がる。 中央やや北側に

ある灰 白 色粘士層の高まりでも弧状の採掘跡が見られる。 底面部には細かい起伏が見られる。

遺物 ： 検出されなかっ た。

所属時期 ： 古墳時代と考えられる。

SC - 09 （ 図 14、 表 12 )

位置 ： 2区北東側に位置する。 SK - 25 、 SK - 48 と重複し、 本遺構が 旧 い。

形状 ： 平面形 は不明 。 開口部の最大 幅 6. 3 6 m、 底面部の最大 幅 6. 40 m、 残存深 度 0. 53 mを測る。
構造 ： 各壁面は弧状の掘削跡が連続し、 オ ーバ ーハ ン グしながら 立ち上がる。 底面部には細かい起

伏が見られ、 部分的に灰 白 色粘土層の稜が確認できる。 人為的な埋め戻しが見られ、 南から北東方 向

へ向かっ て掘り進んでいるものと考えられる。

遺物 ： 検出されなかっ た。

所属時期 ： 古墳時代と考えられる。

SC - 10 （ 図 15、 表 12 ／写 真 図 版 7 )

位置 ： 2区南東側に位置する。 SC - 20 の北側に隣接して掘削 される。

形状 ： 平面形 は不明。 開口部の最大 幅 13. 8 6 m、 底面部の最大 幅 13. 5 6 m、 残存深 度 0. 78 mを測
る。

構造 ： 北壁及び南壁は弧状の掘削跡が連続し、 オーバ ーハ ン グしながら 立ち上がる。 底面部には細

かい起伏が見られ、 部分的に灰 白 色粘土層の稜が確認できる。 南側はSC - 20 と隣接しており、 同一

の可能性も考えられる。

遺物 ： 検出されなかっ た。

所属時期 ．． 古墳時代と考えられる。

SC - 11 （ 図 16、 表 12 ／ 写 真 図 版 8 )

位置 ： 1区南側に位置する。 SC - 06 の東側で掘削 される。 SK - 24 と重複し、 本遺構が 旧 い。

形状 ： 平面形 は不明。 開口部の最大 幅 6. 40 m、 底面部の最大 幅 6. 20 m、 残存深 度 1. 03 mを測る。
構造 ： 東壁は弧状の掘削跡が見られ、 オ ーバ ーハ ン グしながら 立ち上が る 。 北側はオ ーバ ーハ ン グ

せず急な傾斜を 持ちながら 立ち上がる。 東側の底面部は 2段になっ ており、 高低差 0. 5 mを測る。 上

下段の壁際とも弧状の掘削跡が見られ、 オ ーバ ーハ ン グする。 底面は細かい起伏が見られるが、 ほ ぼ

平坦である。 下段の壁際は周囲より若干低く掘り下げられている。

遺物 ： 土師器甕片が数点出土している。

所属時期 ： 古墳時代と考えられる。
- 1 6  -
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SC - 05 土層説明
1 にぶい黄褐色土
2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 にぶい黄褐色土
5 にぶい黄褐色土

7 黒色土

8 黄橙色土
9 暗褐色土

10 黒褐色土

1 1 暗黄褐色土

12 にぶい黄褐色土
13 にぶい黄褐色土

灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 10 llllll) を少醤含む。
ロ ー ム 粒 を 多 量 に含む。 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 llllll) を
少量含む。
ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 50 ~ 100 llilil） を多葦に含む。
灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を少量含む。
灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 !O llllll) を少量含む。
暗褐色 土 が 斑 状 に 混 じ る 。 灰 白 色粘 土 プ ロ ッ ク （径 10
~ 100 皿1) を含む。

6 にぶい黄褐色土 ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 50 ~ 100 mm) 、 灰 白 色粘
土 ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を 多量に含む。 褐鉄鉱 を少量含む。
ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 30 llilil) 、 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 30
mm) を少量含む。 砂質。
灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 lO llllil） 、 暗褐色土を少量含む。
ロ ー ム粒を多量に含訂ロ ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 1o llilil） 、 黒
色土を少量含む。 やや砂質。
ロ ー ム粒を少贔含む。 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 50 ~ 100 mm) 
含む。 砂質。
ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 50 Illlll） 、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 50
皿1) を少量含む。
ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を少最含む。
ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 30 皿） 、 灰 白 色粘土 ブ ロ ッ ク （径 30
皿） を少量含む。

ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 5o llllil） 、 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径
10 皿1) を多贔に含む。
ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 mm) 、 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径
10 mm) を含む。
ロ ー ム粒含む。 赤色粒子 （径 2 ~ 3 llllil） を微最に含む。
灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 50 II1111) を含む。
ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 lO IIIIII) を少量含む。
ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 50 mm) 、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 50
mm) を少量含む。

20 黄橙色土 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 1O IIllil） 、 暗褐色土を少輩含む。
21 にぶい黄褐色土 非 常 に や わ ら か い。 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 lO IIIIII） を

少量含む。
22 にぶい黄褐色士 ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 1O IIllil） 、 黒色士 を 多

量に含む。
23 にぶい黄褐色土 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 lo llllil） を 多 鼠 に 含 む。 褐鉄鉱

を少量含む。
ロ ー ム粒を多最に含む。 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 mnl) 、 黒
色土を少量含む口 やや砂質。

25 にぶい黄褐色土 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 IIllll) を含む。 黒色土を微籠
に含むロ

27 褐色土 と 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク
28 黄橙色土 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 mm) 、 黒色土、 黄褐色土を含む。

やや砂質。

14 黒褐色土

15 黄橙色土

16 黒色土
17 黄橙色土
18 暗褐色土
19 暗黄褐色土

24 暗褐色土

29 にぶい黄褐色土 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 mnl ） を含む。 黒色土を微量
に含む。

30 にぶい黄褐色土 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 1O IIllll） を 多量に含む。
31 褐色土 と 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク

SC - 06 土層説明
1 暗褐色土 ロ ー ム粒を多量に含む。 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 30 ~ 50 mm)

を少量含む。
灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 20 mm) を少贔含む。
灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 ~ !OO iilIII) を含む。
灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 50 mm) を少巌含む。
ロ ー ム粒を 多彙に含む。 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 50 mm) 
を少量含む。
ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 50 mm) を含む。 褐鉄鉱 を少量含む。
灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 10 ~ 30 mm) を少量含む。
ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 mm) 、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 80
~ 100 iilIII) を少最含む。

9 にぶい黄褐色土 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 80 mm) を含む。
10 褐色土 と 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク
1 1 明褐色土 と 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク
12 褐色土 と 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク

2
3
4
5

 
6
7
8
 

黄橙色土
にぶい黄褐色土
黄橙色土
暗褐色土

にぶい黄褐色土
暗黄褐色土
暗褐色土



SC - 1 2 （ 図 1 7 • 20、 表 1 • 1 2 ／写真 図 版 1 6 )

位 置 ： 2区西側に位置する。 SC - 1 6 の南側、 SC - 11 の北側で掘削 される。

形 状 ： 開 口 部の最大 幅 13. 60 m、 底面部の最大 幅 14. 00 m、 残存深 度 0. 9 0 mを測る。 東側に隣接

するSC - 18 の壁面と本採掘坑の壁面が同一 円 周上にある事から 両者は同一の遣構の可能性がある。

その場合、 円 形 もしくは楕 円 形 を呈すると思われる。

構造 ： 北壁及び南壁は弧状の掘削跡が連続し、 オーバ ーハ ン グしながら立ち上がる。 底面には細か

い起伏が見られる。 確認された粘土採掘坑の中で最大 規模である。

遺物 ： 土師器甕片が出土している。 1はかわらけであるが、 後世の流れ込みと考えられる。

所属時期 ： 古墳時代と考えられる。

SC - 1 3 （ 図 14、 表 1 2 )

位置 ： 2区中央やや北西側に位置する。 SC - 14 の西側で掘削 される。

形状 ： 2 X 2mの範囲のため 、 平面形及び最大 幅は不明。 残存深 度 0. 9 6 mを測る。

構造 ： 立ち上がりは不明。 底面には細かい起伏が見られる。 部分的に土坑状の落ち込みや灰 白 色粘

土層の稜が見られるが、 帯状の掘削跡は見られなかった。 この東西方向に走る稜を境に覆土の違いが

見られる。 北側に堆積する黒褐色土を中心とした覆土が、 南側に堆積する灰 白 色粘土ブロッ ク を含む

にぶい黄褐色土を主体とした覆土の上層に見られることから、 本採掘坑は北側に向かって掘り進んだ

ものと推測される。

遺物 ： 検出されなかった。

所属時期 ： 古墳時代と考えられる。

SC - 1 4 （ 図 1 4、 表 1 2 )

位置 ： 2区中央に位置する。 SC - 13 の東側、 SC - 15 の南側で掘削 される。

形状 ： 2 X 2mの範囲のため 、 平面形及び最大 幅は不明。 残存深 度 0. 9 0 mを測る。

構造 ： 立ち上がりは不明。 底面には細かい起伏が見ら れ、 部分的に灰 白 色粘土層の稜が見られる。

弧状の掘削跡が連続して見られており、 狭い範囲ではあるが帯状の掘削跡も見られる。
遺物 ： 検出されなかった。

所属時期 ： 古墳時代と考えられる。

SC - 1 5 （ 図 1 4、 表 1 2)

位置 ： 2区中央やや北東側に位置する。 SC - 14 の北側で掘削 される。

形状 ： 2 X 2mの範囲のため 、 平面形及び最大 幅は不明。 残存深 度 0. 9 6  mを測る。

構造 ： 西壁に弧状の掘削跡が連続し、 オ ーバ ーハ ングしながら立 ち上がる。 底面には細かい起伏が

見られる。

遺物 ： 検出されなかった。

所属時期 ： 古墳時代と考えられる。

- 1 8  -
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SC - 07 土層説明
1 暗褐色土 ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 llllil） 、 灰 白 色粘土粒 を

多量に含む。 黒色粒子 （径 1 ~ 3 lll1Il) を微星に含む。
2 明黄褐色土 ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土粒 を 多量に含む。 ロ ー ム ブ ロ ッ ク

（径 100 mm) を少最含む。 褐鉄鉱 を微量に含む。
3 暗褐色土 ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 30 llllil) を 多量に含

む。 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 20 mm) 、 黒色粒子 （径
l ~ 3 lll1Il） 、 褐鉄鉱 を少量含む。

4 黄橙色土 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 20 mm) 、 褐鉄鉱 を少黛含む。
5 暗褐色土 ロ ー ム 粒、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 20 llllil) を少量

含む。

6 暗褐色土 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 lO IIlill) 、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10
~ 50 DlJII) を少量含む。

7 明 黄褐色土 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 ~ loo llllll） 、 灰 白 色粘土粒 を
多量に含む。 黒色粒子 （径 1 ~ 3 llllll) を少量含む。

8 にぶい黄褐色土 ロ ー ム 粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 30 mm) 、 灰 白 色粘
土 プ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 mm) を多量に含む。 褐鉄鉱 を微
量に含む。

9 にぶい黄褐色土 ロ ー ム 粒、 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 DlJll) 、 灰 白
色粘土粒を多葦に含む。

10 褐色土 と 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク

SC-08 SC-04 

ぷ

SC - 08 土層説明
1 にぶい黄褐色土 ロ ー ム粒を多量に含む。 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 mm)

を少量含む。
2 暗褐色土 ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 20 mm) を少量

含む。
3 にぶい黄褐色土 ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 20 mm) を 多量

に含む。 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 30 mm) を少最含む。
4 にぶい黄褐色土 ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 30 mm) を少量含む。

にぶい黄褐色粘土プ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 mm) を含む。
5 にぶい黄褐色土 ロ ー ム粒、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 50 mm) 灰 白 色粘土ブ ロ ッ

ク （径 50 ~ 100 瓢） 、 黒色粒子 （径 1 ~ 3 mm) を多量に含む。
6 黄橙色土 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 20 mn1) を少量含む。
7 にぶい黄褐色土 にぶい黄褐色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 mm) を多量に含む。

黒色粒子 （径 1 ~ 3 皿I) 、 褐鉄鉱 を少量含む。
8 灰 白 色粘質土 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 50 ~ 100 mm) を多量に含む。
9 にぶい黄褐色土 ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 30 IllilJ) を少饂含む。

にぶい黄褐色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 mm) を含む。
10 灰 白 色粘質土 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 10 ~ 20 mm) を多量に含む口 褐

鉄鉱 を少量含む。
1 1 明黄褐色土 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 10 ~ 20 皿） を 多量に含む。 褐

鉄鉱 を少量含む。
12 賠褐色土 ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 30 mm) を少量含む。
13 暗褐色土 ロ ー ム釆立、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 ~ 30 mm) を少量含む。

灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 10 ~ 20 llllll) を含む。
14 暗褐色土 ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土粒を多量に含む。 にぶい黄褐色粘

土 ブ ロ ッ ク （径 100 mm) を少量含む。 黒色粒子 （径 1 ~
3 mm) 、 褐鉄鉱 を微量に含む。

15 にぶい黄褐色上 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 mm) 、 褐鉄鉱 を少量含む。
16 褐色土 と 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク
17 暗掲色 土 と 黄橙色粘土ブ ロ ッ ク
18 褐色土 と 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク

゜ 5m 
1 : 80 

SC - 04 土層説明
I 褐灰色土
1 にぶい黄褐色土 ロ ー ム粒、 黒色粒子 （径 1 ~ 3 mm) を 多量に含む。 ロ ー

ム プ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 mm) 、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径
10 mm） 、 赤色粒子 （径 2 ~ 3 mm） を少量含む。

2 にぶい黄褐色土 ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土ブロ ッ ク （径 10 mm) を多量に含む。
黒色粒子 （径 1 ~ 3 mm) を少鼠含む。 褐鉄鉱 を含むロ

3 にぶい黄褐色土 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 mm) 、 赤色粒子 （径 2 ~ 3 mm)
を 多量に含む。 褐鉄鉱 を含む。

4 黄橙色土 と 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク
ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 50 mm) 、 黒色粒子 （径
1 ~ 3 mm) 、 褐鉄鉱 を多量に含む。

5 暗褐色土 ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 mm) 、 灰 白 色粘士
粒 を多量に含む。

6 にぶい黄褐色土 ロ ー ム粒を多量に含む。 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 10 mm) 、
黒色粒子 （径 1 ~ 3 mm) 、 褐鉄鉱 を少星含む。

7 暗褐色土 ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を少蘊含む。
8 明 黄褐色土 と 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク
9 褐色土 と 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク

図 1 3 SC - 04 • 07 • 08 
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SC - 16 （ 図 18、 表 12 )

位置 ： 2区南側に位置する。 SC - 06 の東側、 SC - 12 の北側、 SC - 17 の南側で掘削 さ れる。
形 状 ： 平面形 は不明。 開口部の最大 幅5. 29 m、 底面部の最大 幅 4. 73 m、 残存深 度 l. 05 mを測る。
構造 ： 北壁及び南壁 は 弧状の掘削跡が連続し、 オーバ ーハ ン グしながら 立ち上がる。 底面には細か

い起伏が見られ、 部分的に灰 白 色粘土層の稜が見られる。

遺物 ： 検出 さ れなかった。

所 属 時 期 ： 古墳時代と考えられる。

SC - 17 （ 図 18、 表 12 )

位置 ： 2区北西側に位置する。 SC - 1 6の北側、 SC - 21 の西側で掘削 さ れる。

形 状 ： 平面形 は不明。 開口部の最大 幅5. 40 m、 底面部の最大 幅 4. 15 m、 残存深 度 l. 15 mを測る。

構造 ： 東壁及び西壁 は 弧状の掘削跡が連続し、 オーバ ーハ ン グしながら 立ち上がる。 底面部には 細

かい起伏が見ら れ、 壁際は周辺 に 比 べ若干深く掘り込まれている。 北壁と南西部の弧状の掘削跡には

若干の高低差が見られる。

遺 物 ： 検出 さ れなかった。

所 属 時 期 ： 古墳時代と考えられる。

SC - 18 （ 図 17、 表 12 )

位 置 ： 2 区中央に位置する。 SC - 12 の東側で掘削 さ れる。

形 状 ： 平面形及び最大 幅は不明である。 残存深 度 1. 11 mを測る。 単独の粘士採掘坑で はなく、 SC

- 12 と同一円周上に位置する事から、 SC - 12 と同一の可能性がある。
構造 ： 東壁のみ検出 さ れ、 ほぼ垂直に立ちあがる。 底面は平坦である。

遺 物 ： 検出 さ れなかった。

所属 時期 ： 古墳時代と考えられる。

SC - 19 （ 図 16、 表 12 )

位 置 ： 2区南側に位置する。 SC - 11 の東側、 SC - 20の西側で掘削 さ れる。

形状 ： 平面形 は不明。 開口部の最大 幅 3. 40 m、 底面部の最大 幅 3. 48 m、 残存深 度 0. 9 6  mを測る。
構造 ： 北壁及び西壁、 東壁 は弧状の掘削跡が見られ、 オ ーバ ーハ ングしながら立ち上がる。 底面部

は細かい起伏が見られる。 東壁の底面は 周囲より若干低く掘り込まれている。

遺物 ： 検出 さ れなかった。

時期 ： 中世土 器と縄紋土 器が数点出土している。

所属 時期 ： 古墳時代と考えられる。

SC - 20 （ 図 17 • 18、 表 1 • 12 ／写 真 図 版 8 • 1 6 )  

位置 ： 2区南東側に位置する。 SC - 10の南側、 SC - 19 の東側で掘削 さ れる。
形 状 ： 平面形 は不明である。 開口部の最大 幅 8. 18 m、 底面部の最大 幅 8. 02 m、 残存深 度 0. 82 m 
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SC - 09 土層説明
I 褐灰色土
1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 暗褐色土

5
6
7

 

暗褐色土
にぶい黄褐色土
黒色土

8 暗褐色土
9 にぶい黄褐色土

焼土プ ロ ッ ク （径 20 mm) を多量に含む。 炭化物 （径 20 m)
を少鼠含む。 やや砂質。
焼土ブ ロ ッ ク （径 20 mm) を多量に含む。 炭化物 （径 20 皿）
を少醤含むロ

ロ ー ム 粒、 焼土粒、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 30 m) を
多量に含む。
焼土プ ロ ッ ク （径 20 mm) を多呈に含む□ 炭化物 （径 20 皿）
を少饂含む。 やや砂質。
ロ ー ム粒を多量に含む。
灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 30 mm) を 多量に含む。
ロ ー ム拉、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 lO IIllll） 、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ
ク （径 30 mm) を少量含む。
ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 ~ 20 mm) を含む。
灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 80 IIllll) を含むロ
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SC - 1 3  土層説明
I 褐灰色土
1 暗褐色土
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2 暗褐色士

3
4
5
6
7
8
 
SC - 1 4  土層説明
I 褐灰色土
1 暗褐色士 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を 少 量含む。 焼土、 炭化物

を微量に含む。
ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 mm) 、 灰 白 色粒 （径 1 mm) を少量含む。
ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 mm) を少量含む。
ロ ー ム 粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （ 径 10 mm) を 多 量 に 含 む。
灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 10 mm) 、 赤色粒子 ( 5 ~ 10 mm) 
を少最含むロ

ロ ー ム粒、 焼土プ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 mm) 、 炭化物 （径 10 mm) 
を 多量に含む。
灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 50 ~ 100 mm) を多量に含む。
ロ ー ム粒、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 mm) を少量含む。
灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を 多量に含む。 褐鉄鉱
を含む。
ロ ー ム 拉 を 多量 に含む。 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を
灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 100mm) を含む。

10 暗褐色土 と 黄橙色粘土プ ロ ッ ク
1 1 褐色土 と 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク

2
3
4
 

5 暗褐色土

6
7
8
 

ロ ー ム 粒、 焼土ブ ロ ッ ク （径 1 0 ~ 50 Illlll） 、 炭化物 を 多
量に含むロ

ロ ー ム 粒、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （ 径 10 mm) を 多 贔 に 含 む。
灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 20 mm) を少量含む。

褐色土 と 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク
黒色土 ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 1run) を少量含む。
淡黄褐色土 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 10 ~ 20 rum入 褐鉄鉱 を少量含む。
暗褐色土 ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 100 mm) を多量に含む。
暗褐色土 と 黄橙色粘土プ ロ ッ ク
褐色土 と 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク

暗褐色土
暗褐色土
暗褐色土

暗褐色士
黒色土
淡黄 白 色粘土

，

 

暗褐色土

SC - 15 土層説明
I 褐灰色土
1 暗褐色土
2 暗褐色土
3 にぶい黄褐色土
4 にぶい黄褐色土

ロ ー ム粒を多饂に含む。
ロ ー ム粒、 焼土粒を多量に含む。
灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 lillll) を多量に含む。
灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 20 lillll） 、 ロ ー ム 粒、 褐鉄
鉱 を 多量に含む。

5 にぶい黄褐色土 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 20 m) を少量含む。

゜ 5 m  

1 : 80 

図 1 4 SC - 09 • 1 3 ~ 1 5  
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SC - 1 0  土層説明
1 暗褐色土 ロ ー ム粒、 焼土、 炭化物 （径 10 ~ 20 mm) を少益含む。
2 暗褐色土 ロ ー ム粒、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 50 ~ 100 mm) 、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 20 mm) を多星に含む。 黒色粒子 （径 0. 1 ~ 0. 3 mm) 、 焼土含む。
3 にぶい黄褐色土 ロ ー ム粒を多量に含む。 褐鉄鉱 を少量含む。
4 にぶい黄褐色土 ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 10 ~ 20 mm) 、 褐鉄鉱 を少量含む。
5 にぶい黄褐色土 灰 白色粘土 プ ロ ッ ク （径 50 ~ 100 mm) を多最に含む。 褐鉄鉱 を少量含む。
6 明黄褐色土 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 100 mm) 、 褐鉄鉱 を多量に含む。
7 にぶい黄褐色土 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 50 ~ 100 mm) を 大量に含む。 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 50 mm) 、 褐鉄鉱 を多量に含む。
8 にぶい黄褐色土 ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 100 mm) を多最に含む。 褐鉄鉱 を少量含む。 黒色粒子 （径 1 ~ 3 mm) を微量に含む。
9 浅黄褐色土 ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 mm） 、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 50 ~ 80 mm) を多鼠に含む。 黒色粒子 （径 1 ~ 3 mm) 、 褐鉄鉱 を少量含む3

10 にぶい黄褐色土 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 10 ~ 20 mm) を多量に含む。 ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 30 lll1Il) を少量含む。
1 1 にぶい黄褐色土 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 II1IIl) 、 褐鉄鉱 を少蘊含む。
12 褐色土 と 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク
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SC - 1 1  土層説明
1 にぶい黄褐色土 ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 mm) 、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ

ク （径 30 ~ 50 llllil) を多量に含む。
2 にぶい黄褐色土 ロ ー ム粒、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 lO llllil） 、 灰 白 色粘土プ ロ ッ

ク （径 30 ~ 50 皿） 、 褐鉄鉱 を少量含む。
3 黒色 土 ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 lO llllil） 、 灰 白 色粘土プ ロ ッ

ク （径 30 皿） を少量含む。
4 暗褐色土 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 50 mm) を 多 識 に含む。 ロ ー ム 粒、

灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 10 mm) を少量含む。
5 暗褐色土 ロ ー ム 粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 100 llllll） 、 灰 白 色粘

土 ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 100 mm) を 多 量 に含む。 褐鉄鉱 を
微量に含む。

6 黒色土 ロ ー ム粒を微量に含む。 やや砂質。
7 にぶい黄褐色土 ロ ー ム 粒、 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 JO ~ lOO llllil) を 多

量に含む。 黒色土プ ロ ッ ク を少量含む。
8 灰 白 色粘土 にぶい黄褐色土ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 30 mm) を微量に含む。
9 にぶい黄褐色土 灰 白 色粘 土 プ ロ ッ ク （径 50 ~ 200 mm) を 多 量 に 含 む。

黒色粒子 （径 1 ~ 3 lllill） を少量含む。
10 にぶい黄褐色土 ロ ー ム 粒、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 50 ~ JOO mm) を 多

量に含む。
1 1 暗褐色土 ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 50 ~ 80 mm) を少量

含む。
12 にぶい黄褐色土 ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 ~ JOO mm) 、 灰 白 色粘

土プ ロ ッ ク （径 10 ~ 100 mm) を少量含む。
13 にぶい黄褐色土 灰 白 色粘 土 プ ロ ッ ク （径 50 ~ 200 llllil) を 多 量 に 含 む。

黒色粒子 （径 1 ~ 3 lllill） を少量含む口 9 に似 る 。
14 にぶい黄褐色土 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 50 ~ 2Oo lllill） を多最に含む。 ロ ー

ム ブ ロ ッ ク （径 J O ~ 30 lllJil） 、 黒色粒子 （径 1 ~ 3 lllill） 、
褐鉄鉱 を少量含む。

15 暗褐色土 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 mm) を多量に含む。 黒
色土 を斑状に含む。 1 1 に似 る 。

16 にぶい黄褐色土 ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 mn1) を少量含む。
17 にぶい黄褐色土 ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 10 mm) 、 褐鉄鉱 を少

量含む。

18 黒色土 ロ ー ム粒、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 30 mm) を少量含む。
19 にぶい黄褐色土 VI[層 主体。 14 に似 る 。
20 にぶい黄褐色土 ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 mm) 、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ

ク （径 50 ~ 100 mm) を多量に含む。 黒色土 を斑状に含む。
21 明 黄褐色土 灰 白 色粘 土 ブ ロ ッ ク （径 30 ~ 100 mm) を 多 最 に 含 む。

黒色粒子 （径 1 ~ 3 mn1) 、 褐鉄鉱 を少量含む。
22 にぶい黄褐色土 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 10 IIllll) を 多量に含む。 黒色土

を斑状 に含む。 13 に似 る 。
23 褐色土 と 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク
24 に ぶい黄褐色土 ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 Illlll) 、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ

ク （径 10 mm) を少量含む。 20 に似 る 。

SC - 1 9  土層説明
1 暗褐色土
2 暗褐色土

3 暗褐色土
4 暗褐色土

5 黒色土
6 暗褐色土
7 黄橙色土

8 浅黄橙色土
9 にぶい黄褐色土

ロ ー ム粒を少量含む。
ロ ー ム粒、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 20 ~ 30 mm) を多量に含む。
褐鉄鉱 を微量に含む。
ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 20 ~ 30 mm) を少量含む。
ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 20 ~ 30 mm) を多量に含む。 褐鉄鉱
を微量に含む。
ロ ー ム粒を少量含む。 やや砂質。
ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 10 mm) を少量含む。
ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 50 ~ 100 mm) を 大 量 に含む。 灰 白
色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を多量に含む。
灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を少量含む。
ロ ー ム 粒、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 mm) 、 灰 白 色粘
土ブ ロ ッ ク （径 50 ~ 100 mm) を 多量に含む。

図 1 6 SC - 1 1  • 1 9
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1 暗褐色土
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図
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ロ ー ム粒、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 ~ 30 mm) を少量含む。
灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 20 mm) を多量に含む。
ロ ー ム粒、 灰 白 色粒を多鉱に含む。
ロ ー ム粒、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 ~ 30 mm) を多巌に
含む。
ロ ー ム粒を少量含む。
にぶい黄褐色粘土プ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 mm) を多量に
含む。 黒色粒子 （径 1 ~ 3 1Ilil1) 、 褐鉄鉱 を少量含む。
灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 10 mm) を 多 量 に 含 む。 褐 鉄
鉱 を含む。
灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 1Il1Il） 、 に ぶ い 黄褐色
粘土プ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 mm) を含む。

8 にぶい黄褐色土 ロ ー ム 粒、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 50 ~ 100 田Ill) 、 黒
色粒子 （径 1 ~ 3 mm) を 多量に含む。 褐鉄鉱 を微鼠に
含む。
ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 30 mm) を少星含む。
灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 10 ~ 20 mm) 、 に ぶ い 黄褐 色
粘土プ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 mm) を含む。

10 褐色土 と 灰 白 色粘士プ ロ ッ ク
11 暗褐色土 ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 20 mm) を 多

量に含む。 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 ~ 30 mm) を少量含む。
12 にぶい黄褐色土 ロ ー ム粒、 灰 白 色粘上ブ ロ ッ ク （径 50 ~ 100 皿1) 、 黒

色粒子 （径 1 ~ 3 皿1) を 多量に含む。 褐鉄鉱 を微贔に
含む。

13 にぶい黄褐色土 ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土粒 を 多量に含む。 にぶ い黄褐色
粘土ブ ロ ッ ク （径 100 mm) を少量含む。 黒色粒子 （径
1 ~ 3 mm) 、 褐鉄鉱 を微量に含む。

14 にぶい黄褐色土 ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土 プ ロ ッ ク （径 50 ~ 100 mm) 、 黒
色粒子 （径 1 ~ 3 1皿） を多量 に含む。 褐鉄鉱 を微量に
含む。

15 にぶい黄褐色土 ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土粒を 多量に含む。 にぶい黄褐色
粘士 プ ロ ッ ク （径 100 mm) を少量含む。 黒色粒子 （径
1 ~ 3 mm) 、 褐鉄鉱 を微量に含む。

2 暗褐色土
3 暗褐色土

S
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4 暗褐色土
5 明黄褐色土

6 淡黄褐色土

7 明黄褐色士

9 黒色土
16 にぶい黄褐色土
17 にぶい黄褐色土

18 明 黄褐色土

19 淡黄褐色土
20 明黄褐色土

21 暗褐色土

23 黄橙色土
24 にぶい黄褐色土

砕石

旦戸：ニロ---i圧

□sc 1 8  

ど

灰 白 色粘上プ ロ ッ ク （径 10 皿1) を少量含む。
ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 50 ~ 100 111111) 、 黒
色粒子 （径 1 ~ 3 mrn) を 多量に含む。 褐鉄鉱 を微量に
含む。
にぶい黄褐色粘土プ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 IIllil) を多量に
含む。 黒色粒子 （径 1 ~ 3 mm) 、 褐鉄鉱 を少量含むロ

灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 50 ~ 100 mm) を含む。
にぶ い黄褐色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 llllll) を多蘊に
含む。 黒色粒子 （径 1 ~ 3 mm) 、 褐鉄鉱 を少量含む。
ロ ー ム粒を多量に含む。 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 50 ~
100 mm) 、 黒色粒子 （径 1 ~ 3 mm) を含む。

22 にぶい黄褐色土 ロ ー ム拉、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 50 ~ 100 mm) 、 黒
色粒子 （径 1 ~ 3 mm) を 多量に含む。 褐鉄鉱 を微量に
含む。
褐鉄鉱 を少鼠含む。
ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 50 ~ JOO mm) 、 黒
色粒子 （径 1 ~ 3 II11Il) を 多旦に含む。 褐鉄鉱 を微最に
含む。

25 褐色土 と 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク

゜ 5 m  

1 : 8 0  

S C  - 1 8  土 層 説 明
1 黒褐色土
2 黒褐色上

4 黄橙色土
5 にぶい黄褐色士

ロ ー ム粒を多量、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 llllll） を少量含む。
ロ ー ム 粒、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 llllll) を多量に
含む。 灰 白 色粘土 （径 5 mm) を少量含む。

3 にぶい黄褐色土 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 50 llllll） 、 黒色粒子 （径 2 ~ 3 1lllll)
を 多量に含む。
灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 llllll) を少量含む。
灰 白 色粘上プ ロ ッ ク （径 50 ~ 100 rnm) を多量に含む。
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SC - 1 6  土層説明
1 暗褐色土
2 褐色土

ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 Illlll） 、 焼土粒を少量含む口 砂利含む。
ロ ー ム 粒、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 mm ) を 多 呈 に 含む。
褐色粒 （径 l llllll) を少鼠含む。
ロ ー ム粒、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 ~ 30 mm) を 多量に含む。
灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 20 mm) を少量含む。
ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 10 ~ 20 mm) を多贔
に含む。 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 ~ 30 Illlll) を少最含む。
ロ ー ム 粒 を 多量に含む。 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 50 ~
100 mm) 、 黒色粒子 （径 1 ~ 3 Illlll) を含む。
ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 30 mm) を少量含む。
灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 10 ~ 20 mm入 に ぶ い 黄褐色粘
土ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 Illlll) を含む。
ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 ~ 100 mm) を多量に含む。 ロ ー ム粒、
灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 20 Illlll) を少菫含む。

8 黄橙色土 褐鉄鉱 を少量含む。
9 明黄褐色土 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 Illlll） 、 に ぶ い黄褐色粘

土ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 Illlll) を含む。
10 褐色土 と 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク
1 1 褐色土 と 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク

3 暗褐色土

4 暗褐色土

5 暗褐色土

6 黒色土

7 黒色土

SC - 17 土層説明
1 暗褐色土 ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 20 nun) を少醤

含む。 焼土ブ ロ ッ ク （径 10 !Illil) 、 炭化物 を含む。
2 褐灰色土 焼土プ ロ ッ ク （径 5 皿） を少量含む。 やや砂質。
3 暗褐色土 ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 30 nm1) を多量に含む。

褐鉄鉱 を微量に含む。
4 暗褐色土 ロ ー ム 粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 30 mm) 、 灰 白 色粘

土ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 20 !Illil) を 多量に含む。 褐鉄鉱、 黒
色粒子 （径 1 ~ 3 mm) を少量含む。

5 暗褐色土 ロ ー ム 粒 を 多 呈 に 含む。 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 ~
20 Illlll) を少量含む。 炭化物を微量に含む。

6 にぶい黄褐色土 ロ ー ム粒を多量に含む。 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 5 ~ 10
mm) を少量含む。 黒色粒子 （径 1 ~ 3 Illlll) を微量に含む。

7 暗褐色土 ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 50 ~ 80 mm) を少呈含む。
8 黒色土 ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 100 Illill） を多量に含む。

灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 Illlll) を少量含む。
9 にぶい黄褐色土 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 mm) を少量含む。 黒色

土混 じ る 。
10 黄掲色土 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 100 nm1) を 少 量含む。 黒

色粒子 （径 1 ~ 3 mm) を微量に含む。
1 1 褐色土 ロ ー ム ブ ロ ッ ク を少量含む。
12 浅黄橙色土 N · V層が混 じ っ た士。
13 黄橙色土 III · N · V 層 が 混 じ っ た土。
14 暗褐色土 ロ ー ム粒、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 mrn) を含む。
15 黄橙色土 N ·  V層 が若干混 じ っ た土□

16 褐色土 と 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク
17 灰 白 色粘土 珊層。

図 1 8 SC - 1 6  • 1 7  
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SC - 20 土層説明
1 暗褐色土
2 黄橙色土

3 暗褐色土

4 浅黄橙色土
5 明褐色土

6 明褐色土

ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 mm) 、 焼上を少呈含む。
ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 ~ 100 mm) を 多 最 に含む。 褐鉄
鉱 を少量含む。
ロ ー ム粒、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 m) を 多量に含むc

灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 30 ~ 50 IIllll) を含む。
旧 ・ い「層 の 混合層。
灰 白 色粘 土 ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 30 IIllll) を含む。 褐鉄鉱 を
微量に含む。
灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 10 ~ 100 IIllil） を多量に含む。 ロ ー

ム ブ ロ ッ ク （径 1 0 mm) を少量含む。

7 暗褐色土 ロ ー ム粒、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 mm) 、 灰 白 色粘士ブ ロ ッ
ク （径 10 mm) を多量に含む。

8 にぶい黄褐色土 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 mm) 、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10
mm） 、 黒色粒子 （径 1 ~ 3 mm) 、 褐鉄鉱 を少量含む。

9 にぶい黄褐色上 ロ ー ム粒を多輩に含的。 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 30 mm) 、
灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 50 ~ 100 llllll） 、 黒色粒子 （径 1
~ 3 mm) 、 褐鉄鉱 を少量含む。

10 明褐色土 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 皿l入 黒色粒子 （径 1 ~ 3 mm) 、
褐鉄鉱 を少量含む。

図 1 9 SC - 20 
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図 20 SC - 1 2  • 20 出 土遺物

表 1 SC 出 土遺物観察表

No. 器 種 法量 （cm) 形態 ・ 成形手法 の 特徴 調整手法 の 特徴 胎 土 ・ 色調 備 考
1 甕 ロ 径 （ 1 9 . 4) 胴部 は 大 き く 膨 ら む。 頸部 で 外面 ー ロ 縁部 ヨ コ ナデ、 胴部 雲母 ・ 角 閃石 ロ 縁部 ～胴部

底径 一 屈 曲 し 、 口 縁部 は彎 曲 気 味 に ヘ ラ ケ ズ 1) 。 内 面 ー ロ 縁部 ヨ 内外面 ー にぶい橙 上端 1 /4 残
窟ロ ロ ー高 一· 外反。 粘土紐積み上 げ成形。 コ ナデ 、 胴部ナデ。 色 存。

2 甕 ロ 径 一 丸底。 粘土紐積み上 げ成形。 外面 一 胴部ヘ フ ケ ズ リ 。 内 面 片岩 ・ チ ャ ー ト 胴部 下半～底
底径 一 ー 胴部ナデ、 輪積み痕。 内 面 一 明褐色、 外 部残存。
甜ロ ロ 吉回

― 
面 ー にぶい黄橙色

3 中 世土器 ロ 径 7. 5 体部 は 直線的 に 立 ち 上 が る 。 体部 ロ ク ロ 整形。 底部左回転 片岩 ・ 雲母 ロ 縁部 1/3 欠
か わ ら け 底径 4. 2 底部 は 高 台 状 に 小 さ く 立 ち 上 糸 切 り 。 内外面 一 橙色 損。

隣高 2. 0 が る 。
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SC - 21 土層説明
1 浅黄褐色土 ロ ー ム粒 を多量に含む。 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 mm) を 多量に含む。 黒色粒子 （径 1 ~ 3 mm) 、 褐鉄鉱 を含む。
2 にぶい黄褐色土 ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 30 rum) を 多量に含む。 黒色粒子 （径 1 ~ 3 mm) 、 褐鉄鉱 を含む。
3 暗褐色土 ロ ー ム粒を多量に含む。 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 mm) 、 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 50 ~ 100 rum) を含む。
4 暗褐色土 ロ ー ム粒、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 ~ 3O ll]]l） 、 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 10 ~ 20 mm) を少量含む。
5 黄橙色土 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 50 rum) を多量に含む。
6 黄橙色土 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 50 rum) を少量含む。 褐鉄鉱を含む。
7 黄橙色土 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 10 ~ 20 mm) を微量に含む。 III層 に よ く 似 る 。 崩落 9
8 浅黄褐色土 w層 に似 る 。 崩落 ？
9 にぶい黄褐色土 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 30 ~ 50 mm) 、 灰 白 色粘土粒を少最含む。
10 褐色土 と 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク
1 1 明 黄褐色 土 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 10 ~ 20 rum) を多蘊に含む。 褐鉄鉱 を少饂含む。
12 暗褐色土 ロ ー ム粒を 多鱚に含む。 焼土を微量に含む。
13 暗褐色土 ロ ー ム粒、 焼土プ ロ ッ ク （径 10 llllll) を含む。

図 21 SC - 21 

を測る。

構造 ： 西壁では弧状の掘削跡が連続し、 オーバ ーハ ン グして立ちあがる。 底面は細かい起伏が見ら

れ、 灰 白 色粘土層の稜が見られる。 各壁際では周囲より若干深く掘り込んでいる。

遺 物 ： 検出された粘土採掘坑で唯一、 底面付近で遺物が確認された。 1は甕の口縁部、 2は胴部下

半から 底部である。

所 属 時 期 ： 古墳時代と考えられる。

SC - 21 （ 図 21、 表 12 ／写 真 図 版 9 )

位 置 ： 2 区北側に位置する。 SC - 09 の西側、 SC - 17 の東側で掘削 される。

形 状 ： 平面形 は不明である。 開口部の最大 幅 4 . 58 m、 底面部の最大 幅 4 . 60 m、 残存深 度 0. 95 m 
を測る。

構造 ： 東壁及び西壁は弧状の掘削跡が連続して見られ、 オーバ ーハ ン グしながら立ちあがる。 底面

部は細かい起伏が見られ、 中央に若干の高まりを持つ。

遺 物 ： 検出されなかった。

所 属 時 期 ： 古墳時代と考えられる。
- 27 -



( 2 )  方 形竪穴状遺構
方形竪穴状遺構は、 総計 2基を検出した。 ただ し、 それぞれ一部のみの検出であっ た ため 実際に方

形竪穴状遣構であるかど うかはやや疑 問 視されるところもある。 しか しながら、 SF - 01 のように隅

に柱穴 と考えられる ピット が配置され上屋構造が想定されることや、 方形状の土坑に比べ大型である

こと、 床面が平坦であるこ と 、 出土遺物の主体を中世土器が占め る等の要因から、 方形竪穴状遣構と

して扱っ た。

SF  - 01 （ 図 22 • 23、 表 2 • 13 ／ 写 真 図 版 9 • 16 )  

位置 ： 1 区の北東隅に位置する。

形状 ： 平面形 は長方形を呈する。 確認された範囲で、 長軸 4. 0 m、 短軸 0. 6 mを測る。

構造 ： 壁はほ ぼ垂 直に立ち上がる。 残存深 度は 0. 28 mを測る。 底面は平坦で、 硬化面は検出され

なかっ た。 覆土はロームブロック、 焼土ブロックを含む暗褐色土を主体とする。 床面の北東隅と南東

隅に ピット が存在する。 ピットの覆土は褐色土と灰 白 色粘土ブロックを多量に含んでいた。

遺物 ： 1はかわらけ、 2は北宋銭である。 2は元豊通宝 （ 初鋳 1078 年 ） で床面直上から出土した。

所属時期 ： 出士遺物から中世と考えられる。

□
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1 : 60 

図 22 SF - 01 
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SF - 01 土層説明
砕石

I 褐灰色土
1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 暗褐色士
5 暗褐色土

6 暗褐色上

7 暗褐色土

8 暗褐色土

9 褐色土
10 暗褐色土
1 1 暗褐色土
12 暗褐色土

焼土ブ ロ ッ ク （径 l O IIllil) を 少 量含む。 黒色粒子 （径 2
~ 3 lillil） を微量に含む。
ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土粒 （径 2 ~ 3 mm) を少最含む。 炭
化物 を微量に含む。
ロ ー ム 粒 を 多量に含む。 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 lillll) を
少量含む。 褐鉄鉱を微量に含む。
ロ ー ム粒を少量含む。
ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 l o lillil） を多菫に含む。 焼土ブ ロ ッ ク （径
5 mm) を少輩含む。
ロ ー ム粒 を 多 蘊 に含む。 焼土プ ロ ッ ク （径 10 mm) 、 炭化
物 を微量に含む。
ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 20 ~ 30 mm) を多量に含む。
焼土ブ ロ ッ ク （径 10 lillll) 、 炭化物 を微量に含む。
ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を 多量に含む。 赤色粒子 （径
1 IIllll） を少量含む。

黄橙色 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 30 IIllil) を少量含む。
ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 lO IIllil) を少械含む。
ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 20 ~ 30 mm) を 多量に含む。
ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 lO IIllll） を少量含む。 灰 白 色粘土ブ ロ ッ
ク （径 10 lillll) を含む。

13 褐色土 と 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク

O 4cm 

| ,  1 1 ,  1 | 1 2 

1 0叩
1 : 4  

図 23 SF - 01 出 土遺物

表 2 SF - 01 出 土遺物観察表

泣一
ー 丘長9言言＼〕岱言：言冑言左回転｀｀調

言：． 1
厚 さ

1
言

°

孔径 0. 7 重 さ 1 . 7g 

備 考
完形。
ロ 縁部 に ス ス 付
着。
「 元豊通宝 」
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SF - 02 （ 図 24 • 25、 表 3 • 13 ／写真 図 版 10 • 16 )  

位 置 ： 2区の南側中央に位置する。

形 状 ： 確認された範囲で隅丸長方形 を呈し、 長軸 3. 84 m、 短軸 0. 64 mを測る。

構造 ： 西壁、 南壁はほ ぼ垂直に立 ち上がるが、 東壁は緩やかな角 度をもって立ち上がる。 残存深 度

〇. 95 m を測る。 床面は灰 白 色粘土層に達しているが、 硬化面および ピ ッ ト は検出されていない。 覆

土は ロ ームブ ロ ッ ク、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク、 焼土ブ ロ ッ クを大量に含む暗褐色土を主体とし、 西側よ

り人為 的に埋め戻された様子が窺える。 焼土ブ ロ ッ クや焼土粒が多 くみられるものの、 本遺構の壁面

及び床面では被熱した痕跡は確認されなかった。

遺 物 ： 焼土ブ ロ ッ クを主体とする層からかわらけと大量の炭化物が検出されている。 ほ ぼ完形 のか

わらけ ( 1~4) は焼士 ブロ ッ クを含む層中で検出されたが、 被熱した痕跡がない こ とから 埋没過程

で入り込んだ ものと考えら れる。 5~7は覆土上層から出土している。 また、 覆土中層から 炭化物が

A-

゜ 2m 
1 : 60 

図 24 SF - 02 

\ 1 

□□� 2 

冑

SF - 02 土層説明
］ 褐灰色土
1 暗褐色土
2 暗褐色土

3 黄橙褐色土
4 暗褐色土

5 暗褐色土

6 暗褐色土

7 暗褐色土
8 暗褐色土

9 赤褐色土

10 暗褐色土

1 1 暗褐色土

12 暗褐色上

ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 mm) を少蓋含む。
ロ ー ム粒、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 IIIIll） を多量に
含む。
黄橙色粘土ブ ロ ッ ク が主体で暗褐色土が混 じ る 。
ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 20 IIllll) を 多量に含む。 灰 白
色粘土プロ ッ ク （径 10 mm) を少量含む。
ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を少
量含む。 焼土ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を微量に含む。
ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を多
量に含む。 焼土ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を微最に含む。
焼土ブ ロ ッ ク （径 10 mm) 、 炭化物 を含むロ

ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 mm） 、 焼 土 ブ ロ ッ ク （径
20 ~ 30 mm) を少量含む。
焼土プロ ッ ク （径 100mm) が大量に堆積す る 。 炭
化物 を多量に含む。
硬化 した暗褐色±プ ロ ッ ク が 主体。 小礫 (10 mm) 
を少量含む。
ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 100mm) 、 灰 白 色
粘土ブ ロ ッ ク （径 10 皿） を少量含む。 焼土ブ ロ ッ
ク （径 10 皿） を微葦に含む。
ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 20 mm) 、 灰 白 色
粘土ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を少量含む。
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: 
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□
冥三弓—ーク 3
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表 3 SF - 02 出 土遺物観察表

No. 器 種
l 中 世土器

かわ ら け

2 中 世土器
かわ ら け

3 中 世土器
かわ ら け

中 世土器
かわ ら け

5 土 鍋

6 甕

7 銅 銭

法量 (cm) 形態 ・ 成形手法の 特徴
ロ 径 7. 5 体部 は 直線的 に 立 ち 上が る 。
底径 5. 0 底部 は高 台状に小 さ く 立 ち 上
器高 1 . 5 が る 。
ロ 径 8 . 2 体部 は直線的 に 立 ち 上が る 。
底径 5. 0 底部 は高台状に小 さ く 立 ち 上
器裔 1 . 9 が る 。
ロ 径 7. 6 体部 は 直線的 に 立 ち 上 が る 。
底径 5. 4 見込み周縁部が窪む。
器高 1 . 3
ロ 径 1 1 . 7 体部 は 内 彎気 味 に 立 ち 上が
底径 6. 3 る 。
器高 3. 9
ロ 径 一 体部 は 直線的 に 立 ち 上 が り 、
底径 一 ロ 縁部 が 外傾す る 。 口 縁端部
器高 一 が 短 く 内 彎す る 。
ロ 径 一 体部 は 内 彎気 味 に 立 ち 上が
底径 一 る 。 粘 土紐積み上げ成形。
茄p n ー信 一

径 2. 5 厚 さ 0. 1 孔径 0. 7 重 さ (2 3) g 

大量に出士しているが、 樹種は不明である。

所属時期 ： 出土遺物から中世と考えられる。

( 3 ) 溝

調整手法の 特徴 胎土 ・ 色調 備 考
体部 ロ ク ロ 整形。 底部左回転 雲母 ・ 角 閃石 ほ ぼ完形。
糸 切 り 。 内 面 ー にぶい橙色、

外面 ー にぶい褐色
体部 ロ ク ロ 整形。 底部左回転 角 閃石 ほ ぼ完形。
糸 切 り 。 内 面 一 橙色、 外面

ー にぶい赤褐色
体部 ロ ク ロ 整形。 底部左回転 チ ャ ー ト ・ 角 閃石 完形。
糸 切 り 。 見込み に ユ ビナデ。 内 面 ー にぶい橙色、

外面 一 橙色
体部 ロ ク ロ 整形。 底部左回転 雲母 ロ 縁部 1/6 欠
糸 切 り 後 に 、 板状圧痕。 見込 内外面 ー にぶい橙 損。
み に 直線的なユ ビナデ。 色
体部 ロ ク ロ 整形。 片岩 ロ 縁部～体部小

内 面 ー にぶい黄橙 片。
色 、 外面 一 褐灰色

外面 ー ナデ、 エ具痕。 内面 一 多量の石英 常滑。 体部小片。
ナデ、 輪積み痕。 内 面 一 橙色、 外面

一 明 赤褐色
「 ェ豊通宝 」

溝は総計 5条検出された。 溝は、 東西方 向に走るものと南北方向に走るものに分けられる。 これら

はほ ぼ直線的に延びており、 互いに交差する溝 （SD- 04 • 05 ) も確認されている。 各溝においては砂

の堆積など 流水の痕跡が見られない事から区回溝 （ 空堀） としての性格が考えられる。 出士遣物が少

量であり、 各溝の所属時期を明確に判 定することは難しいが、 出土遣物は中世遣物が主体を占め 、 ま

たA s - A （ 浅間山A軽石） 混土が覆土上層に堆積していることから、 各溝は中世の所産であると推測

される。 また、 SD - 01 の覆土中層から動物遺存体 （ ウマ） の下顎骨 が単独で検出されている。

SD - 01 （ 図 26 • 27、 表 4 • 14 ／ 写真 図 版 10 · 17 · 20 )

位置 ： 1区西側に位置する。 SK - 07 、 SC - 07 · 08 と重複し、 SK - 07 より 旧 く、 SC - 07 · 08 より新しい。
形状 ： 確認された範囲で全長 3 0. 37 m、 上幅 0. 48 m、 下幅 0. 26 mを測る。 南北方向に延びており、

主軸方位はN - 78° - E である。

構造 ： 断面は台形を呈する。 残 存深 度 0. 40 mを測る。 覆土は ロ ームブ ロ ックと灰 白 色粘土ブ ロ ッ

クを含む暗褐色土を主体とする。 また、 遣構内南側では礫の集中する部分が認め られた。

遺物 ： ごく少量であるが、 覆士上層でかわらけ片や角 閃石安山岩 ( 3 ) が出土している。 礫が集中

していた部分では、 縄紋時代の石器 （ 1 • 2) が検出された。 覆土中層から動物遺存体 （ ウマ） が良

好な状態で検出された。 出土部位は左右下顎骨 と左右上顎歯列であり、 上顎左右歯列は上から 押し付

けられるように下顎骨 に被さった状態であった。 精査したが、 検出できた部位はこれのみである。

所属時期 ： 時期は不明であるが、 重複関係と覆土の状態から中世以降と考えられる。

SD - 02 （ 図 28 • 29、 表 5 • 14 ／写真 図 版 11 • 1 7  • 20 ) 

位 置 ： 1区南側に位置する。 SK - 09 と重複し、 本遺構が 旧い。
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SD - 01 土層説明
1 暗褐色土 ロ ー ム粒 を微量に含む。 白 色パ ミ ス を微量に含む。 灰 白

色粘土ブロ ッ ク （径 10 mm) を少蘊含む。
2 暗褐色土 ロ ー ム 粒 を 少 量含 む。 灰 白 色粘 土 ブ ロ ッ ク （径 10 mm) 

を少呈含む。 赤色粒子 （径 0. 2 ~ 0. 3 mm) を微量に含む。
3 褐色土 ロ ー ム 粒 を 多最に含む。 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 30 Illlll) を

多量に含む。
4 暗褐色土 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 50 ~ 70 Illlil） を含む。 赤色粒子 （径

0. 2 ~ 0. 3 mm) を少簸含む。

50cm 
1 : 20 

図 26 SD - 01 及 び馬 骨 出 土測量図

形 状 ： 確認された範囲で全長 14. 45 m、 上幅 0. 33 m、 下幅 0. 28 mを測る。 主軸方位は N - 8 ° -

Wである。

構 造 ： 断面は台形 を呈する。 残存深 度 0. 3 0 mを測る。 南東から北西方向へ延びて いるが、 延長上

にあたる1区東側では見られない。 覆土上層では部分的に硬化面が検 出された。 硬化面は黄橙色粘質

土が主 体でローム ブロ ッ クを多 く含むことから、 人為的に踏み固められたものと思 わ れる。

遺 物 ： 覆土中よりかわらけ、 青 白 磁、 揺鉢、 板碑、 動物遺存体を検 出した。 1~4のか わらけは

15 世紀後半のものと考えられる。 3·4では底部に板状圧痕が見られる。 6は青 白磁瓶の胴部である。

流水文が見られる。 7の板碑中央には梵字が刻まれている。 蓮座は簡素化され、 三 日月状に刻まれて

いる。 動物遣存体は巻貝である。

所属 時期 ： 出土遺物から中世と考えられる。

SD - 03 （ 図 28 • 30、 表 6 • 14 ／写真 図 版 11 · 17 • 21 )

位置 ： 1区南側に位置する。 SC - 06 と重複し、 本遺構が新しい。 SK - 08 の直前で収束する。

形 状 ： 長円形 を呈し、 全長 6. 75 m、 上幅1. 55 m、 下幅1. 13 mを測る。 主軸方位 は N- 10° - E である。

構造 ： 断面は箱状で壁際は急角 度で立ち上がる。 残存深 度 0. 7 6 mを測る。 覆土は暗褐色土が主体で、

上層には小礫が、 下層ではロームブロ ッ クが多量に含まれる。

遺物 ： 覆士中よりかわらけ、 焙烙、 陶器、 板碑、 銅・ 鉄製品、 動物遣存体が検出されている。 3~
- 3 1  -
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図 27 SD - 0 1 出 土遺物

表 4 SD - 0 1 出 土遺物観察表

No. 器 種 法量 (cm) | 形態 ・ 成形手法の 特徴 I 調整手法の特徴 I 胎土 ・ 色調 備 考
1 石 器 両側面に直接打撃 に よ る 連続剥離。 左側縁下半一部折損。 長 さ 16 . 4 幅 4. 8 厚 さ 1 . 9 重 結晶片岩。

さ 177. 0g
2 石 器 敲打痕後、 磨痕。 長 さ 13 . 7 幅 13 . 2 厚 さ 6. 5 重 さ 1, 553 .  3g 安 山岩。

凹 石
3 石室構築材 表面 にエ具痕。 長 さ 15 . 3 幅 13 . 4 厚 さ 7. 4 重 さ 963. 4g 角 閃石安 山岩。

4 動物遣存体 ウ マ
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SD - 02 土層説明
1 黄橙色粘質土
2 黄橙色粘質土
3 黄橙色粘質土
4 暗褐色土
5 暗褐色土

6 暗褐色土

人為的 に踏み固 め て い る 。 硬化面。
黄橙色 ロ ー ム 主体。 黒色土少蓋含む。
暗褐色土がブ ロ ッ ク 状に混 じ る 。
ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 20 ~ 100mm) を多蘊に含む。
ロ ー ム粒を多量に含む。 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 IIllll） 、
炭化物 （径 10 皿） を少量含む。
ロ ー ム粒、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 1O nllll） 、 赤色粒子 （径 0. 2 
~ 0. 3 mm) 、 黒色粒子 （径 0. 1 ~ 0. 3mm) 、 炭化物 （径 10 mm)
を少量含む。

SD - 03 土層説明
1 灰褐色土 ロ ー ム 粒 を 少 量含 む。 小礫 （径 20 ~ 40 llllil） 、 砂利 を 多

く 含む。 白 色パ ミ ス 、 赤色粒子 （径 0. 2 ~ 0. 3 nllll) を微
量に含むロ

2 暗褐色土 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 mm) 、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10
llllil） 、 小礫 (10 llllil~ 50 llllil） 、 を少量含む。

3 暗褐色土 ロ ー ム粒、 小礫 （径 10 ~ 50 llllll) を微葦に含む。 灰 白 色
粘土ブ ロ ッ ク （径 lO Illlll） を少量含む。

4 暗褐色土 ロ ー ム粒を少量含む。 小礫 （径 30 mm) を微量に含む。
5 黒色土 ロ ー ム 粒、 にぶい黄橙色粘土プ ロ ッ ク （径 10 llllil) を 少

量含む。
6 黄橙色土 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 10 mm) 、 暗褐色土を少量含む。
7 にぶい黄褐色土 灰 白 色 粘 土 プ ロ ッ ク （ 径 50 ~ 100 mm ) を 多 量 に 含 む。

黒色土が斑状に混 じ る 。

図 28 SD - 02 • 03 
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表 5 SD - 02 出 土遺物観察表

No. 器 種 法量 (cm) 形態 ・ 成形手法の 特徴 調整手法の特徴 胎土 ・ 色調 備 考
1 中 世土器 ロ 径 (3 7) 体部 は直線的 に 立 ち 上 が る 。 体部 ロ ク ロ 整形。 底部左回転 雲得 ・ 角 閃石 ロ 縁部 2/3 欠

かわ ら け 底径 2. 3 見込み周縁部 がやや窪む。 糸 切 り 。 内外面 一 橙色 損。
器高 1 . 1

2 中 世土器 ロ 径 （7. 9) 体部 は 内 彎気味に立 ち 上が 体部 ロ ク ロ 整形。 底部左回転 角 閃石 ロ 縁部～底部
かわ ら け 底径 (5. 3) る 。 糸 切 り 。 内外面 ー 橙色 1/4 残存。

器高 1 . 9
3 中 世土器 ロ 径 14. 2 体部 は直線的 に 立 ち 上 が る 。 体部 ロ ク ロ 整形。 底部左回転 片岩 ・ 角 閃石 ロ 縁部 1/3 欠

かわ ら け 底径 8. 0 見込み周縁部がやや窪む。 底 糸 切 り 後 に、 板状圧痕。 見込 内外面 一 橙色 損。
器高 2. 9 部 は高 台状に小 さ く 立 ち 上 が み に直線的 なユ ビナデ。

る 。
4 中 世土器 ロ 径 一 見込み周縁部が窪む。 体部 ロ ク ロ 整形。 底部左回転 角 閃石 底部 1/2 残存。

かわ ら け 底径 (8. 5) 糸切 り 後 に 、 板状圧痕。 見込 内外面 ー 橙色
器高 一 み に 直線的なユ ビナデ。

5 擢 鉢 ロ 径 一 体部 は直線的 に 開 く 。 体部 ロ ク ロ 整形。 内面 一 櫛 目 。 白 色粒 瀬戸。 体部小片。
底径 一 内面 ー 暗赤褐色、
益ロロー蘭 一 外面 ー にぶい赤褐

色
6 青 白 磁 ロ 径 一 体部 は直線的 に 立 ち 上が る 。 体部 ロ ク ロ 整形。 外面 一 印刻。 央雑物 な し 体部小片。

瓶 底径 一 内面 ー 白灰色、 外
隣高 一 面 一 明 緑灰色

7 板 碑 表面に 印刻。 両側面 に加 工痕。 残存長 20. 7 残存幅 21 . 8 厚 さ 1 . 9 重 さ 1 , 182 .  4g 1緑泥片岩。
8 動物遺存体 重 さ 99. Sg ノ目ヽ 琴几又。

表 6 SD - 03 出 土遺物観察表
No. 器 種 法量 （c]Il） 形態 ・ 成形手法の 特徴 調整手法の特徴 胎土 ・ 色調 備 考
1 中 世土器 ロ 径 7. g 体部 は直線的 に 立 ち 上が る 。 体部 ロ ク ロ 整形。 底部左回転 角 閃石 完形。

かわ ら け 底径 4. 9 見込み周縁部が窪む。 糸 切 り 。 内外面 一 橙色
器高 1 . 4

2 中 世土器 ロ 径 一 体部 は 内 彎気味に立 ち 上が 体部 ロ ク ロ 整形。 底部左回転 角 閃石 体部下半～底部
かわ ら け 底径 6. 4 る 。 底部 は高台状に小 さ く 立 糸切 り 。 内外面 一 橙色 残存。

臨高 一 ち 上 が る 。
3 中世土器 ロ 径 1 1 . 5 体部 は直線的 に 立 ち 上が る 。 体部 ロ ク ロ 整形。 底部左回転 チ ャ ー ト ・ 角 閃石 ロ 縁部 1/3 欠

かわ ら け 底径 5. 8 糸切 り 。 見込み にユ ビナデ。 内外面 一 橙色 損。
隣高 2. 3

4 中世土器 ロ 径 （1 2 1 )  体部 は直線的 に 立 ち 上が る 。 体部 ロ ク ロ 整形。 外面 一 圧痕。 チ ャ ー ト ・ 角 閃石 ロ 縁部～底部
かわ ら け 底径 （7. 0) 底部 は高台状に小 さ く 立 ち 上 底部 回転糸切 り 。 内外面 一 橙色 1/5 残存。

揺高 3. 7 が る 。
5 中 世土器 ロ 径 一 体部 は直線的 に 立 ち 上が る 。 体部 ロ ク ロ 整形。 底部回転糸 チ ャ ー ト ・ 角 閃石 体部下半～底部

かわ ら け 底径 （10 . 6) 底部 は高 台状に小 さ く 立 ち 上 切 り 後 に、 板状圧痕。 見込み 内面 ー にぶい橙色、 1/5 残存。
益ロ ロ 古戸］ 一 が る 。 に ユ ビナデ。 外面 一 橙色

6 中世土器 ロ 径 一 体部 は 内 彎気味に立ち上が 体部 ロ ク ロ 整形。 底部左回転 片岩 底部残存。
か わ ら け 底径 6. 9 る 。 糸切 り 後 に、 板状圧痕。 見込 内外面 ー にぶい橙

器高 一 み 中 央 に直線的 な ユ ビナデ。 色
7 焙烙 ロ 径 ー ロ 縁部 が外傾す る 。 体部 ロ ク ロ 整形。 口 縁端部 に 内面 一 灰色、 外面 ロ 縁部小片。

底径 一 稜。 ー 暗灰色
益ロ ロ 古向 ― 

8 甕 ロ 径 一 体部 は 内彎気味に 立 ち 上が 外面 ー ナデ、 輪積み痕。 内 面 多量の石英 常滑。 体部小片。
底径 一 る 。 粘土紐積み上げ成形。 ー ナデ。 内 面 ー 灰色、 外面
益ロロ古戸 ］ 一 ー にぶい赤褐色， 板 碑 表面に 印刻。 長 さ (18 . 3) 幅 (8 . 9) 厚 さ 1 . 9 重 さ 526. 2g 緑泥片岩。

1 0  銅製品 長 さ 4. 3 幅 0. 8 厚 さ 0. 9 重 さ 2 . 6g
1 1  鉄製品 長 さ (3. 5) 幅 1 . 8 厚 さ 0. 3 重 さ 4. 09g
12 励物遺存体 重 さ 1 17. 6g 貝 殻。

6のかわらけは体部を均等に打ち欠いているように見え、 故意的なものを想定させる。 5 • 6のかわ
らけ底部には板状圧痕が見られる。 8は常滑焼の甕胴部片である。 9は板碑で、 梵字が刻まれている。

10 は銅製の留め 金と考えられる。 凱物遺存体は巻貝で、 SD- 02 と同様のものである。

所 属 時期 ： 中世と考えられる。

SD - 04 （ 図 29 • 30、 表 7 • 14 ／写真 図 版 11 · 12 · 18)

位 置 ： 2区南側に位置する。 SD - 05 、 SK - 22 と重複 し、 両遺構よりも新 しい。
形 状 ： 確認された範囲で全長 9. 95 m、 上幅 1. 15 m、 下 幅 0. 33 mを測る。 主軸方位は N - 27 ° -
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E である。

構造 ： 北西から南東に延びる。 西側は西側調査区外 へさらに延びているが、 東側は調査区内でその
延 長を確認することはできなかった。 断面は台形 を呈 し、 残存深 度 0. 7 6 mを測る。 覆土は暗褐色士

を主体と し、 上層に小礫、 下層に ロ ーム ブ ロ ック、 炭化物を含む。

遺 物 ： 1の鉢は施釉陶器の鉢である。

所 属 時 期 ： 中世と考えられる。

SD - 05 （ 図 31、 表 14 ／写真 図 版 12 )

位置 ： 2区南側に位置する。 SK - 39 、 SD - 04 と重複 し、 SK - 39 より新 しく、 SD - 04 より 旧 い。
形 状 ： 確認された範囲で全長 8. 20 m、 上幅 0. 74 mを測る。 主軸方位はN - 75 ° - E である。

構造 ： 北東から南西に延びる。 断面は V字を呈 し、 壁際は緩やかに立ち上がる。 残存深 度 0. 43 m 
を測る。

遺 物 ： 検出されなかった。

所 属 時 期 ： 重複関係から中世と考えられる。
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SD - 05 土層説明
1 暗褐色土 ロ ー ム 粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を 少 量含む。 や

や砂質。
2 暗褐色土 ロ ー ム 粒 を 多量 に含む。 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 1nm) を

少最含む。 赤色粒子 （径 2 ~ 3 皿） を微量に含む。 やや
砂質。

3 暗褐色土 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 IIllil） 、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10
mm) を少量含む。 やや砂質。

SD - 04 土層説明
1 褐灰色土 ロ ー ム粒を少量含む。 白 色パ ミ ス （径 1 mm) を含む。 焼土、

炭化物を微贔に含む。
2 暗褐色土 小礫 （径 10 mm) を含む。
3 暗褐色土 ロ ー ム粒を多量に含む。 焼土 （径 10 mm） 、 炭化物 （径 l llllll)

を少量含む。 褐鉄鉱 を含む。
4 暗褐色土 ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 llllll) を 多星に含む。

炭化物 （径 l llllil） を少量含む。
5 にぶい黄褐色士 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 100mm) を含む。

図 31 SD - 04 • 05 

1 0叩
1 : 4  

図 32 SD - 04 出 土遺物

表 7 SD - 04 出 土遺物観察表

口 器 種
1 鉢 1 形態 ・ 成形手法の 特徴 1 調整手法の特徴

体部 は 内彎気 味 に 立 ち 上 が 体部 ロ ク ロ 整形。
る 。 口 縁部 は 直線的に外傾す
る 。

多；：二夏色調 1口 縁ロニ〖小
内外面 一 灰色。 片。

- 36 -



( 4 )  井 戸

井戸 は 総計 1 基検出した。 井筒痕跡は確認できないことか

ら素掘り井戸であったと推測される。 また、 井桁構造も検出

されなかった。 調査した深 度では湧水は見られず、 中層にお

いて「あ ぐり」 と呼 ばれる膨らみも見られなかった。

SW - 01 （ 図 33 • 34 、 表 8 • 15 ／写真 図 版 12 • 18) 

位 置 ： 1区北東側に位置する。

形 状 ： 平面形 はほ ぼ円形 を呈する。 上端部で直径 1. 05 m 

~1. 12 mを測る。

構 造 ： 残存深 度は 2m以上を測り、 上端部は漏斗状に広が

る。 上層の覆土は小礫を含む暗褐色土で、 壁際や中層では

ローム ブロック、 灰 白 色粘土ブロックを含む暗褐色土の堆積

といった、 人為的な埋め戻し痕跡も認め ら れた。

遺 物 ： 主に覆土上層から中層にかけてかわらけ片が多 く検

出された。 1 • 2のかわらけ は 15 世紀後半のものと考えら

れる。 3 は焙烙、 4は摺鉢の底部、 5の鉄製品は釘である。

所 属 時 期 ： 中批と考えられる。
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図 34 SW - 01 出 土遺物

表 4 SW - 01 出 土遺物観察表
No. 器 種 法量 (cm) 形態 ・ 成形手法の 特徴 調整手法の特徴 胎土 ・ 色調 備 考
1 中 世土器 ロ 径 (8 . 4) 体部 は直線的 に 立 ち 上が る 。 体部 ロ ク ロ 整形。 底部右回転 角 閃石 ロ 縁部～底部

かわ ら け 底径 (5. 2) 底部 は高台状に小 さ く 立 ち 上 糸 切 り 。 内外面 ー 黒褐色 1/4 残存。
器病 2. 4 が る 。

2 中 世土器 ロ 径 一 体部 は直線的 に立 ち 上が る 。 体部 ロ ク ロ 整形。 底部左回転 片岩 ロ 縁部～底部
かわ ら け 底径 (6. 4) 糸 切 り 。 内外面 一灰黄褐色 1/3 残存。

器醐 ー

3 焙烙 ロ 径 一 体部 は直線的 に 立 ち 上 が る 。 体部 ロ ク ロ 整形。 雲母 ロ 縁部～体部小
底径 一 ロ 縁部 は内彎す る 。 口 縁端部 内面 一 灰黄色、 外 片。
呑ロ ロ 声向 ― が 短 く 内彎す る 。 面 一 褐灰色

4 闘 鉢 ロ 径 一 体部 は直線的 に 開 く 。 体部 ロ ク ロ 整形。 外面 ー 指頭 角 閃石 体部～底部小
底径 一 痕。 底部回転糸切 り 。 内 面 一 灰黄色、 外 片。
益ロロ舌回 ― 面 ー にぶい黄橙色
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( 5 )  土 坑

土坑は総計 48 基を検出した。 1 区では北側に集中して分布するが、 2 区では特定の分布はなく各

所に及ぶ。 形状は隅丸長方形 が主体で、 楕円形 や不整円形 が見られる。 覆土は焼土と炭化物を多 く含
むものが主体である。 遣物はかわらけや板碑片等が大 半であるがその総数は少なく、 各土坑すべてに
おいて遺物が確認されているわけではない。 所属時期は出土遺物と遣構の重複関係 から判 断した。

個別にみると、 SK -23 、 28、 29 、 40 は掘り込みが深く柱穴 と考えられるが、 柱痕は認め られなかった。

SK - 3 0、 31、 44 等は円形で、 規模もほ ぼ同一である。 SK - 3 0、 44 は隣接しているため 、 柱穴 列の可

能性が考えられる。 SK - 03 、 18 は底面が灰 白 色粘土層まで達している。 SK - 28 と合わせ覆士上層に

灰 白 色粘土が堆積しており、 埋め戻しの痕跡が確認できる。 SK - 48 では底面において動物遺存体 （ ウ

マ） が検出され、 埋葬したと考えられる埋め戻し痕跡が窺えた。 検出時点で動物遺存体は原形 を留め

ていたが、 非常にもろく取り上 げの際形状を留め ることはできなかった。 本士坑とSD - 01出土の動

物遺存体のほか、 調査区域外 にもさらに検出されることが予想される。

SK - 01 （ 図 35、 表 9 • 16 )  

位置 ： 1 区北東側に位置する。

形状 ： 確認された範囲で、 長軸 1. 58 m、 短軸 0. 28 mを測り、 隅丸長方形 を呈する。
構 造 ： 断面は 凹字形で、 ほ ぼ垂直に立ち上がる。 残存深 度 0. 54 mを測る。 覆土は ロ ー ム ブ ロ ック

を含む暗褐色士である。

遺物 ： 検出されなかった。

所 属 時 期 ： 覆土の状態 から中世と考えられる。

SK - 02 （ 図 35、 表 1 6 )

位置 ： 1 区北東側に位置する。

形状 ： 確認された範囲で、 長径0. 68 m、 短径0. 35 mを測り、 円形 を呈する。

構 造 ： 断面は 凹字形で、 傾斜を持って立ち上がる。 残存深 度 0. 63 mを測る。 覆土は ロ ー ム ブ ロ ッ
クを多量に含砂 暗褐色士である。

遺物 ： 検出されなかった。

所 属 時 期 ： 覆土の状態 から中世と考 えられる。

SK - 03 （ 図 35、 表 1 6 ／写真 図 版 12)

位置 ： 1 区北東側に位置する。 P - 43 と重複し、 本遺構が新しい。

形状 ： 確認された範囲で、 長径0. 68 m、 短径0. 74 mを測り、 円形 を呈する。

構 造 ： 断面は U字形で、 緩やかに立ち上がる。 残存深 度 0. 82 mを測る。 覆 土 はロ ー ム ブ ロ ック、

白 色パ ミ スをわずかに含む暗褐色士である。

遺物 ： 覆土中 から かわらけ片が数，点出土している。

所属時期 ： 出土遺物と覆土の状態 から中世と考えられる。
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SK - 04 （ 図 35 • 42、 表 9 • 16 ／写真 図 版 13 • 19) 

位置 ： 1区北東側に位置する。 P - 1 2 に切られる。

形状 ： 確認された範囲で、 長軸 1 . 95 m 、 短軸 0. 68 mを測り、 隅丸長方形 を呈する。

構造 ： 断面は 凹字形で、 ほぼ垂直に立 ち 上がる。 残存深 度 0. 65 mを測る。 覆土は ロ ームブ ロ ック、
灰 白 色粘土ブ ロ ックを含む暗褐色土である。

遺物 ： 覆土中よりかわらけ等が少量検出されている。 図42 - 1は管状士製品である。

所属時期 ： 出士遺物と覆土の状態から中世と考えられる。

SK - 05 （ 図 35 • 42、 表 9 • 16 ／写 真 図 版 19)

位置 ： 1区北東側に位置する。

形状 ： 長軸 1 . 27 m 、 短軸 1 . 04 mを 測り、 隅丸長方形 を呈する。

構造 ： 断面は 凹字形 で、 垂直に立 ち あがる。 底面は平坦で残存深 度 1 . 20 mを測る。 覆土は ロ ー ム
ブ ロ ックを含む暗褐色土を主体とするが、 上層では灰 白 色粘土ブ ロ ック層がみられ、 人為的に埋め戻

された痕跡が窺える。

遺物 ： 覆土中よりかわらけ 、 北宋銭が検出されている。 1 は元豊通宝である。

所属時期 ： 出土遺物と覆土の状態から中世と考えられる。

SK  - 06 （ 図 35、 表 16 )

位置 ： 1区北西側に位置する。 SC - 03 と重複し、 本遺構が新しい。

形状 ： 長径0. 98 m、 短径0. 80 mを測り、 円形 を呈する。

構造 ： 断面は 凹字形で、 緩やかな角 度で立 ち上がる。 残存深 度 0. 37 mを測る。 覆士 は ロ ームブ ロ ッ
クを含む 暗褐色土である。

遺物 ： 検出されなかった。

所属時期 ： 重複関係と覆土の状態から中世と考えられる。

SK - 07 （ 図 35、 表 16 ／写 真 図 版 13 )

位置 ： 1区南西部に位置する。 SD - 01 と重複し、 本遺構が新しい。

形状 ： 長径0. 75 m 、 短径0. 66  mを測り、 楕円形 を呈する。

構造 ： 断面は 凹字形 で、 急角 度で立 ち 上がる。 残存深 度 0.1 6 mを測る。 覆土は ロ ー ム粒を含む暗

褐色土である。

遺物 ： 覆土中から中世陶器と1 0 cm 程 度の小礫が密集して検出されている。

所属時期 ： 重複関係から中世以降の可能性が考えられる。

SK - 08 （ 図 35 • 42、 表 9 • 16 ／写真 図 版 13 • 19) 

位置 ： 1区南側に位置する。 SC - 06 と重複し、 本遺構が新しい。

形状 ： 確認された範囲で、 長径2. 73 m 、 短径2. 54 mを測り、 楕円形 を呈する。

構造 ： 断面は 凹字形で、 傾斜をもって立 ち上がる。 残存深 度 0. 3 6 mを測る。 覆土は上下層に大 別さ
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れ、 上層は褐灰色土で灰 白 色粘土ブロックと砂礫を含む。 下層はローム粒を含む暗褐色土である。
遺物 ： 覆土から中世土器が多 く検出 さ れている。 1 ~4はかわらけ、 5は焙烙、 6は板碑である。

所 属 時 期 ： 出土遣物と重複関係、 覆士の状態から中世と考えられる。

SK - 09 （ 図 36 • 42、 表 9 • 16 ／写真 図 版 19)

位置 ： 1区南側に位置する。 SD - 02 と重複し、 本遺構が新しい。
形状 ： 確認 さ れた範囲で、 一辺 0. 95 mを測り、 方形 を呈する。

構造 ： 断面は 凹字形 で、 垂直に立ち上がる。 残存深 度 0. 28 mを測る。 覆士は上下層に分かれ、 上

層は 白 色パ ミ スを含む褐灰色土、 下層は暗褐色土である。

遺物 ： 覆土中 よ り中世土器が少量検出 さ れている。 1はかわらけである。

所属時期 ： 出土遺物と重複関係から中世以降と考えられる。

SK - 10 （ 図 36、 表 16 )

位置 ： 1区北東側に位置する。
形状 ： 確認 さ れた範囲で、 直径0. 68 mを測り、 円形 を呈する。

構造 ： 断面は 凹字形で、 傾斜をもって立ち上がる。 残存深 度 0. 18 mを測る。 覆土はにぶい黄褐色
粘土ブロックを含む暗褐色土である。

遺物 ： 検出 さ れなかった。

所 属 時 期 ： 覆士の状態から中世と考えられる。

SK - 11 （ 図 36、 表 16 )

位置 ： 1区東側に位置する。

形状 ： 確認 さ れた範囲で、 直径0. 78 mを測り、 円形 を呈する。

構造 ： 断面は 凹字形で、 ほぼ垂直に立ち上がる。 残存深 度 0. 17 mを測る。 覆土はにぶい黄褐色粘

土ブロックを含む暗褐色土である。

遺物 ： 検出 さ れなかった。

所 属 時 期 ： 覆土の状態から中世と考えられる。

SK - 12 （ 図 36、 表 16 )

位置 ： 1区南側に位置する。

形状 ： 確認 さ れた範囲で、 長軸 1. 25 m、 短軸 1. 21 mを測り、 隅丸方形 を呈する。

構造 ： 断面は凹字形で、 傾斜をもって立ち上がる。 残存深 度は 0. 17 mを測る。 覆土は上層に焼土

と炭化物を含杓 暗褐色土、 下層に灰 白 色粘土ブロックを多量に含む暗褐色士である。 上層は後世の盛

土と考えられ、 盛土直下が灰 白 色粘土層 ( Vil層） となる。 本遣構は粘土採掘坑の一部の可能性も考え

られる。

遺物 ： 検出されなかった。

所属時期 ： 不明である。 粘土採掘坑とすると古墳時代と考えられる。
- 40 -



-Z ロ
ロ〖

＼ロコ

47

岱□／：2

口
A 47.6 

2 
＇

 A-

□□□/]]23 A 

\□\ 
＼
A □A 

オ

A巴り
.6. 47.6 A' A 476 ぷ .6_ 47.6 A' 

A 
476 

亨
2 2 

SK-07 

心2 SK-06 

A­
，

 

パ―

ざ

SK-08 

゜ 2 m  
1 : 60 

SK - 01 土層説明
I 褐灰色土
1 暗褐色土
2 暗褐色土
3 暗褐色土

4 黒褐色土

5 暗褐色土

6 暗褐色土

SK - 02 土層説明
1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 褐色土

SK - 03 土層説明
1 灰褐色土

2 灰褐色土

3 灰褐色土

7 黒褐色土

8 黒褐色土

白 色パ ミ ス を少蘊含む。
ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 20 mm) を 多量に含む。
ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 30 mm) を 多量に含む。
ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 ~ 30 ]]]]]]) 、 白 色粘土粒 （径 1 mm) 
を少最含む。
ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 lO llllil) を 少 量含む。 黒色粒子 （径
1 ~ 3 mm) を微量含む。
ロ ー ム 粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 30 mmmm) を 多量に
含む。
ロ ー ム 拉、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を 多 量 に含む。
黒色粒子 （径 1 ~ 3 mm) 、 赤色粒子 （径 2 ~ 3 mm) を微
黛に含む。

ロ ー ム粒 （径 20 ~ 50 mm) を含む。 白 色パ ミ ス を少量含む。
赤色粒子 （径 2 ~ 3 mm) を微輩に含む。
ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 ~ 30 mm） 、 白 色パ ミ ス 、 赤色粒子 （径
2 ~ 3 mm) を微量に含む。
ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 30 ~ 60 mm) を 多量 に含む。 鉄分沈
着が見 ら れ る 。

白 色パ ミ ス を少量含む。 にぶい黄橙色粘土プ ロ ッ ク （径
10 ~ 50 lillil） 、 黒色粒子 （径 1 ~ 3 mm) 、 赤色粒子 （径 2
~ 3 皿l) を少量含む。
にぶい黄橙色粘土プ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 mm) を含む。 白
色パ ミ ス 、 赤色粒子 （径 2 ~ 3 皿） 、 炭化物 を微葦に含む。
ロ ー ム粒、 に ぶ い黄橙色粘土プ ロ ッ ク （径 50 lillll) を多
量に含む。

4 灰 白 色粘土 粘土層。
5 灰褐色土 ロ ー ム粒 を多量に含む。 炭化物 （径 10 mm) を少量含む。
6 にぶい黄褐色土 ロ ー ム粒 （径 l mm) 、 にぶい黄橙色粘土粒 を多菫に含む。

炭化物 （径 10 mm) を少量含むロ

にぶ い黄橙色粘土 プ ロ ッ ク （径 10 mm) 、 黒色粒子 （径 1
~ 3 mm) 、 赤色粒子 （径 2 ~ 3 mm) 、 炭 化 物 （径 10 mm)
を少量含む。
に ぶ い 黄橙色粘土プ ロ ッ ク （径 lO lillll) を 少 量含む。 黒
色粒子 （径 1 ~ 3 mm) 、 赤色粒子 （径 2 ~ 3 皿） 、 炭化物 （径
10 mm) を微量に含む。

9 灰褐色粘質土 黒色粒 （径 0. 1 ~ 0. 3mm) を少量含む。 やや砂質。
10 灰褐色粘質土 にぶ い黄橙色粘土 プ ロ ッ ク （径 10 ~ 30 mm) を含む。 黒

色粒を少量含む。 やや砂質ロ

SK - 04 土層説明
1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 暗褐色土

SK - 05 土層説明
1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 暗褐色土

5 暗褐色土

6 暗褐色土
7 黒褐色土

8 暗褐色土

9 黄褐色土
10 黒褐色土

ロ ー ム 粒 （径 0, 2 ~ 0, 5 mm） 、 白 色粘土粒 （径 l mn1) を
少 量含む。 赤色粒子 （径 2 ~ 3 IIllil） 、 炭化物 （径 10 mm) 
を微量に含む。
ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 80 mm) を多巌に含む。 赤色拉
子 （径 2 ~ 3 Illlll） 、 炭化物 （径 1O IIllil） を少量含む。
に ぶ い 黄橙 色 粘 土 ブ ロ ッ ク （ 径 10 ~ lOO lllID) を 含 む。
黒色粒子 （径 1 ~ 3 mm) 、 赤色粒子 （径 1 Illlll) を少量含む。
やや砂質。
ロ ー ム 粒 を 多 量 に含む。 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 lo lillll） を
少量含む。 にぶい黄橙色粘土ブ ロ ッ ク （径 50 llllil) を含む。

にぶい黄橙色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 mm) 、 白 色パ ミ ス 、 黒
色粒子 （径 1 ~ 3 mm) 、 赤色粒子 （径 2 ~ 3 mm) 、 炭化物 （径
10 mm) を少醤含む。
ロ ー ム粒、 炭化物 （径 10 llll]]） を 少量含む。 ロ ー ム ブ ロ ッ
ク （径 10 mm) を含むロ

ロ ー ム 粒、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （ 径 10 ~ 30 mm) 、 に ぶ い 黄
橙色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を 多量に含む。 炭化物 （径
10 mm) を微量に含む。
ロ ー ム 粒 を 多 量 に含む。 赤色粒子 （径 2 ~ 3 mm) 、 炭化
物 （径 10 mm) を少量含む。
白 色パ ミ ス を微量に含む。 にぶい黄橙色粘土ブ ロ ッ ク （径
10 mm） 、 赤色粒子 （径 2 ~ 3 mm) 、 炭化物 （径 10 mm) を
多巌に含む。 やや砂質味あ り 。
ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を多量に含む。 砂利 を少量含む。
ロ ー ム粒を含む。 赤色粒子 （径 0. 2 ~ 0. 3 mm) 、 炭化物 （径
10 mm) を少量含む。
ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 20 mm) 、 にぶい黄橙色粘土ブ ロ ッ
ク （径 10 mm) を含む。 やや砂質味あ り 。
炭化物 （径 10 mm) を少呈含む。 やや砂質味あ り 。
ロ ー ム 粒 を 含 む。 炭化物 （径 1 0 IIllll) を含む。 砂利 を微
量に含む。

1 1 にぶい黄掲色土 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 mm) を含む。 に ぶ い 黄橙色粘土
ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を少量含む。
ロ ー ム粒を少量含む。 にぶい黄橙色粘土ブ ロ ッ ク （径 10
mm) を含む。
赤色粒子 （径 2 ~ 3 mm) 、 炭化物 （径 10 mm) を少饂含む。

12 黒褐色土

13 黒褐色土

図 35 SK - 0 1 ~ SK - 08 
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SK  - 13 （ 図 36、 表 16 )

位置 ： 1区南側に位置する。

形状 ： 確認された範囲で、 長軸 0. 9 0  m、 短軸 0. 63 mを測り、 隅丸方形 を呈する。

構造 ： 断面は凹字形で、ほぼ垂直に立ち上がる。 残存深 度 0. 66 mを測る。 覆土には灰 白 色粘土プロッ

クを多量に含む暗褐色土とローム粒を含む暗褐色土である。

遺物 ： 検出されなかった。

所 属 時 期 ： 覆土の状態から中世と考えられる。

SK  - 14 （ 図 36、 表 16 )

位置 ： 1区南西側に位置する。

形状 ： 確認された範囲で、 長径1 . 09 m、 短径0. 3 6 mを測り、 楕円形 を呈する。

構 造 ： 断面は皿状で、 やや傾きをもって立ち上がる。 残存深 度 0. 30 mを測る。 覆土は黄橙色土と

黒色土、 暗褐色士の互層となっており、 人為的な埋め戻 し 痕跡が見られる。

遺物 ： 検出されなかった。

所属時期 ： 不明である。

SK - 15 （ 図 36、 表 16 )

位置 ： 1区南側に位置する。

形状 ： 確認された範囲で、 長軸 1 . 62 m、 短軸 1 . 13 mを測り、 不整円形 を呈する。

構 造 ： 断面はフ ラ スコ形 で、 東壁はオ ーバ ーハ ン グ して立ち上がる。 残存深 度は 0. 9 0  mを測る。

覆土上層はロームブロックを多量に含的暗褐色土、 覆土下層はにぶい黄褐色粘士 ブロックと灰 白 色粘

土ブロックを含む褐色土である。 特に下層は人為的な埋め戻 し痕跡が窺え、 堆積状況が粘士採掘坑の

堆積状況と類似 していることから、 本土坑は粘土採掘坑の一部である可能性が考えられる。

遺物 ： 検出されなかった。

所 属 時 期 ： 不明である。 ただ し、 粘土採掘坑とすれば古墳時代の可能性がある。

SK  - 16 （ 図 36、 表 16 )

位置 ： 1区南西側に位置する。

形状 ： 直径0. 60~0. 66 mを測り、 円形 を呈する。

構造 ： 断面は 凹字形 で、 やや傾きをもって立ち上がる。 残存深 度 0. 23 mを測る。 覆士はロー ム粒
を含む暗褐色土である。

遺物 ： 検出されなかった。

所属時期 ： 覆士の状態から中世と考えられる。

SK  - 17 （ 図 37 • 42、 表 9 • 16 ／ 写 真 図 版 19)

位置 ： 1区南東側に位置する。
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SK - 06 土層説明
1 暗褐色土 ロ ー ム粒、 炭化物 （径 10 mm) を少量含む。 ロ ー ム ブ ロ ッ

ク （径 10 mm) を含む。
2 暗褐色土 ロ ー ム 粒 を 多量 に含む。 赤色粒子 （径 2 ~ 3 mm) 、 炭化

物 （径 10 mm) を少量含む。
3 黒褐色土 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 mm) を少量含む。 黒色粒子 （径

1 ~ 3 mm) を微巌含む。
4 にぶい黄褐色土 灰 白 色粘土粒 （径 5 mm) 、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 50 mm)

を多量に含む。 赤色粒子 （径 2 ~ 3 mm) を微量に含む。

SK - 07 土層説明
1 暗褐色 土
2 暗褐色土

ロ ー ム粒を多量に含む。
ロ ー ム粒 を 多巌に含む。 黒色粒子 （径 1 ~ 3 mm) を少量
含む。

3 にぶい黄褐色土 灰 白 色粘土粒 （径 5 Illlll) 、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 50 llllil) 
を 多量に含む。 赤色拉子 （径 2 ~ 3 mm) を微量に含む。

SK - 08 土層説明
］ 灰褐色土 ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 IIllil） 、 焼土、 炭化

物 （径 10 mm) を少量含む。 白 色パ ミ ス を微量に含む。
2 灰褐色土 ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 IIllll) を少呈含む。

小礫 ( 5 ~ 10 C!Il) 、 砂利 を多量に含む。
3 暗掲色土 ロ ー ム 粒 を 多量に含む。 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 mm) 、 黒

色粒子 （径 l ~ 3 mm) 、 赤色粒子 （径 2 ~ 3 mm) を少量含む。
4 暗褐色士 ロ ー ム粒 を 多量に含む。 にぶい黄橙色粘土ブ ロ ッ ク （径

50 ~ 80 mm) 、 赤色粒子 （径 2 ~ 3 mm) 、 炭化物 （径 10 IIllll) 
を少量含む。

5 にぶい黄褐色土 ロ ー ム 粒、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 ~ 30 IJ1lll） 、 灰 白 色粘
土 ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を多量に含む口 砂利含む。

6 暗掲色土 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 30 IJ1lll） 、 赤色粒子 （径 2 ~ 3 mm) を
少量含む。

7 にぶい黄褐色土 ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を多量に含む。

SK - 09 土層説明
1 灰褐色土

SK - 10 土層説明
I 褐灰色土
1 暗褐色士

2 黄橙色粘 土

ロ ー ム粒、 白 色パ ミ ス を少量含む。

ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 mm) を 多量に含む。 にぶい
黄橙色粘土プ ロ ッ ク （径 10 mm) を少量含む。
暗褐色土が斑状 に混 じ る 。 炭化物 を少量含む。

SK - 1 1  土層説明
I 褐灰色土
1 暗褐色土

2 黄橙色粘土

SK - 12 土層説明
I 褐灰色土
1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

SK - 1 3  土層説明
I 褐灰色土
1 暗褐色士

2 黒褐色土

SK - 14 土層説明
I 褐灰色土
1 黄橙色粘質土
2 黒色土
3 にぶい黄褐色土
4 黄橙色土
5 暗褐色土
6 黄橙色土

SK - 15 土層説明
1 暗褐色土
2 暗褐色土
3 にぶい黄褐色土

4 褐色土 と 灰 白 色
粘土ブ ロ ッ ク

SK - 1 6  土層説明
1 暗褐色土
2 暗褐色土
3 黄橙色粘質土

ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 IIllll) を 多量に含む。 にぶい
黄橙色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 llllli) を少葦含む。
暗褐色土が斑状に混 じ る 。 炭化物 を少量含む。

ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 mm) 、 赤色粒子 （径
2 ~ 3 mm) を多最に含む。
ロ ー ム 粒、 炭化物 （径 10 mm) を 少 量含む。 焼 土 を 微最
に含む。
灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 10 mm) を 多量に含む。 炭化物 （径
10 Illill) を少量含む。

ロ ー ム粒、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 直） 、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ
ク （径 10 疇） を多量に含む。
ロ ー ム粒を多量に含む。 砂質。

ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 mm) を大量に含む。
ロ ー ム粒 を微量に含む。 砂質。 白 色パ ミ ス を微量に含む。
ロ ー ム粒を多量に含む。 白 色パ ミ ス を微量に含む。
ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 mm) を大最に含む。
ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 mm) を少量含む。
ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 mm) を少景含む。 黒色粒子 （径
1 ~ 3 mm) を微量に含む。 やや砂質ロ

ロ ー ム粒を微贔に含む。
ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 IIllil） を少量含む。 掲色土含む。
ロ ー ム粒を多量に含む。 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 ~ 20 皿）
を少量含む。
ロ ー ム粒を 多量に含む。 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 20 llllll)
を少醤含む。 し ま り ・ 粘性 と も にやや強い。

ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 mm) を少量含む。
ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 mm) を少量含砂。
壁面崩落土。

図 36 SK - 09 ~ SK - 1 6  
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形状 ： 確認された範囲で、 長軸 1. 13 m、 短軸 0. 59 mを測り、 楕円形 を呈する。

構造 ： 断面は皿状で、 緩やかな角 度で立ち上がる。 残 存深 度 0. 20 mを測る。 覆土は灰 白 色粘士 ブロッ

クを含む黒褐色土と暗褐色土である。

遺物 ： 覆土中より中世士器が少量検出されている。 1はかわらけの底部である。

所属時期 ： 出土遺物と覆土の状態から中世と考えられる。

SK  - 18 （ 図 3 7 • 42、 表 9 • 16 ／ 写真 図 版 14 • 19) 

位置 ： 2区西側に位置する。

形状 ： 確認された範囲で、 長軸 1. 35 m、 短軸 1. 00 mを測り、 隅丸長方形 を呈する。

構 造 ： 断面は 凹字形で、 やや開きながら 急角 度で立ち上がる。 残存深 度 0. 73 mを測る。 覆土は上

層にローム ブロックと焼土ブロックを含む暗褐色土、 下層に灰 白色粘土ブロックを含む暗褐色土であ

る。

遺物 ： 覆土中より中世土器が少量検出されている。 1はかわらけで、 内面に煤が付 着している。 2

は揺鉢である。

所属時期 ： 出土遺物と覆土の状態から中世と考えられる。

SK - 19 （ 図 3 7、 表 16 ／ 写真 図 版 14)

位 置 ： 2区西側に位置する。

形状 ： 長軸 1. 28 m、 短軸 0. 65 mを測り、 隅丸長方形 を呈する。

構造 ： 断面は凹字形で、 ほ ぼ垂直に立ち上がる。 残存深 度 0. 37 mを測る。 覆土は灰 白 色粘土ブロッ

クを含む黒褐色士と暗褐色士である。

遺物 ： 覆土から中世土器が少量検出されている。 1はかわらけの底部である。

所属時期 ： 出土遺物と覆土の状態から中世と考えられる。

SK  - 20 （ 図 3 7、 表 16 )

位置 ： 2区西側に位置する。 SC - 20 と重複し、 本遺構が新しい。

形状 ： 長軸 0. 9 6  m、 短軸 0. 7 6 mを測り、 楕円形 を呈する。

構造 ： 断面は凹 字形 で、 ほぼ垂直に立ち上がる。 残 存深 度 0. 48 mを測る。 覆土はロ ーム ブロック

と焼土ブロック、 炭化物を含杓 暗褐色土である。

遺物 ： 検出されなかった。

所属時期 ： 重複関係と覆士の状態から中世と考えら れる。

SK - 21 （ 図 37 、 表 16 )

位置 ： 2区西側に位置する。 SC - 20 と重複し、 本遺構が新しい。

形状 ： 確認された範囲で長軸 1. 20 m、 短軸 0. 41 mを測り、 楕円形 を呈する。

構 造 ： 断面は 凹 字形 で、 急角 度で立ち上がる。 残存深 度 0. 78 mを測る。 覆土はロ ー ム ブロック、
灰 白 色粘士 プロックを含む暗褐色士である。
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SK - 1 7  土層説明
1 暗褐色土 ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 mm) 、 炭化物 （径

10 皿l) を少量含む。 赤色粒子 （径 2 ~ 3 Illlll） を多量に含む。 SK - 21  土層説明
2 黒褐色土 ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を少量含む。 I 褐灰色土

小礫 （径 20 mm) 、 赤色粒子 （径 2 ~ 3 1Il1Il) を微量に含む。 1 暗褐色土
2 暗褐色土

SK - 18 土層説明
1 暗褐色土 ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を少量含む。 3 暗褐色土
2 暗褐色土 ロ ー ム粒、 焼土プ ロ ッ ク （径 10 mm) 、 炭化物 （径 10 mm) 

を少量含む。 4 暗褐色土
3 暗褐色土 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 IIllll入 焼土ブ ロ ッ ク （径 10 Illlll） 、 5 暗褐色土

炭化物 （径 JO mm) を少量含む。
4 暗褐色土 ロ ー ム粒を多量に含む。 炭化物 （径 10 mm) を少品含む。 SK - 22 土雇説明
5 暗褐色土 ロ ー ム粒、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 100mm) を多鼠に含むロ I 褐灰色土
6 黄褐色土 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 100mm 以上） を大最に含む。 1 褐灰色土
7 暗褐色土 ロ ー ム 拉、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 100皿） を 多 量 に 含 むロ

炭化物 （径 10 mm) を少量含む。 2 暗褐色土
8 黄橙色土 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 100mm 以上） を大羹に含む。 灰 白 色 3 暗褐色土

粘土ブ ロ ッ ク （径 100mm) を少量含む。
9 暗褐色土 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 mm) 、 焼 土 プ ロ ッ ク （径 10 mm) 、 4 暗褐色土

炭化物 （径 10 皿） を 多量に含む。
5 暗褐色土

2m 
1 : 60 

ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 30 !IlIIl) を少最含む。
ロ ー ム 粒 を 多量に含む。 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 50 IIllll) を
微量に含む。 灰 白 色粘土ブロ ッ ク を少量含む。
ロ ー ム 粒 を 多量に含む。 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 50 IIllll) を
微蘊に含む。 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク を 多量に含砂。
ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 50 ~ 100mm) を多量に含む。
ロ ー ム粒、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 100mm) を多量に含む。

SK - 19 土層説明
1 暗褐色土 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 mm) を 多量に含む。 灰 白 色

粘土ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 mn1) を少量含む。
2 暗褐色土 ロ ー ム粒を多量 に含む。 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 50 mm) 

を微最に含む。
3 暗褐色土 ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 nun) を少量含む。

SK - 20 土層説明
1 褐灰色土 ロ ー ム粒を多葦に含む。 白 色パ ミ ス 、 焼土ブ ロ ッ ク （径

20 mID) を少量含む。
2 暗褐色土 ロ ー ム粒 を微量に含む。 白 色パ ミ ス 、 焼土ブ ロ ッ ク （径

20 mm) を少量含む。
3 暗褐色土 ロ ー ム粒 を微最に含む。 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 1O IIllll） 、 白

色パ ミ ス 、 焼土ブ ロ ッ ク （径 20 mm) を少量含む。
4 暗褐色土 ロ ー ム粒微量に含む。 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 1O IIllll） 、 焼土

粒 （径 5 mm） 、 炭化物 （径 5 mm) を 多量に含む。 小礫 （径
10 ~ 30 Illlll) を少量含む。

5 暗褐色土 ロ ー ム 粒を微籠に含む。 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 lO IIllll) を
多量に含む。 白 色パ ミ ス 、 焼土プ ロ ッ ク （径 20 IIllll） 、 小
礫 （径 10 ~ 30 mm) を少輩含むロ

6 暗褐色土 ロ ー ム 粒微量 に含む。 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 !O IIllll) を 多
量に含む。 焼土粒 （径 5 mm) 、 炭化物 （径 5 mm） 、 小礫 （径
10 ~ 30 Illlll) を少最含む。

7 暗褐色土 ロ ー ム 粒 を 多呈に含む。 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 50 Illlll) を
少量含む。

白 色パ ミ ス （径 1 mm) を少量含む。 ロ ー ム粒を微量に含む。
砂質。
ロ ー ム粒 を多贔に含む。 砂質あ り 。
ロ ー ム粒を多量に含む。 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 l O nm1) を含む。
砂質あ り 。
ロ ー ム 粒、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 mm) を 多量 に 含 む。
白 色パ ミ ス （径 1 mm) 、 炭化物 （径 5 mm) を微量に含む。
ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を少量含む。

SK - 24 土層説明
I 褐灰色上
1 暗褐色土 ロ ー ム粒 を微量に含む。 白 色パ ミ ス 、 焼土ブ ロ ッ ク （径

20 IIllll) を少最含む。
2 暗褐色土 ロ ー ム 粒 を微醤に含む。 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 100 mm) を

含む。 白 色パ ミ ス 、 焼土 ブ ロ ッ ク （径 20 mm) を少量含む。
3 暗褐色土 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 lo lillil） 、 焼土 （径 5 mm) 、 炭化物 （径

5 mm) を 多量に含む。 砂利含む。
4 暗褐色土 ロ ー ム 粒 を 微量 に含む。 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を

多量に含む。 白 色パ ミ ス 、 焼土ブ ロ ッ ク （径 2O lillil） を
少量含む。

5 暗褐色 土 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 lo lillil） を 多量に含む。 焼土 （径 5
mm) 、 炭化物 （径 5 mm) を少量含む。 砂利含む。

6 暗褐色土 ロ ー ム 粒 を 多 量 に含 む。 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 50 1Ilill) を
少最含む。

7 暗褐色土 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 1o lillil） 、 焼土 （径 5 mm) 、 炭化物 （径
5 mm) を少量含む。 砂利含む。

8 暗褐色土 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 1o lillil） 、 焼土 （径 5 mm) 、 炭化物 （径
5 mm) を少量含む。

9 黒色土 ロ ー ム粒を微量に含む。
10 にぶい黄褐色土 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク を 多彙に含む。

図 37 SK - 1 7 ~ SK - 22 • 24 
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遺 物 ： 覆土中より中世土器が少 量検出されている。

所 属 時 期 ： 出士遺物と覆土の状態から中世と考えられる。

SK - 22 （ 図 3 7、 表 16 )

位 置 ： 2区西側に位置する。 SD - 04、 SC - 12 と重複し、 SD - 04 より 旧 く、 SC - 12 より新しい。
形 状 ： 確認された範囲で、 長軸 1. 39 m、 短軸 0. 72 mを測り、 隅丸長方形 を呈する。

構 造 ： 断面は 凹字形で、 ほぼ垂直に立ち上がる。 残存深 度 0. 4 6 mを測る。 覆土は ロ ームブ ロ ック
を含む暗褐色土である。

遺 物 ： 覆土中より中世土器が少量検出されている。

所 属 時 期 ： 出土遣物と重複関係から中世と考えられる。

SK - 23 （ 図 40、 表 16)

位 置 ： 2区南西側に位置する。 SK - 40 と重複し、 本遺構が 旧 い。

形状 ： 確認された範囲で、 長軸 0. 9 0 m、 短軸 0. 52 mを測り、 隅丸長方形 を呈する。

構 造 ： 断面は 凹字形で、 緩やかな角 度で立ち上がる。 残存深 度 1. 09 mを測る。 覆土は上層ににぶ

い黄褐色粘土ブ ロ ックと焼土ブ ロ ックを含む暗褐色土、 下層に灰 白 色粘土ブ ロ ックを含む暗褐色土で

ある。

遺物 ： 覆土中より中世土器が少量検出されている。

所 属 時期 ： 覆士の状況と出士遺物から中世と考えられる。

SK - 24 （ 図 37 、 表 16)

位置 ： 2区南西側に位置する。 SC - 11 と重複し、 本遣構が新しい。

形状 ： 確認された範囲で、 長軸 2. 39 m、 短軸 0. 92 mを測り、 楕 円 形を呈する。

構 造 ： 断面は台形で、 緩やかに立ち上がる。 残存深 度 0. 40 mを測る。 覆土は ロ ームブ ロ ックと焼

土ブ ロ ック、 炭化物を含む暗褐色土である。

遺 物 ： 検出されなかった。

所 属 時 期 ： 重複関係と覆土の状態から中世と考えられる。

SK - 25 （ 図 38、 表 16)

位 置 ： 2区北東側に位置する。 SC - 09 と重複関係にあり、 本遺構が新しい。

形状 ： 確認された範囲で長軸 1. 78 m、 短軸 0. 53 mを測り、 隅丸長方形 を呈する。

構造 ： 断面は凹字形で、 ほ ぼ垂 直 に立ち上がる。 残存深 度 0. 52 mを測る。 覆土の上層は焼土ブ ロ ッ

クと灰 白 色粘士 ブ ロ ックを含む暗褐色土を主体とする。 下層は灰 白 色粘土ブ ロ ックを含むにぶい黄褐

色土と黄橙色土である。 覆土下層は、 その堆積状況から重複するSC-09 の覆土の可能性が考えられる。

遺物 ： 覆土中より中世土器が少 量検出されている。

時期 ： 出土遣物と重複関係から中世と考えられる。
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SK - 25 土層説明
I 褐灰色土
1 暗褐色 土 焼土プ ロ ッ ク （径 20 mm) を 多量に含む。 炭化物 （径 20 皿1)

を少最含む。 やや砂質。
ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 10 ~ 30 皿） を多量
に含む。

3 にぶい黄褐色土 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を少量含む。
4 黄橙色粘土 黄橙色粘土ブ ロ ッ ク 主体。 し ま り ・ 粘性 と も に非常に強

し ‘。
5 にぶい黄褐色土 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を多葦に含む。

2 暗褐色 土

S K  - 26 土 層 説 明
I 褐灰色土
1 暗褐色土
2 暗褐色土

ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土粒 （径 5 mm) を含む□ 砂質。
ロ ー ム 粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を 多 量 に 含 む。
炭化物 を少量含む。
ロ ー ム拉、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 20 ~ 3O Illlll） を多量に含む。
炭化物 を少最含む。

4 にぶい黄褐色土 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 3O IIllil） を多拮に含む。 SC-09 覆土。

3 暗掲色土

SK - 27 土層説明
］ 掲灰色土
11 暗褐色土
1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色 土

4 暗褐色土

焼土ブ ロ ッ ク （径 20 Illlil) を多量に含む。 炭化物 （径 20 Illlil) 
を少呈含む。 やや砂質。
ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 Illlil) を多呈に含む。 灰 白 色粘土
ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を少董含む。
ロ ー ム粒を少量含む。 焼土 （径 2 Illlil） 、 炭化物 （径 10 Illlil) 
を微量に含鯰
ロ ー ム粒、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 20 Illlil) を多量に含む。

SK - 28 • 29 土層説明
I 褐灰色土
1 褐灰色土
2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 暗褐色土

5 暗褐色土

6 黄橙色枯土

7 褐灰色土

8 暗褐色土
9 暗褐色土

10 暗褐色士

1 1 暗褐色土
12 暗褐色土

13 暗褐色土

SK - 30 土層説明
1 暗褐色土

SK - 3 1  土層説明
1 暗褐色土
2 暗褐色土

3 暗褐色土

焼土ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 mm) 、 炭化物 （径 30 llllll) を含む。
焼 土 ブ ロ ッ ク （径 50 ~ 100mm) 、 炭 化 物 (50 ~ 80 Illll] ) 、
焼土 （径 1 皿） を多量に含む。
にぶい黄褐色粘土プ ロ ッ ク （径 20 lIJill) を含む。 焼土ブ ロ ッ
ク （径 20 皿） 、 炭化物 （計 10 皿） を少量含む。
ロ ー ム粒、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 ~ 30 皿） 、 焼土ブ ロ ッ
ク （径 10 ~ 30 mm) 、 炭化物 （径 10 ~ 50 llllll) を少量含むロ

焼土ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 20 llllil） 、 炭化物 （径 10 ~ 100mm)
含む。
黄橙色粘土ブ ロ ッ ク 主体。 し ま り ・ 粘性 と も に非常 に 強
V ヽ゜
ロ ー ム粒、 灰 白色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 IDID入 炭化物 (10
mm) 、 焼土 （径 3 llllll) 少量含的。 やや砂質。
ロ ー ム粒多量に含む。
ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を 多 量 に 含 む。 炭化物 （径
10 mm) 、 焼土 （径 1 mm) を少量含む。
ロ ー ム粒、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を少量含む。
炭化物 (10 IIllll入 焼土 （径 3 mn1) を微量に含む。 やや砂質。
ロ ー ム粒を少量含む。 砂質。
ロ ー ム 粒 を 多最に含む。 灰 白 色粘土粒 （径 1 皿） 、 焼 土
ブ ロ ッ ク （径 20 mm) 、 炭化物 （径 10 ~ 20 mm) を少量含む。
ロ ー ム粒、 焼土 （径 30 mm) を少量含むロ

ロ ー ム粒、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 2 ~ 50 Illlll） 、 灰 白 色粘土
ブ ロ ッ ク を多量に含む。

ロ ー ム粒を多量に含む。
ロ ー ム 粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を 多 量 に 含 む。
やや砂質。
ロ ー ム粒、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 mm) を 少 量含 む。 や
や砂質。

図 38 SK - 25 ~ SK - 31  
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SK - 26 （ 図 38、 表 16)

位置 ： 2区北東側に位置する。 SC - 09 と重複し、 本遺構が新しい。

形状 ： 確認された範囲で、 長軸 1. 35 m、 短軸 0. 9 0 mを測り、 隅丸長方形 を呈する。

構造 ： 断面は凹字形で、ほぼ垂直に立ち上がる。 残存深 度 0. 43 mを測る。 覆土は上層に ロ ームブ ロ ッ
クを含む暗褐色土、 下層に灰 白 色粘土 ブ ロ ックを含むにぶい黄橙色土である。

遺物 ： 覆土中より中世土 器が少量検出されている。

時期 ： 出上遺物と重複関係から中世と考えられる。

SK - 2 7 （ 図 38、 表 16)

位置 ： 2区北東側に位置する。

形状 ： 確認された範囲で、 長軸 1. 23 m、 短軸 0. 64 mを測り、 隅丸長方形 を呈する。

構造 ： 断面は凹字形で、 ほぼ垂直に立ち上がる。 残存深 度 0. 54 mを測る。 覆土は ロ ー ム ブ ロ ック

と灰 白 色粘土 ブ ロ ック、 焼土粒を含む暗褐色士である。

遺物 ： 覆土中より中世土 器が少量検出されている。

時期 ： 出土遣物と覆土の状態から中世と考えられる。

SK - 28 （ 図 38 • 42、 表 9 • 16 ／ 写 真 図 版 14 • 19) 

位置 ： 2区南側に位置する。 SK - 29 、 SC - 20 と重複し、 SK - 29 より 旧く、 SC - 20 より新しい。
形状 ： 確認された範囲で、 長軸 0. 91 m、 短軸 0. 3 6 mを測り、 隅丸長方形 を呈する。

構 造 ： 断面は 凹字形 で、 ほぼ垂 直に立ち上がり上端は漏斗状に広がる。 残存深 度 1. 13 mを測る。

覆士はローム ブ ロ ック、 焼土、 灰 白 色粘士 ブ ロ ックを含む暗褐色士で、 人為的な埋め戻し跡が窺える。

遺物 ： 覆土中より中世土 器が少量検出されている。

時期 ： 出土遺物と重複関係から中世と考えられる。

SK - 29 （ 図 36、 表 16 ／写真 図 版 14)

位置 ： 2区南側に位置する。 SK - 28、 SC - 20 と重複し、 SK - 28、 SC - 20 より新しい。

形状 ： 確認された範囲で、 長軸 0. 5 0 m、 短軸 0. 27 mを測り、 隅丸長方形 を呈する。

構造 ： 断面は 凹字形 で、 ほ ぼ 垂 直に立ち上がり上端は漏斗状を呈する。 残存深 度 1. 47 mを測る。

覆士は ロ ームブ ロ ックと焼土、 灰 白 色粘士 ブ ロ ックを含む暗褐色土で、 人為的な埋め戻し跡が窺える。

遺物 ： 覆土中より中世土 器が少量検出されている。

時期 ： 出土遺物と覆土の状態から中世と考えられる。

SK - 30 （ 図 38、 表 16)

位置 ： 2区南側に位置する。 SC - 20 と重複し、 本遺構が新しい。

形状 ： 長径0. 65 m、 短径0. 58 mを測り、 円形 を呈する。

構造 ： 断面は凹字形で、 ほ ぼ垂直に立ち上がる。 残存深 度 0. 29 mを測る。 覆土は ロ ー ム ブロック

と焼土 ブ ロ ック、 炭化物を含む暗褐色土である。
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遺 物 ： 検出されなかった。

時期 ： 重複関係と覆土の状態から中世と考えら れる。

SK - 31 （ 図 38、 表 16 )

位 置 ： 2 区北西側に位憶する。

形 状 ： 確認された範囲で、 直径1. 03 mの円形 を呈する。

構 造 ： 断面は 凹字形 で、 ほぼ垂直に立ち上がる。 残存深 度 0. 42 mを測る。 覆土はロ ームブロック

を含むやや砂質の暗褐色土である。 覆土中央には柱痕が見ら れた。

遺 物 ： 覆土中より中世土器が少量検出されている。

時期 ： 出土遺物と覆土の状態から中世と考えら れる。

SK - 3 2 （ 図 39、 表 16)

位 置 ： 2 区中央やや東側に位置する。

形状 ： 確認された範囲で、 長軸 1. 21 m、 短軸 1. 1 6  mを測り、 隅丸長方形 を呈する。

構造 ： 断面は 凹字形で、 ほぼ垂直に立ち上がる。 残存深 度 0. 3 6 mを測る。 覆土はロ ームブロック

と焼土ブロック、 灰 白 色粘土ブロックを含む暗褐色土である。

遺 物 ： 覆土中より中世土器が少量検出されている。
時期 ： 出土遺物と覆土の状態から中世と考えら れる。

SK - 33 （ 図 39、 表 16)

位 置 ： 2区北東側に位置する。

形状 ： 確認された範囲で、 長軸 1. 13 m、 短軸 0. 54 mを測り、 楕円形 を呈する。

構 造 ： 断面は 凹字形 で、 ほぼ垂直に立ち上がる。 残存深 度 0. 24 mを測る。 覆土はロ ームブロック
を含む暗褐色土である。

遺 物 ： 検出されなかった。

時期 ： 覆土の状態から中世と考えら れる。

SK - 34 （ 図 39、 表 16 )

位 置 ： 2 区北東側に位置する。

形状 ： 確認された範囲で、 長軸 1. 62 m、 短軸 1. 53 mを測り、 楕円形 を呈する。

構 造 ： 断面は 凹字形 でほ ぼ垂直に立ち上がる。 残存深 度 0. 4 6  mを測る。 覆土はロームブロックと
灰 白 色粘土ブロックを含む暗褐色土である。

遺 物 ： 覆土中より中世土器が少量検出されている。

時 期 ： 出土遣物と覆士の状態から中世と考えら れる。

SK - 3 5 （ 図 39、 表 16)

位 置 ： 2 区中央南東側に位置する。
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形状 ： 確認された範囲で、 長軸 1. 15 m、 短軸 0. 32 mを測り、 隅丸長方形 を呈する。

構造 ： 断面は 凹字形で、 緩やかに立ち上がる。 残存深 度 0. 31 mを測る。 覆土はロー ム ブロックを
含砂 暗褐色土である。

遺物 ： 覆土中より中世土器が少量検出されている。
時期 ： 出土遺物と覆土の状態から中世と考えられる。

SK - 3 6 （ 図 39、 表 16 )

位置 ： 2区中央南西側に位置する。 SD - 05 と重複し、 本遣構が 旧 い。

形状 ： 確認された範囲で、 長軸 1. 44 m、 短軸 0. 3 0 mを測り、 隅丸長方形 を呈する。

構造 ： 断面は 凹字形で、 ほぼ垂直に立ち上がる。 残存深 度 0. 48 mを測る。 覆土はロー ム ブロック

と灰 白 色粘土ブロック を含む暗褐色土である。

遺物 ： 覆土中より中世土器が少量検出されている。

時期 ： 出土遺物と覆土の状態から中世と考えられる。

SK - 3 7 （ 図 39、 表 16)

位置 ： 2区中央北東側に位置する。 SC - 15 と重複し、 本遺構が新 しい。

形状 ： 確認された範囲で、 長軸 1. 09 m、 短軸 0. 62 mを測り、 隅丸長方形 を呈する。

構 造 ： 断面は 凹字形で、 ほ ぼ垂直に立ち上がる。 残存深 度 0. 77 mを測る。 覆土はロ ーム ブロック

と灰 白 色粘土ブロックを含む暗褐色土である。

遺物 ： 覆土中より中世士器が少量検出されている。

時期 ： 出土遺物と覆士の状態から中世と考えられる。

SK - 38 （ 図 39 • 42、 表 9 • 16 ／写真 図 版 19)

位置 ： 2区南側に位置する。 SD- 04 と重複し、 本遺構が新しい。

形状 ： 確認された範囲で、 長軸 1. 40 m、 短軸 1. 07 mを測り、 隅丸長方形 を呈する。

構造 ： 断面は凹字形で、 ほ ぼ垂直に立ち上がる。 残存深 度 0. 41 mを測る。 覆士はローム粒と焼土、

灰 白 色粘土ブロック を含む暗褐色士である。
遺物 ： 覆土から中世土器が少量検出された。

時期 ： 出土遣物と覆土の状態から中世と考えられる。

SK - 39 （ 図 39、 表 16)

位置 ： 2区中央南西部分に位置する。 SD- 05、 SC- 18 と重複し、 SD- 05、 SC- 18 より 1日 い。
形状 ： 確認された範囲で、 長軸 1. 91 m、 短軸 1. 05 mを測り、 隅丸長方形 を呈する。

構造 ： 断面は凹字形で、 緩やかに立ち上がる。 残存深 度 0. 47 mを測る。 覆土はローム ブロックとロー

ム粒を含む暗褐色土である。

遺物 ： 覆土中より中世土器が少量検出されている。

時期 ： 出土遺物と覆土の状態から中世と考えられる。
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SK - 32 土層説明
1 暗褐色土

2 暗褐色土

SK - 33 土層説明
］ 褐灰色土
1 暗褐色士
2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 暗褐色土

SK - 34 土層説明
I 褐灰色士
1 暗褐色 土

2 暗褐色土
3 暗褐色土
4 暗褐色土
5 暗褐色土

6 暗褐色土

7 暗褐色土

8 暗褐色土

ロ ー ム粒、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 2 ~ 50 mm) を 多量に含む。
焼土ブロ ッ ク (20 ~ 50 lI1lll） 、 炭化物 を少最含む。
ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 2 ~ 50 llllll） 、 灰 白 色粘土
プ ロ ッ ク を 多量 に含む。

白色パ ミ ス （径 1 mm入 焼土プ ロ ッ ク （径 10 mm) を少量含む。
焼土ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を多量に含む。 白 色パ ミ ス （径
l lDID) を少巌含む。

砂利 を 多 く 含む。 焼土プ ロ ッ ク （径 10 mm) 、 炭化物 を 多
量に含む。
ロ ー ム 粒、 焼土プ ロ ッ ク （径 10 mm) 、 炭化物 （径 lO IDlil)
を少量含む。

焼 土 ブ ロ ッ ク （ 径 5 ~ 10 mm) 含 む。 炭 化 物 （径 5 mm) 
を少量含む。
ロ ー ム粒、 焼土 （径 5 mm) 、 炭化物 （径 5 mm) を少量含む。
ロ ー ム粒を多葦に含む。 炭化物 （径 5 mm) を少量含む。
ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 20 mm) を 多量に含む。
ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 30 ~ 50 mm) を多量に含む。
灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 10 nlill入 赤色粒子 （径 2 ~ 3 mm) 、
炭化物 （径 10 mm) を少量含む。
ロ ー ム粒を 多量に含む。 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 mm) 、 灰
白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 mm) 、 赤色粒子 （径 2 ~ 3 皿） 、
炭化物 （径 10 mm) を少拭含む。 やや砂質。
ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 mm) 、 灰 白 色粘
土ブ ロ ッ ク 、 赤色粒子 （径 2 ~ 3 IIllil） 、 炭化物 を少量含む。
やや砂質。
ロ ー ム粒、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 mm) を少量含む。
灰 白 色粘土プ ロ ッ ク 、 赤色粒子 （径 2 ~ 3 mm) 、 炭化物
を多量に含む。

SK - 35 土層説明
I 褐灰色土
1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 掲色土

SK - 36 土層説明
1 暗褐色土
2 暗褐色土

SK - 37 土層説明
I 褐灰色土
1 暗褐色土

SK - 38 土層説明
I 褐灰色土
1 暗褐色土
2 暗褐色土
3 暗褐色土

ロ ー ム 粒 を 多量に含む口 黒色粒子 （径 1 ~ 3 mm) 、 赤色
粒子 （径 2 ~ 3 mm) を微量に含む。
ロ ー ム粒、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 ~ 100mm) を多量に含む。
黒色粒子 （径 1 ~ 3  lillll) 、 赤色粒子 （径 2 ~ 3 mm) を 少
徽含む。
ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 50mm) を少量含む。 黒色
粒子 （径 1 ~ 3 mm) 、 赤色粒子 （径 2 ~ 3 皿） を微量に含む。
ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 30 ~ 50 mm) を 多量 に含む。 焼土 ブ ロ ッ
ク （径 10 IIllil） 、 炭化物 （径 5 mm) を少最含む。

ロ ー ム粒、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 mm) を多量に含む。
灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を 少 蘊含む。 暗褐色土
が斑状に混 じ る 。 褐鉄鉱 を微量に含む。

ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 mm) 、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10
mm) を多量に含む。

ロ ー ム粒を微量に含む口 焼土を少量含む。
ロ ー ム粒を少量含む。
ロ ー ム粒、 赤色粒子 （径 2 ~ 3 mm) を少量含む。 ロ ー ム
ブ ロ ッ ク （径 lo llllll） 、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク (10 mm) を多
量に含む。

図 39 SK - 32 ~ SK - 38  
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SK - 40 （ 図 38 • 40、 表 9 • 16 ／ 写真 図 版 19)

位置 ： 2区南西側に位置する。 SC - 12 と重複し、 本遣構が新しい。

形状 ： 確認された範囲で、 長軸 0. 95 m、 短軸 0. 77 mを測り、 楕円形 を呈する。

構造 ： 断面は凹字形で、 ほぼ垂直に立 ち 上がる。 残存深 度 l. 29 mを測る。 覆土は ロ ー ム ブ ロ ック
を含む暗褐色土である。

遺物 ： 検 出されなかった。

時期 ： 重複関係と覆土の状態から中世と考えられる。

SK - 41 （ 図 38、 表 16 ／写真 図 版 15 )

位置 ： 2区北東側に位置する。 SK - 47 と重複し、 本遺構が 旧 い。

形状 ： 確認された範囲で、 長軸 4. 05 m、 短軸 0. 95 mの隅丸長方形 を呈する。

構 造 ： 断面は凹字形で、 ほ ぼ 垂 直に立 ち 上がる。 残存深 度 0. 66 mを測る。 覆土は ロ ー ム ブ ロ ック
と小礫を含む暗褐色土である。

遺物 ： 検 出されなかった。

時期 ： 重複関係と覆土の状態から中世と考えられる。

SK - 42 （ 図 38、 表 16 )

位置 ： 2区中央北東側に位置する。

形状 ： 確認された範囲で、 長軸 1. 06 m、 短軸 0. 54 mを測り、 隅丸長方形 を呈する。

構造 ： 断面は凹字形で、 ほぼ垂直に立 ち 上がる。 残存深 度 0. 54 mを測る。 覆士は ロ ー ム ブ ロ ック

と灰 白 色粘土ブ ロ ックを含む暗褐色土である。

遺物 ： 検 出されなかった。

時期 ： 覆土の状態から中世と考えられる。

SK - 43 （ 図 38、 表 16 )

位置 ： 2区南東側に位置する。 SC - 2 0 と重複し、 本遣構が新しい。

形状 ： 確認された範囲で、 長軸 1. 43 m、 短軸 0. 42 mを測り、 楕円形 を呈する。

構造 ： 断面は皿形で、 なだ らかに立 ち上がる。 残存深 度 0. 44 mを測る。 覆土は焼土ブ ロ ックと炭化

物、 小礫を含む黒褐色土である。

遺物 ： 検 出されなかった。

時期 ： 重複関係と覆土の状態から中世と考えられる。

SK - 44 （ 図 39、 表 16 )

位置 ： 2区南東側に位置する。 SC - 2 0 と重複し、 本遺構が新しい。

形状 ： 長軸 1. 07 m、 短軸 0. 86 mを測り、 不整円形 を呈する。

構造 ： 断面は凹字形で、 ほ ぼ垂直に立 ち 上がる。 西側はテラスをも ち 緩やかに立 ち上がる。 残存深
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SK - 39 土層説明
］ 掲灰色土
1 暗褐色土
2 暗褐色土

SK - 23 土層説明
］ 褐灰色土
1 暗褐色土

2 にぶい黄褐色土
3 暗褐色土

4 暗褐色土

5 暗褐色土

6 暗褐色土

7 暗褐色土

8 暗褐色土

SK - 40 土層説明
1 暗褐色土

2 褐灰色土
3 暗褐色土
4 暗褐色土
5 褐灰色土

ロ ー ム粒、 焼土、 炭化物 を少量含む。
ロ ー ム 粒 を 多量に含む。 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 30 mm) を
少量含む。

にぶい黄褐色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を含む。 焼土プ ロ ッ
ク （径 10 mm) 、 炭化物 （径 10 ~ 20 mm) を少量含む。
し ま り ・ 粘性 と も に非常に強い。
灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を少量含む。 焼土 （径 1 mm)
を含む。
ロ ー ム 粒、 灰 白 色粘土粒 （径 1 mm) 、 焼 土 （径 1 mm) を
微量に含む。
にぶい黄褐色粘土ブロ ッ ク （径 10 mm) 、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ
ク （径 50 mm) 、 焼土プ ロ ッ ク （径 10 mm) 、 炭化物 （径 10
~ 20 mm) を少量含む。
灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 10 mm) 、 焼土 （径 1 mm) 、 炭化
物 を少量含む。
ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を少量含む。 灰 白 色粘土ブ ロ ッ
ク （径 10 mm) を多量に含む。
ロ ー ム粒を多旦に含む。

SK - 41 土層説明
1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

SK - 42 土層説明
I 褐灰色土
1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 暗褐色土

5 暗褐色土

2m 
1 : 60 

ロ ー ム粒を少量含む。 焼土ブロ ッ ク （径 10 mm入 炭化物 （径
10 mm） 、 小礫 （10 ~ 100 mm) を微醤に含む。 やや砂質。
ロ ー ム 粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （ 径 10 ~ 50 mm） 、 小 礫 (10
~ 30 lillll） を少量含む。 焼土ブ ロ ッ ク （径 lO lillil） 、 炭化物 （径
10 mm) を微量に含む。 やや砂質。
ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 50 皿） 、 黒色拉子 （径 1 ~ 3
mm) 、 赤色粒子 （径 2 ~ 3 mm） 、 小礫 （径 10 ~ 30 mm) を
少蘊含む。

ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 llllll） 、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10
皿1) を少贔含む。
ロ ー ム粒を多星に含むロ ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 20 ~ 30 mm) 
を少籠含む。
ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 100 mm) が 主体。 黒色粒子 （径
1 ~ 3 mm) を少量含む。
ロ ー ム粒を 多量に含む。 灰 白 色粘土ブロ ッ ク （径 10 llllll) 
を少量含む。
ロ ー ム粒、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 皿） を多旦に含む。

ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 30 mm) 、 灰 白 色粒 （径 0. 1 mm) 、
焼土ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を少量含む。
ロ ー ム粒を微量に含む。
ロ ー ム粒、 焼土粒を少鼠含む。
灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 30 mm） 、 ロ ー ム粒を少量含む。
灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10 ~ 20 mm) を多量に含む。

図 40 SK - 23 • 39 ~ SK - 42 

- 53 -



度 0. 42 mを測る。 覆土はローム粒を含む暗褐色土である。

遺物 ： 検 出されなかっ た。

時期 ： 重複関係と覆土の状態から中世と考えられる。

SK - 45 （ 図 39、 表 16)

位置 ： 2区北東側に位置する。 SC - 21 と重複し、 本遣構が新しい。

形状 ： 確認された範囲で、 長軸 1 . 24 m、 短軸 0. 62 mを測り、 楕円形 を呈する。

構造 ： 断面は凹字形で、 垂直に立ち上がる。 残存深 度 0. 67 mを測る。 覆土はローム粒とローム ブロッ
クを含む暗褐色土である。

遺物 ： 覆士中より中世土器が少量検 出されている。

時期 ： 重複関係と覆土の状態から中世と考えられる。

SK - 46 （ 図 39、 表 16 )

位置 ： 2区北側に位置する。 SC - 21 と重複し、 本遺構が新しい。

形状 ： 確認された範囲で、 長軸 0. 95 m、 短軸 0. 41 mの隅丸長方形 を呈する。

構造 ： 断面は 凹字形で、 ほぼ垂直に立ち上がる。 残存深 度 0. 58 mを測る。 覆土は焼士 ブロックと

白 色パ ミ スを含的暗褐色土である。

遺物 ： 検 出されなかっ た。

時期 ： 重複関係と覆土の状態から中世と考えられる。

SK - 47 （ 図 39、 表 16 ／写真 図 版 15 )

位置 ： 2区北東側に位置する。 SK - 41 と重複し、 本遣構が 旧 い。

形状 ： 確認された範囲で、 長軸 1 . 84 m、 短軸 1 . 32 mを測り、 隅丸長方形 を呈する。

構造 ： 断面は 凹字形で、 ほ ぼ垂 直に立ち上がる。 残存深 度 0. 62 mを測る。 覆土はローム ブロック
と灰 白 色粘土 ブロック、 白 色パ ミ スを含む暗褐色土である。

遺物 ： 検 出されなかっ た。

時期 ： 重複関係と覆土の状態から中世と考えられる。

SK - 48 （ 図 39、 表 16 ／ 写 真 図 版 15 )

位置 ： 2区北東側に位憧する。 SC - 09 と重複し、 本遣構が新しい。

形状 ： 確認された範囲で、 長軸 1 . 53 m、 短軸 0. 73 mを測り、 隅丸長方形 を呈する。

構 造 ： 断面は 凹字形で、 開きながら 立ち上がる。 残存深 度 0. 92 m を測る。 覆土はロ ー ムと焼土、
灰 白 色粘土プロックを含砂 暗褐色土である。

遺物 ： 覆土中位から 底面にかけて、 動物遺存体 （ ウマと考えら れる） の大 腿骨 及び腔骨 ・ 中足 骨 が

検 出されている。 雌雄や馬齢は不明である。

時期 ： 重複関係と覆土の状態から中世と考えられる。
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SK - 43 土層説明
1 黒褐色土 焼土ブ ロ ッ ク （径 10 mm) 、 炭化物 （径 10 mm) 少星含む。

小礫 （径 10 ~ 50 mm) を含む。

SK - 45 土層説明
I 褐灰色土
1 暗褐色土
2 暗褐色土
3 暗褐色土
4 暗褐色土
5 暗掲色土

6 暗褐色士
7 黒色土

SK - 46 土層説明
］ 褐灰色土
1 暗褐色土
2 暗褐色土
3 暗褐色土

ロ ー ム粒、 焼士、 炭化物 を微量に含む。
ロ ー ム拉、 焼土プ ロ ッ ク （径 10 ~ 30 1\11\l) 、 炭化物 を含む。
ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 1\11\l) を少量含む。
ロ ー ム粒を少量含む。
ロ ー ム粒を少品含む□ 黒色粒子 （径 1 ~ 3 mm) を微量に
含む。 やや砂質。
ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を多量に含む。
ロ ー ム粒、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 mm) を 多量に含む。

白 色パ ミ ス 、 焼土プ ロ ッ ク （径 10 mm) を少量含む。
白 色パ ミ ス 、 焼土ブ ロ ッ ク （径 50 mm) を多量に含む。
ロ ー ム粒、 焼土プ ロ ッ ク （径 10 mm) 、 炭化物 （径 10 mm)
を少量含むロ

SK - 47 土層説明
1 暗褐色土

2 暗褐色土
3 暗褐色土
4 暗褐色土

SK - 48 土層説明
1 暗褐色土
2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 暗褐色土

5 暗褐色土

白 色パ ミ ス を微量に含む。 砂利 を 少 量含む。 やや砂質。
小礫 （径 lO llllll) を含む。
ロ ー ム粒を多量に含む。
ロ ー ム粒、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 lllil) を 多量に含む。
ロ ー ム粒、 ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 10 mm) 、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ
ク （径 10 llllll) を多量に含む。

焼土ブ ロ ッ ク （径 10 mm) 、 砂利 を含む。
ロ ー ム ブ ロ ッ ク （径 10 mm) 、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10
mm) を多量に含む。 焼土 （径 5 mm) を少量含む。
ロ ー ム プ ロ ッ ク （径 30 皿） 、 灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 10
mm) 、 焼土 （径 5 mm) を多量に含む。
灰 白 色粘土ブ ロ ッ ク （径 50 mm) を 多量に含む。 焼土ブ ロ ッ
ク （径 10 mm) 、 炭化物 （径 5 mm) を少蓋含む。
灰 白 色粘土プ ロ ッ ク （径 10 mm) 、 炭化物 （径 10 皿） を
少量含む口 やや砂質。

図 41 SK - 43 ~ SK - 48 
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表 9 SK 出 土遺物観察表

No. 器 種 法量 (cm) 形態 ・ 成形手法の特徴 調整手法の 特徴 胎土 ・ 色調 備 考
4 - 1 土 錘 長 さ 4. 5 幅 1 . 2 厚 さ 1 . 0 孔径 0. 4 重 さ 5. 6g 
5 - 1 銅 銭 径 2. 4 厚 さ 0. 1 孔径 0. 6 重 さ 2. l g  「 冗豊通宝 」
8 - 1 中 世土器 ロ 径 (7. 9) 体部 は直線的 に 立 ち 上 が る 。 体部 ロ ク ロ 整形。 底部回転糸 チ ャ ー ト ・ 角 閃石 ロ 縁部～底部

か わ ら け 底径 (4. 6) 底部 は高台状に小 さ く 立 ち 上 切 り 。 内外面 一 橙色 1/5 残存。
器高 2. 2 が る 。

8 - 2 中 世土器 ロ 径 14. 4 体部 は直線的 に 立 ち 上が る 。 体部 ロ ク ロ 整形。 底部左回転 チ ャ ー ト ・ 角 閃石 ほ ぼ完形。
か わ ら け 底径 8. 4 底部 は高台状に小 さ く 立 ち 上 糸切 り 。 内外面 一 橙色

器高 2. 9 が る 。
8 - 3 中 世土器 ロ 径 （14. 3) 体部 は直線的 に 立 ち 上 が る 。 体部 ロ ク ロ 整形。 底部左回転 角 閃石 ロ 縁部～底部

か わ ら け 底径 (8. 2) 糸切 り 。 内外面 一 橙色 1/3 残存。
器高 2. 9

8 - 4 中 世土器 ロ 径 （15 . 7) 体部 は直線的 に 立 ち 上が る 。 体部 ロ ク ロ 整形。 底部左回転 角 閃右 ロ 縁部～底部
か わ ら け 底径 (9. 7) 糸切 り 後 に 、 板状圧痕。 見込 内外面 ー 橙色 1/4 残存。

器高 2. 9 み に 直線的 な ユ ビナデ。
8 - 5 焙烙 ロ 径 一 体部 は直線的 に 開 く 。 口 縁端 体部 ロ ク ロ 整形。 内外面 一 灰色 ロ 縁部小片。

底径 一 部が短 く 内彎す る 。
甜ロロ ー

晶
L

一

8 - 6 板 碑 表面に印刻。 右側面に加工痕。 長 さ 18 . 7 幅 8. 4 厚 さ 2. 1 重 さ 677. 9g 緑泥片岩。
8 - 7 動物遺存体 重 さ 49. 2g 貝 殻
9 - 1 中 世土器 ロ 径 （1 1 . 7) 体部 は直線的 に 立 ち 上が る 。 体部 ロ ク ロ 整形。 底部 回転糸 片岩 ロ 縁部～底部

か わ ら け 底径 (5. 9) 切 り 。 内面 ー にぶい橙色、 1/6 残存。
器高 2. 1 外面 ー 橙色

17 - 1 中 世土器 ロ 径 一 底部 は 関 台状に小 さ く 立 ち 上 体部 ロ ク ロ 整形。 底部 回転糸 チ ャ ー ト 底部 1/4 残存。
か わ ら け 底径 (8. 0) が る 。 切 り 。 見込み に螺旋状 ロ ク ロ 内面 ー にぶい橙色、

布ロロー蘭 一 目 ・ ユ ビナデ。 外面 一 橙色
18 - 1 中 世上器 ロ 径 7. 0 体部 は直線的 に 立 ち 上 が る 。 体部 ロ ク ロ 整形。 底部 回転糸 角 閃石 ほ ぼ完形。

か わ ら け 底径 4. 3 見込み周縁部が窪む。 底部は 切 り 。 内外面 一 橙色
器高 1 . 6 高台状に小 さ く 立 ち 上 が る 。

28 - 1 中 世土器 ロ 径 12. 6 体部 は 内彎気味 に 立 ち 上 が 体部 ロ ク ロ 整形。 底部左回転 片岩 ・ 角 閃石 ほ ぼ完形。
か わ ら け 底径 7. 3 る 。 見込み周縁部 が 窪む。 底 糸切 り 。 内外面 一 橙色 内 面 に ス ス 付

隣高 2. 3 部 は病台状に小 さ く 立 ち 上が 着。
る 。

28 - 2 播 鉢 ロ 径 一 体部 は直線的 に 関 く 。 外面 ー 剥離。 内面 ー 櫛 目 。 角 閃石 体部小片。
底径 一 内面 一 明 赤褐色、
器裔 ー 外面 ー 橙色

38 - 1 甕 ロ 径 一 胴部 は大き く 膨 ら む。 口 縁部 外面 ー ナデ。 内面 ー ナデ、 輪 多量の石英 常滑。 口 縁部 ～
底径 一 は彎曲 し 、 縁帯が付 く 。 口 唇 積み痕。 内面 一 明 赤褐色、 体部小片。 口 縁
諮高 一 部 に 凹線。 粘土紐積み上 げ成 外面 ー にぶい赤褐 部 に ス ス 付着。

形。 色
40 - 1 中 世土器 ロ 径 一 体部 は 内彎気 味 に 立 ち 上 が 体部 ロ ク ロ 整形。 底部左回転 角 閃石 底部残存。

か わ ら け 底径 5. 7 る 。 底部は高台状に小 さ く 立 糸切 り 。 内外面 一 橙色
喘直 一 ち上が る 。

( 6 ) ピ ッ ト （ 図 4 • 4 1 、 表 1 0 重 1 7 ／写真 図 版 20)

本調査区では総計 145 基を検出した。 ピットの分布範囲は1区では北東側に多 く、 2区では北側に

密集している。 各ピット は円形 、 楕円形のものが主体で、 一部方形 も認め られる。 規模は長径25~
50 cm 、 短径20~40 cm 、 残存深 度 20~50 cm を測り、 覆土はA : ロームブロックを含む暗褐色土のもの、

B : 焼土を含む灰褐色土のものに分類できる。 重複関係からBを含む ピット がAを含む ピット より新

しい。 このため 少なくとも 2時期にわたって ピット 群が形成されたと考えられる。 柱痕が認め ら れる

ピット は数某検出したが、 柱列が組め るものは確認されなかった。 遺物は、 P - 5 6、 58、 8 6、 89 、 9 6

~98、 1 00、 104 からかわらけ片や銅 （ 北宋 ） 銭が出土しており、 P - 67 からは板碑に使用される緑

泥片岩が出土している。 P - 98出土の銅銭は紹 聖元宝で初鋳 1094 年である。 出土遺物と覆土の状態

から、 帰属時期はすべて中世以降と考えられる。
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図 43 ピ ッ ト 出 土遺物

表 1 0 ピ ッ ト 出 土遺物観察表

No. 器 種 法量 (crn) 形態 ・ 成形手法の特徴 閏整手法の 特徴
56 - l 中世士器 ロ 径 (8. 4) 体部 は 内 彎気 味 に 立 ち 上 が 体部 ロ ク ロ 整形。 底部 回転糸

かわ ら け 底径 (5. 6) る 。 底部 は高台状に小 さ く 立 切 り 。
障高 2. 8 ち 上 が る 。

58 - 1 中 世土器 ロ 径 一 見込み周縁部が窪む。 体部 ロ ク ロ 整形。 底部左回転
かわ ら け 底径 一 糸 切 り 。

器高 6. 0
67 - l 中 世土器 ロ 径 （9. 2) 体部 は 内 彎 し て 立 ち 上 が る 。 体部 ロ ク ロ 整形。

かわ ら け 底径 （7. 0)
隣高 1 . 4

67 - 2 板 碑 長 さ 25 . 0 幅 23 . 0 厚 さ 5 . 0 重 さ 3, 500. 0g 

P-67
2

O 4cm 

l I I I I | | 1 2 

1 0押
1 : 4

胎土 ・ 色調 備 考
雲丹 ・ 角 閃石 ロ 縁部～底部
内 面 一 橙色、 外面 1/6 残存。
ー にぶい褐色
角 閃石 底部 1/2 残存。
内 面 ー 橙色、 外面
ー にぶい黄橙色
角 閃石� ロ 縁部～底部
内外面 一 明 赤褐色 1/5 残存。

緑泥片岩。
76 - 1 中 世土器 ロ 径 (8. 2) 体部 は直線的に 立 ち 上が る 。 体部 ロ ク ロ 整形。 底部回転糸 雲母 ・ 角 閃石 ロ 縁部～底部

かわ ら け 底径 (5. 6) 切 り 。 内外面 ー 橙色 1/5 残存。
器高 1 . 6

98 - 1 銅 銭 径 2. 4 厚 さ 0. 1 孔径 0. 6 重 さ 2 . 5g  「 紹聖通宝 」
か

1 04 - 1 中 世土器 ロ 径 一 体部 は 内 彎気味に立 ち 上が 体部 ロ ク ロ 整形。 底部 回転糸 片岩 体部 下半～底
かわ ら け 底径 (8 0) る 。 切 り 。 内外而 一 橙色 部 1/6 残存。

隣高 一

4 遺 構 外 出 土 遺 物 （ 図 42、 表 11 ／ 写 真 図 版 20 • 21) 

本調査区で は、 遺構内出土遺物のほかに遺構外 からも遺物が検出されている。 また遺構内からの出

土ではあるが、 遺構の所属時期と大 きく異なる遣構埋没の際に流入 したものと思われるものも同様に

ここで扱った。 出士 した遣物 は中世以 降の遺物が大 半を占めており、 特に1区において多くみられた。

1~4 は縄紋土 器である。 1は半戴竹管状工具で沈線を引いた後、 沈線間に連続爪形文を施 している。

2~4 は縄紋時代中期である。 5~7 は 土師器片で、 5 は外 反する 口 縁部、 6 • 7 は高坪の脚部であ
る。 古墳時代のものと思われる。 8 は埴輪片である。 これら は近隣に赤坂埴輪窯や古墳群が存在する

事から その関係性が窺われる。 9~12 は中世以 降の遺物で、 9 は 土 鍋の一部、 10 は 焙烙、 11 は常滑

焼の甕である。 12 は砥石、 13 は球状を呈する石製品で、 小型の五輪塔 の水輪と考えられる。
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図 44 遺構外 出 土遺物

表 1 1 遺構外 出 土遺物観察表

No. 器 種 法量 (cm) 形態 ・ 成形手法の特徴 調整手法の特徴 胎土 ・ 色調 備 考
1 縄紋土器 ロ 径 一 ロ 縁部 が 内 彎す る 。 粘土紐積 外面 ー 半歓竹管状工具 に よ る 角 閃石 SC � 0 1 出 土。

深 鉢 底径 一 み上げ成形。 沈線 を斜位に施紋後 、 連続爪 内 面 ー にぶい黄橙 有尾式。 口 縁部
翫ロ ロ 百回 ― 形文。 内面 ー ナデ。 色、 外面 一 褐色 小片。

2 縄紋土器 ロ 径 一 体部 は直線的 に 立 ち 上が る 。 外面 ー 単沈線に よ る 条線 を縦 片岩 ・ 角 閃石 SC - 08 出 土。
深 鉢 底径 一 粘土紐積み上 げ成形。 位に施紋。 内 面 ー ナデ。 内 面 一 褐色、 外面 体部小片。

益皿 吉向 ― ー にぶい黄橙色
3 縄紋土器 ロ 径 一 ロ 縁部 が 内 彎す る 。 粘土紐積 外面 ー 隆帯で楕 円 状 に 区画。 片岩 ・ 角 閃石 SD - 02 出 土。

深 鉢 底径 一 み上 げ成形。 区画内 に R の無節縄文 を横位 内 面 一 明褐色、 外 ロ 縁部小片。
器高 一 障紋後 、 区画脇 に 凹線を配す。 面 ー にぶい褐色

内 面 ー ナデ。
4 縄紋土器 ロ 径 一 体部 は彎 由 気 味 に 立 ち 上が 外面 ー 単沈線で縦位 に 区画。 片岩 ・ 角 閃石 SK - 08 出 土。

深 鉢 底径 一 る 。 粘土紐積み上 げ成形。 区画内 に RLR 複節縄紋 を縦位 内 面 ー にぶい赤褐 体部小片。
甜ロ ロ ー蘭 一 充填 内 面 ー ナデ。 色、 外面 ー 黄灰色

5 士 師器 ロ 径 一 頸部で屈 曲 し 、 口 縁部 は外傾 内外面 ー ヨ コ ナデ、 赤彩痕。 チ ャ ー ト ・ 角 閃石 SD - 03 出 土。
甕 底径 一 す る 。 粘土紐積み上げ成形。 外面 一 橙色 ロ 縁部小片。

祐ロロ
ー蘭 一
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6 上師器 ロ 径 一 脚部上半は直線的 に 立 ち 上が 外面 ー 脚部ナデ。 チ ャ ー ト ・ 角 閃石 SD - 0 1 出 土。
高 坪 底径 一 る 。 内面ー 黄橙色、 外面 脚部小片。

器高 一 ー にぶい橙色
7 土師器 ロ 径 一 脚部下半に膨 ら み を も つ。 外面 ー脚部ナデ。 内 面ー脚部 片岩 ・ 角 閃石 SD - 0 1 出土。

高 坪 底径 一 絞 り 目 後、 ナデ。 内外面 一 明赤褐色 脚部小片。
器高 一

8 埴 輪 ロ 径 一 基底部がやや外反す る 。 粘土 外面 ー 下端 ヨ コハケ後、 タ プ 片岩 ・ 角 閃石 SD - 03 出 土。
底径 紐積み上げ成形。 ハケ。 内面 ー ナデ。 底面一圧 内外面一 明赤褐色 基底部小片。
牒高 一 痕。， 上 鍋 ロ 径 一 体部 は直線的 に立ち上が り 、 体部 ロ ク ロ 整形。 外面 ー エ具 片岩 ・ 雲厨 · 角 閃石 2 区出土。 ロ
底径 一 ロ 縁部が 内彎す る 。 口 縁端部 痕。 内外面 一橙色 縁部～体部小
器高 一 が短 く 内彎す る 。 片。

1 0  焙烙 ロ 径 一 ロ 縁部 ・ 体部は直線的 に 開 く 。 体部 ロ ク ロ 整形。 チ ャ ー ト 1 区出土。 ロ
底径 一 ロ 縁部が肥厚す る 。 内外面 ー 暗灰黄色 縁部～体部小
泰ロロー高 一 片。

1 1  甕 ロ 径 一 体部は彎曲気味に立ち上が 外面ー タ タ キ 目 。 内 面 ー ナデ、 内面 ー 暗灰黄色、 外 常滑。 1 区出
底径 一 る 。 粘土紐積み上げ成形。 輪積み痕。 面一灰黄褐色 土。 体部小片。
器高 一

12  石 器 佑面、 左面下半 ・ 上面の 一部 に 直按打撃 に よ る 剥離。 下面に磨痕。 長 さ 15 . 4 幅 7. 5 厚 さ 2 区出土。 頁
砥 石 3. 0 重 さ 533 . lg 岩。

1 3  石製品 加工痕。 長 さ 9. 0 幅 9 . 2 厚 さ 9. 3 重 さ 465 . 6g 1 区出 七。 角
閃石安 山岩。

表 1 2 SC 計測表
濃 構 名 平 面 形 規 模 (m)  備 考

最大幅 （上面） 短 径 深 さ
SC - 0 1  5 . 0 5 4 .  90 1 .  00
SC - 02 楕 円 形 2. 20 2 . 45 1. 14
SC - 03 1 1 .  40 1 1 .  40 0 . 88 SK - 06 に切 ら れ る 。
S C  - 04 2. 1 5 2 .  00 0 . 92
SC - 05 7 .  2 1 9 . 00 0 . 96
SC - 06 4. 68 5 .  40 0 . 76 SD - 03 、 SK - 08 に切 ら れ る 。
SC - 07 6 . 3 3 7 . 86 0 . 63 SD - 0 1 に切 ら れ る 。
S C  08 7. 80 7 . 88 0 . 77 SD - 0 1 に切 ら れ る 。
S C  - 09 6. 36 6 . 40 0 . 53 SK  - 25 • 26 • 34 • 48 に切 ら れ る 。
SC 10  13 .  86 1 3 . 56 0 . 78
SC - 1 1  6 . 40 6 . 20 1 . 03
SC - 12  楕 円 形か 13 . 60 14. 00 0 . 90 SC - 1 8 と 同 一 の 可能性。 SK - 20 • 21 • 22 • 24 • 40 

に切 ら れ る 。
SC - 1 3  [2 .  00]  [2 .  00] 0. 96
SC - 14  [2. 00]  [2 .  00] 0. 90
SC 15 [2 .  00]  [2 .  00] 0. 96 SK - 42 に切 ら れ る 。
S C  - 16  5 . 29 4. 73 1 .  05
SC - 17 [5 .  40] 4. 1 5 1 . 1 5
S C  - 1 8  1 5 . 1 0 1 . 1 1 S C  - 12 と 同 一 の 可能性。
SC - 19 3 . 40 3 . 48 0 . 96
SC - 20 8 . 20 8 . 00 0 . 82 SK - 44 • 45 に切 ら れ る 。
S C  - 2 1  4. 5 8 4. 60 0 . 95 SK - 45 • 46 • 4 7 に切 ら れ る 。
表 1 3 SF 計測表

遺 構 名
SF - 0 1  
SF  - 02 

平 面 形
隅丸長方形
隅丸長方形

規
長 径
4. 00 
3 . 84

模 (m )

冒 1言
備 考

表 1 4 SD 計測表

遺 構 名 平 面 形 規 模 (m) 備 考長 径 短 径 深 さ 方 位
SD - 0 1  [30. 3 7 ]  N - 78° - E 1 区。 SK - 07 に切 ら れ 、 SC - 07 • 08 0 . 48 0 . 40 を切 る 。
SD - 02 [ 14. 45] 0 . 20 N - 8 ° - E  1 区。 SK - 09 に切 ら れ る 。
SD - 03 6 . 75 1 .  5 5 0 . 34 N - 10° - E 1 区。 SC - 06 を切 る 。
SD - 04 1. 05 0 . 78 N - 27° - E 2 区。 SD - 05 を切 る 。
SD - 05 0 . 74 0 . 43 N - 75° - E 2 区。 SD - 04 に切 ら れ る 。
表 1 5 SW 計測表

遺 構 名 1 平 面 形
SW - 0 1  楕□形

規
長 径

1 .  1 2  

模 (m ―)： 
- 60 -

備 考



表 1 6 SK 計測表

遺 構 名 平 面 形 規 模 (m) 備 考長 径 短 径 深 さ
SK - 0 1  隅丸長方形 1. 58 0 .  28 0 . 54 1 区。
SK - 02 円 形 0. 68 0 . 35 0 . 63 1 区。 P - 04 に切 ら れ る 。
SK - 03 円 形 1 . 1 8 1 .  08 0. 82 1 区。 P - 43 に切 ら れ る 。
SK - 04 隅丸長方形 1. 95 [O . 68] 0 . 65 1 区。 P - 1 2 に切 ら れ る 。
SK - 05 隅丸長方形 1. 27 1. 04 1. 20 1 区。
SK - 06 円 形 0 .  98 0 . 80 0. 37 1 区。 SC - 03 を切 る 。
SK - 07 楕 円 形 0 .  75 0 . 66 0 . 16 1 区。 SD - 0 1 を切 る 。
SK - 08 楕 円 形 2 .  73 2 . 54 0. 36 1 区。 SC - 06 を切 る 。
SK - 09 隅丸長方形 [0. 95]  0 . 95 0 . 28 1 区。 SD - 02 を切 る 。
SK - 1 0  円形か 0. 80 0 . 36 0. 18 1 区。
SK - 1 1  円形か 0.  7 8 [O . 43] 0. 17 1 区。
SK - 12  隅丸長方形か [12 .  5] [ 1 2 .  l] 0. 17 1 区。
SK - 1 3  隅丸長方形か [O.  90] [O .  63] 0 . 66 1 区。
SK - 14  楕 円 形 [1 .  09] [O. 36] 0. 30 1 区。
SK - 1 5  不整 円 形 [ l . 62] [ l . 13] 0. 90 1 区。 粘土採掘坑か。
SK - 1 6  円形 0. 66 0 . 60 0. 23 1 区。
SK - 1 7  円 形か 1 . 1 3 [O . 59] 0. 20 1 区。
SK - 1 8  隅丸長方形 1. 35 [ 1 .  00] 0. 73 2 区。
SK - 1 9  隅丸長方形 1. 28 0 . 65 0. 37 2 区。
SK - 20 楕 円 形 0 .  9 3 0 .  76 0. 48 2 区。 SC - 1 2 を切 る 。
SK - 2 1  楕 円 形か [ 1 .  20] 0 . 4 1 0. 78 2 区。 SC - 1 2 を切 る 。
SK - 22 隅丸長方形 [ l . 39] 0. 72 0. 46 2 区。 SD - 04 に切 ら れ、 SC - 12 を切 る 。
S K  - 23 隅丸長方形 0. 90 [O . 52] 1 . 09 2 区。
SK - 24 楕 円 形か [2.  39] [O . 92] 0. 40 2 区。 SC - 1 2 を切 る 。
SK - 25 隅丸長方形 [ 1 .  78] [O . 53]  0. 52 2 区。 SC - 09 を切 る 。
SK - 26 隅丸長方形か 1. 35 [O .  90] 0. 43 2 区。 SC - 09 を切 る 。
SK - 27 隅丸長方形か 1. 23 [O .  64] 0. 54 2 区。
SK - 28 隅丸長方形か 0. 9 1 [O . 36] 1 . 1 3 2 区。 SK - 29 に切 ら れ る 。
SK - 29 隅丸長方形か [O. 50] [O . 27] 1. 47 2 区。 SK - 28 を切 る 。
SK - 30 円 形 0. 65 0 . 58 0. 29 2 区。 SC - 1 0 を切 る 。
S K  - 3 1  円 形 1 .  03 1 .  03 0 . 42 2 区。
SK - 32 隅丸長方形 [ 1 .  2 1 ]  [ 1 .  16]  0. 38 2 区。
SK - 33  楕 円 形 [ 1 .  1 3 ]  [O . 54] 0. 24 2 区。
SK - 34 楕 円 形 [ 1 .  62] 1 .  53  0 .  60 2 区。 SC - 09 を切 る 。
SK - 35  隅丸長方形か [ l . 1 5 ]  [O . 32] 0 . 3 1 2 区。
SK - 36 楕 円 形か [ 1 .  44] [O . 30] 0. 48 2 区。 SD - 05 に切 ら れ る 。
SK - 37  隅丸長方形 [ l . 09] [O . 62] 0. 77 2 区。 SC - 1 5 を切 る 。
SK - 38 隅丸長方形 [ l . 40] 1 .  07 0 . 41 2 区。 SD - 04 を切 る 。
SK - 39 楕 円 形か [ 1 .  9 1 ]  [ l . 05] 0. 47 2 区。 SD - 05 、 SC - 18 を切 る 。
S K  - 40 楕 円 形 [O. 95]  0 . 77 1 .  29 2 区。 SC 12 を切 る 。
SK - 4 1  隅丸長方形 4. 05 [O . 95]  0 .  66 2 区。 SK - 47 を切 る 。
SK - 42 隅丸長方形 1. 06 [O . 54] 0. 54 2 区。 SC - 1 5 を切 る 。
SK - 43 楕 円 形か [ 1 .  43] [O . 42] 0. 44 2 区。 SC - 20 を切 る 。
SK - 44 不整 円 形 1 .  07 0 . 86 0. 42 2 区。 SC - 20 を切 る 。
SK - 45 楕 円 形か 1 .  24 [O. 62] 0. 67 2 区。 SC - 2 1 を切 る 。
SK - 46 隅丸長方形か [0. 95] [O . 4 1 ]  0. 58 2 区。 SC - 2 1 を切 る 。
SK - 47 隅丸長方形 [ l . 84] 1 . 32 0. 62 2 区。 SK - 41 に切 ら れ る 。
SK - 48 不整 円 形 1 .  5 3 [O . 73] 0. 92 2 区。 SC - 09 を切 る 。
表 1 7 ピ ッ ト 計測表

遺構名 平面形 規 模 (m) 備 考長 径 短 径 深 さ 遺構名 平面形 規 模 (m) 備 考長 径 短 径 深 さ
P-01 楕 円 形 0 .  30 0 . 28 0 . 16 1 区。 P-1 3 円 形 0. 33 0 . 33  0 .  1 8  1 区。
P-02 楕 円 形 0. 26 0 . 20 0 . 17 1 区。 P-14 円形 0. 55 0 . 47 0 . 27 1 区。
P-03 楕 円 形 0. 30 0 . 26 0 . 39 1 区。 P-1 5  楕 円 形 0. 42 0 . 32 0 . 22 1 区。
P-04 楕 円 形 0. 43 0 . 25 0 . 37 1 区。 P-16 楕円形 0. 25 0 . 24 0 . 09 1 区。
P-05 楕 円 形 0. 36 [O . 20] 0. 37 1 区。 P-1 7 楕 円 形 0 .  3 0 0 .  24 0 . 24 1 区。
P-06 楕 円 形 0. 36 0 . 33 0 . 34 1 区。 P-1 8 長方形 0. 50 0. 30 0 . 27 1 区。
P-07 円 形 0. 22 0 . 22 0 . 14 1 区。 P-19 方形 0. 44 0. 44 0. 20 1 区。
P-08 楕 円 形 0. 46 0 . 36 0 . 16 1 区。 P-20 長方形 0. 42 0 . 42 0 . 2 1  1 区。
P-09 円 形 0. 3 7 0 .  3 5 0 . 28 1 区。 P-2 1 方形 0. 41 0. 39 0 .  22 1 区。
P-10 楕 円 形 0 .  46 0 . 37 0 .  26 1 区。 P-22 円 形 0. 32 0 . 30 0 . 13 1 区。
P-1 1 円 形 0 .  27 0 . 25 0 . 18 1 区。 P-23 円 形 0. 3 7 0 .  32 0 . 14  1 区。
P-12 方形 0. 30 [O . 1 7] 0. 04 1 区。 P-24 楕 円 形 0. 38 0 . 3 1 0 . 29 1 区。
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P-25 円 形 0.  38 0 .  32
P-26 不整形 0.  34 0 .  3 1
P-27 不整形 0. 46 [O . 44]
P-28 楕 円 形 0.  26 0 . 2 1
P-29 円 形 0. 56 [O . 39]
P-30 方形 0.  37 [O . 25]
P-3 1 方形 0. 60 0 .  35
P-32 楕 円 形 0 .  70 0 .  40
P-33  円形 0.  26  0 . 26
P-34 楕 円 形 0 .  44 0. 32
P-35  長方形 0.  45 0 .  24
P-36 楕 円 形 0 .  45 0 .  37
P-37 円 形 0.  38 0 .  34
P-38 円 形 0.  25 0 . 24
P-39 円 形 0.  2 5  0 .  25
P-40 円 形 0.  23 0 .  23
P-41 円 形 0. 2 5  0 .  2 3
P-42 円 形 0.  2 7  0 .  2 1
P-43 長方形 0. 53 [ 0 .  30]
P-44 楕 円 形 0 .  27 0 .  25
P-45 円 形 0.  40 0 .  34
P-46 方形 0. 24 0 .  20
P-47 方形 0.  35 [ 0 .  32]
P-48 円 形 0.  34 0 .  34
P-49 方形 0. 30 0. 26
P-50 円 形 0 .  3 1  0 .  28
P-5 1 円 形 0.  2 5  0 .  2 5
P-52 不整形 0.  62 0 .  56
P-53 円 形 0 .  25 0 . 25
P-54 円 形 0. 2 7  0 .  2 7
P-55  円 形 0. 46 0 . 46
P-56 方形 0. 34 0 .  34
P-57  円形 0. 40 0 .  33
P-58 楕 円 形 0.  62 0 .  50
P-59 円 形 0. 30 0 .  30
P-60 円 形 0.  30 0 . 28
P-6 1 円 形 0.  1 8  0 .  1 8
P-62 円 形 0 . 30 0 . 26
P-63 円 形 0. 3 3  0 . 29
P-64 方形 0. 96 0. 35
P-65 円 形 0.  34 [O . 1 8]
P-66 楕 円 形 0 .  30 0 . 25
P-67 円 形 0.  3 0  0 . 24
P-68 円 形 0.  32 0 .  32
P-69 円 形 0. 42 [O . 18 ]
P-70 楕 円 形 0.  5 1  0 .  32
P-7 1  楕 円 形 0. 42 0 . 42
P-72 円 形 0 .  28 0 . 25
P-73 楕 円 形 0. 42 [ 0 .  25]
P-74 円 形 0. 24 0 . 23
P-75 楕 円 形 0.  3 1  0 . 25
P-76 楕 円 形 0. 45 0 .  37
P-77 楕 円 形 0 .  3 5  0 . 26
P-78 楕 円 形 0 .  30 0 . 22
P-79 楕 円 形 0. 45 0 .  36
P-80 楕 円 形 0 .  34 0 . 23
P-8 1 楕 円 形 0.  50 0 . 44
P-82 楕 円 形 0 .  38 0 . 33
P-83 楕 円 形 0.  46 0 .  36
P-84 方形 0.  27 0 .  24
P-85 楕 円 形 0. 37  0 . 28
P-86 方形 0. 30 0 .  25
P-87 楕 円 形 0.  3 5  0 .  25
P-88 楕 円 形 0. 50 0 .  31
P-89 楕 円 形 0. 42 0 .  3 1
P-90 楕 円 形 0 .  34 0 . 24

0 . 26 
0 . 14  
0 . 32 
0 . 22
0 . 23 
0 . 1 9  
0 . 3 9  
0 . 36 
0 . 28
0 . 28
0 . 32
0 . 05
0 . 27 
0 . 61
0 . 13
0 . 15
0 . 38
0 . 22 
0 . 40
0 . 50
0 . 22
0 . 26
0 . 37  
0. 30 
0 . 09
0 . 23 
0 . 28 
0 . 15
0 . 29
0 . 15
0 . 22
0 . 3 1  
0 . 1 2  
0. 23  
0 . 20 
0 . 27 
0 . 06
0 . 23 
0. 32
0 . 04
0. 60 
0 . 22
0 . 80 
0 . 27 
0 . 27  
0 . 6 1  
0 . 49
0 . 30
0 . 40
0 . 33  
0 . 1 7  
0 . 3 2  
0 . 1 8  
0 . 45
0 . 1 5  
0 . 1 8  
0. 1 8  
0 . 20 
0 . 20 
0 . 55  
0. 28  
0 . 46
0 . 57  
0 . 43
0 . 50 
0. 17  

1 区。
1 区。
1 区。
1 区。
1 区。
1 区。
1 区。
1 区。
1 区。
1 区。
1 区。
1 区。
1 区。
1 区。
1 区。
1 区。
1 区。
1 区。
1 区。
1 区。
1 区。
1 区。
1 区。
1 区。
1 区。
1 区。
1 区。
1 区。
1 区。
2 区。
2 区。
2 区。 中世土器出 土。
2 区。
2 区。 中 世土器出 土。
2 区。
2 区。
2 区。
2 区。
2 区。
2 区。
2 区。
2 区。
2 区。 中 世土器出 土。
2 区。
2 区。
2 区。
2 区。
2 区。
2 区。
2 区。
2 区。
2 区。
2 区。
2 区。
2 区。
2 区。
2 区。
2 区。
2 区。
2 区。
2 区。
2 区。
2 区。
2 区。
2 区。
中世陶器片 出 土。
2 区。

P-9 1 楕 円 形 o. 40 I o. 32 I o .  34 J 2 区。
P-92 方形 o.  22 I o .  21 I o .  10  1 2 区。
P-93 方形 o. 39 I o .  23  I o . s 1 1 2 区。
P-94 楕 円 形 o. 46 I o .  34 I o. 1 1  1 2 区。
P-95 円 形 0. 29 l [O . 25] 1  0. 2 1 1 2 区。
P-96 楕 円 形 o. 40 I o .  21 I o .  59 □°ら け片 出 土。
P-97 楕 円 形 o. 32 I o. 30 I o. 2 1  1!,�。

ら け片 出 土。
P-98 楕 円 形 o: 47 I o .-36 I o . .f9 J 2 区。 紹聖元宝出玉。
P-99 円形 o.  32 I o .  29 I o .  30 1 2 区。
P-100 方形 o. 62 I o. 40 I o .  26 I 2 区。
P-1 0 1  円 形 o.  3 9  I o .  3 7  I o .  1 8  1 2 区。
P-102 楕 円 形 o. 21 I o. 22 I o. 09 I 2 区。
P-103 楕 円 形 o. 32 I o. 30 I o. 1 1 1 2 区。
P-104 楕 円 形 0. 49 0 .  34 0 .  57 :、:

。
ら け片 出 土。

P-105 楕 円 形 o. 44 I o. 41 I o. 30 I 2 区。
P-106 方形 o.  35 I o .  35  I o .  25  1 2 区。
P-107 不整形 o. 47 I o .  32 I o . 32 I 2 区。
P-108 楕 円 形 o. 48 I o .  21 I o .  40 I 2 区。
P-109 方形 o.  21  I o .  25  I o .  50 1 2 区。
P-1 1 0  方形 o. 22 I o. 22 I o. 45 1 2 区。
P-1 1 1  円 形 o. 36 I o . 3o  I 0 . 38 1 2 区。
P-1 12 楕 円 形 o. 30 I o. 23 I o. 25 1 2 区。
P-1 1 3  方形 0. 40 j [O . 24] 1  0 .  12 I 2 区。
P-1 14 方形 o. 33 I o. 23 I o. 1 3  I 2 区。
P-l 1 5 楕 円 形 o. 30 I o. 25 I o. 40 1 2 区。
P-1 1 6  円 形 o.  21 I o .  21  I o .  2 0  1 2 区。
P-1 1 7 楕 円 形 o. 29 I o .  25 I o .  30 1 2 区。
P-1 18 方形 [O . 30] l [O . 30] 1  0. 26 I 2 区。
P-1 19  円 形 o.  3 4  I o .  3 0  I o .  3 2  1 2 区。
P-120 楕 円 形 0. 50 l [O .  45] 1  0 .  34 I 2 区。
P-1 2 1 楕 円 形 o. 47 I o .  26 I o . 43 I 2 区。
P-122 円 形 o. 35  I o .  30 I o .  1 6  1 2 区。
P-123 楕 円 形 o. 24 I o. 20 I o. 1 3  I 2 区。
P-124 楕 円 形 o. 21 I o .  16 I o .  06 I 2 区。
P-125 楕 円 形 o. 25 I o. 23 I o . 1 3  1 2 区。
P-126 円 形 o .  1 6  I o .  14  I o . o s  1 2 区。
P-127 楕 円 形 o. 3o I 0 . 22 1 0 . 1 0 1 2 区。
P-128 円 形 o .  30 I o .  26 I o . o5 I 2 区。
P-129 円 形 0. 20 l [O . OS ] I 0 . 07 1 2 区。
P-130 楕 円 形 o. 24 I o .  21 I o .  01 I 2 区。
P-1 3 1  方形 o.  33 I o .  30 I o . 44 I 2 区。
P-132 楕 円 形 0. 29 j [O . 26] 1 0 . 48 1 2 区。
P-133  円 形 0.  57  l [O . 25] 1 0 . 33 1 2 区。
P-1 34 円 形 o .  4 3  I o .  40 I o . 1 1  1 2 区。
P-135 楕 円 形 0. 43 I 0 . 3 1 1 0 . 20 1 2 区。
P-136  円 形 o. 22 I o .  20 I o .  25 I 2 区。
P-137 楕 円 形 o. 23 I o. 21 I o . 21 I 2 区。
P-138  円 形 o.  2 8  I o .  2 8  I o .  1 1  1 2 区。
P-139  円 形 o.  3 4  I o .  3 4  I o .  12  1 2 区。
P-140 円 形 o.  2 2  I o .  1 9  I o .  1 5  1 2 区。
P-141  円 形 o.  1 6  I o .  14  I o .  14 I 2 区。
P-142 円 形 o.  2 6  I o .  2 1  I o .  1 1  I 2 区。
P-143 円 形 0. 25 I 0 . 20 1 0 . 1 0 1 2 区。
P-144 円 形 o. 24 I 0 . 1 9 1 0 . 14 1 2 区。
P-145 円 形 o.  30 I o .  25  I o .  2 9  I 2 区。
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V SD-0 1 出 土の動 物遺存体 に つ い て

宮崎 重男

SD - 01 出土の動物遺存体は一部欠 損はあるが、 上顎 臼 歯、 下顎 臼 歯とも全部揃っている。 切 歯も

数本保存されている。 犬歯は検 出されていない。 臼 歯は上顎、 下顎とも歯列の順序に並んでおり、 下
顎骨 の保存状態は良く、 臼 歯が植立した状態で出土した。 上顎骨 の保存状態は悪く、 破 片あるいは粉

状になっている。 これ以外 の頭蓋骨 はほとんど 保存されていない。 また、 肢骨 ・ 胴骨 は確認されてい
ない。 したがって頭蓋骨 だけ持ちこまれた可能性も考えられる。

歯 冠高から判 断して馬 齢は 1 2 歳

ほど であるが、 左下顎第一後臼 歯の
表 1 8 SD - 01 出土動物遺存体計測表

咬合面に異常があり、 上顎側へ三角
形状に尖っていて、 それと咬合する

上顎第一 後 臼 歯がその分だけ凹んで
いる。

犬歯の存在が確認されず、 本来な

かったか土中に埋存以降消失したも

のか不明だ が、 雌の可能性が高い。
歯列の長さや下顎骨 の大 きさなど

から、 中型在来馬相 当の大 きさの馬

と推定される。

出 土位置

SD - 01 

下顎骨 （上 ： 左側）

右上顎骨側面観

時期

中世
以降

右下顎骨側面観

出土状態

上顎骨

覆土中層 で
検出 さ れ、
正位の状態
で確認 さ れ
る 。

下顎骨

部位
歯冠長
歯冠幅
原錐幅

歯冠高
頬側
舌側

中 附錐幅
、ヒ顎歯列長 （咬合面）
歯冠長

前薬
歯冠幅 後葉

歯冠高
下後錐谷長
下内錐谷長

double  knot 長
下内錐幅
下顎厚
下顎高 （頬側）

咬合面下顎歯列長 歯頬而

左上顎骨側面観

附写真 SD - 01 出 土馬 骨 （ ス ケ ールは全て 1/3)
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P2 
37 3 
2 1 . 2 

20 2 
19. 5 
4 0 

168. 0 
32. 8 
1 1 . 4 
14 7 
7 I 
1 5 . 0 
1 5. 1 
6 6 
22 6 

166 4 
1 72. 8 

P3 P4 Ml M2 M3 摘要
27 8 27 3 2 1 .  5 23 7 28 9 
26 3 26 8 25. 0 23 8 22 4 
9 4 8 8 10. 9 11 6 13 0 
33. 5 33 .  1 25 .  0 33 .  2 33 0 
3 1 .  7 33 .  0 28 6 24. 2 
5. 0 4. 7 3 7 4. O 4. 0 

27. 8 25 .  8 23 5 23 .  6 33 5 
15 2 1 5 .  4 13 1 12. 5 11 7 
15 .  0 15 0 15 0 1 1 .  6 10 4 
10. 1 9 3 7 1 7. 0 8 2 
1 1 .  7 10 . 0 7. 5 7. 4 12 .  0 
16 5 15 . 4 12 .  2 1 1 .  5 12. 3 R
6. 4 5. 5 3. I 4. 2 

25 6 24 8 24 8 23 8 
67 0 72 3 73.  4 79 3 

（ 計測単位は mm)



w： ま と め

今 回の調査で検出した粘士採掘坑と中世遺構についての成果と課題を以下に記 し、 まとめ としたい。
( 1 ) 粘 土 採掘坑 に つ い て

規模
粘土採掘坑は今 回の調査で 21 基確認された。 しかしながら、 SC - 12 とSC - 18 のよ う に同一の採

掘坑として捉えられるものもある。 規模は最小で径2m程 度で概ね径6~7 mの不整形を呈すると推

定される。 これは一 度に採掘する期間あるいは必要とする採掘量がおおよそ決まっていた可能性を示

している。

粘 土 採掘方法

粘土採掘方法は本文中に示したよ う に、 次のよ う な手 順をとる。 ①竪穴状に目的の粘土層まで掘り

下げ、 採掘する。 ②粘土を掘り出した後、 壁際の同 じ粘士を水平方 向に挟るよ う に採掘する。 ③人力

で届 く限界範囲まで掘り進め たのち、 上部のローム層等を崩し拡張する。 ④採掘し終えた部分に排土

を捨て埋め戻していく。 ②～④を繰り返しながら、 必要とする粘士量を採取していく。 この工程を1

度で終える竪穴状の採掘坑もあるが (SC - 02、 図 45 - 1)、 本遺跡においては②～④を繰り返しており、

採掘坑の壁際には②の形 跡が多 く認め ら れる。 SC - 03 やSC - 05 、 06 等では特に②の工程が顕著で、

採掘坑の壁際がオーバ ーハ ン グし、 なおかつ孤状の掘り方が連続する。 この連続する孤状の掘り込み

は人足 一人の作業範囲、 つまり採掘の最小単位として考えられ、 採掘は数人が同時に作業を行ってい

たものと想定することができる。 その作業の反 復 は帯状の掘り方として残り、 SC - 01 やSC - 06 （図 9、

12、 写真図版7上段） 、 図 45 - 2 のよ う に顕著な段を形 成するようになる。 主目的とする粘土を採掘

した結果、 こ う した掘り方が形成されると思われる。 拡 張を繰り返しながら採掘する過程で隣接する

採掘坑同士がつながったり、 採掘方 向が偏って進むと最終的な採掘坑の形 態は不整形を呈するものも

みられる （ 図 45 - 3)。

分布範囲

粘土採掘坑群の分布範囲は、 本調査区では北西側に偏在し、 2区ではそのほとんど を占め るが、 1
区の東側では粘土採掘坑が検出されていない。 この事から採掘坑群は1区で収束しその東端をなすも

のと思われる。 さらに広範囲で見ると赤坂埴輪窯を挟んで北側に位置する東五十子城跡遺跡 (2004
年調査） では粘土採掘坑 と 推定される大型の土坑が検出されている。 北側の妻沼低地との境である段

丘崖に位置することを考慮すると、 これを北端と見ることができる。 さらに西側に位置する東五十子

赤坂遺跡においては、 不明土坑ながら 底面が灰 白 色粘土層まで到達する長径が 2mを超す大型土坑が

検出されており、 遺跡西側へさらに広がっている。 これを粘土採掘坑と捉えれば、 本遺跡を東端とす

る粘土採掘坑群が西北方 向 へ広範囲にわたって形 成されていると見てよいだ ろ う 。 その規模は南北

150 m、 東西 350mにも及ぶ。 断続して存在している可能性もあるが、 その範囲内で採掘活動が行わ

れていたと考えられる。

採掘時期
粘土採掘坑群の古墳時代とい う 帰属時期はSC - 20 の底面付 近から出土した土師器甕の口縁部と丸

底胴部下半を根拠としている。 今 回の採掘坑から出土した土師器甕は 5 世紀代 （ 和泉式期） に比定さ
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れる。 東五十子城跡遺跡 （昭和 31 • 3 6 年調査） の 10号住居跡においては同時期の遺物が出土してい

る。 粘土採掘坑では群馬県伊勢崎市波志江中宿遺跡や同県甘楽郡廿楽町 白倉下原・ 天引 向原遺跡のよ
うに多 くの土師器や木製品が出土している遺跡があるが、 これらと比較すると木製品の出土はなく相

対的に遣物の出土が非常に貧弱である。 これをもって、 明確な採掘時期を推し量ることは難しいため 、

今後の更なる調査と周辺に位置する遺跡との対比により判 断しなければならない。

採掘 し た 粘 土 の 用 途

良質の粘土は土器やカマド構築材、 壁材など に使用されるが、 今回の調査ではその用途については

判 明しなかった。 また、 遺構外 からは埴輪片が数点出土しており、 埴輪製作も想定される。 ただ 、 こ

れほど 大 掛かりな採掘坑であることから、 大量生産を目的とした採掘である事は確かなようである。

赤坂埴輪窯 と の 関 係 と 問 題

埴輪窯を考える上で重要なのは窯跡の存在と埴輪製作のための工房、 そして素材を調達する粘土採

掘坑である。 市内には宥勝寺裏埴輪窯や八 幡 山窯、 周辺では美里町字佐久保埴輪窯といった窯跡が存

在している。 これらはすべて 6世紀代には操業していたとされる。 本遺跡に隣接する赤坂埴輪窯も出

翠

A-
W

＼
 

上

＼乏

c- £ 

'"粘）

m 

1 群馬県波志江 中宿遺跡 A 区32号粘土採掘坑 ( S = l / 1 20 2 群馬県 白 倉下原 ・ 天 引 向 原遺跡 c 区44号 ・ 65号粘土採掘坑

( S  = 1/ 1 20) 

三
やx 

x 

3 群馬県薮田 東遺跡 ・ 第 3 群粘土採掘坑

図 45 粘土採掘坑の諸形態
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土した切妻造の家形 埴輪から その操業時期の一端を 6 世紀後葉段階に置いており、 同時期にあたる。

赤坂埴輪窯は調査は行われたものの詳細については未報告で、 焼土や出土埴輪が確認 さ れているが窯

の実在は明らかになっておらず、 また工房も検出 さ れていない。 埴輪窯として位置づけるための要素

に乏しい状態である。 こうした中、 今 回の調査で規模の大 きな粘土採掘坑群が明らかになった。 この
粘土採掘坑群は先述したように5 世紀代の所産と考えられ、 赤坂埴輪窯とは若干の時期差が見られる

が、 これは窯の操業期間を考えるうえでの良い手掛かりとなり得よう。 さ らに、 埴輪を生産する窯と

その材料を得るための粘土採掘坑という密接な関係を捉えるきっかけにもなると考えられる。 今後、

実際に窯跡と考えられる部分の調査を行うこと、 または本遺跡の粘土と赤坂埴輪窯で製作さ れたとす

る埴輪を理化学分析を行い比較することで、 その関係がより明 白 になってくるであろう。

( 2 ) 中 世 の 遺構 に つ い て

本遣跡名である「北町中」 は、 城下町あるいは陣を構えた兵士の居住跡と さ れている。 調査の制約

があったが、 五十子陣が造営 さ れていた時期にあたる遺構が多 数検出 さ れ、 その一端を垣間見ること

ができた。 遺構は主に1区北東側と 2区に集中しており、 特に 2区の方が密である。 多 数の ピット 群

は多 くの掘立柱建物跡を想定 さ せるが、 その規模や形状を明確に窺い知ることはできなかった。 遺構

分布の偏りと希薄な部分との対比は、 実態が不明である五十子陣の建造物の配置を考える手掛かりと

なりえるものである。 帰属時期は不明ながら 1 区西側を縦断するSD - 01 は、 五十子城と居住域を明

確にする区画として機能していたと捉えられるのではないであろうか。 東五十子城跡遺跡で検出 さ れ

ている南北方向の溝との相 互 関係は注目したい。

出土したかわらけには器高が低く、 口径が大 きく逆ハの字に開く体部と底外 面に板状圧痕が付くの

を特徴とするものが見ら れる (SD - 02 - 3 • 4、 SD - 03 - 5 • 6など ） 。 これら は山内上杉氏 に関連

する遺物と さ れ、 本地域では 15 世紀後半から 1 6 世紀初め までの実年代が与えら れている。 ま さ に

五十子陣が造営している時期と重なる。 今回出土したかわらけの 口径は それぞれ 8cm 、 12 cm 、 14 cm 

前後が基本であり、 生産時において明確に規格が存在していたようである。 このかわらけは京都の淡

褐色系 白 カ ワラケの系統をひくものとして想定 さ れており、 活発な人の往来が指摘 さ れている。 また、
SD - 02 や 03 出士のかわらけのように人為的に側面を折り欠いたものも見受けられた。 饗宴の後の儀

礼的・ 慣習的な行為、 祭祀行為といった二次的な行為によるものと考えられるが、 この行為の意 味に

ついては さ らなる検 討を要するため 今後の課題としたい。

今回の調査が実態不明のままの五十子陣の全貌を追求する上での一資料となる事を願い、 まとめ と

したい。
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